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はじめに

前橋市の総社・元総社地区周辺は、宝塔山古墳や蛇穴山古墳をはじめ山王廃寺、国

分僧寺、国分尼寺などの諸施設が立ち並ぶ古墳時代から律令期にかけての上野国の中

枢地域と考えられ、上野国府もその一角にあったと推定されています。

国府とは、律令制の下、各国ごとに置かれた国司の役所で、特に上野国府は平安時

代の中頃に起きた平将門の乱の舞台となるなど、記録にも度々その名前が登場しま

す。しかしながら、その中心施設の国庁の位置や、国府域の範囲など、その内容につ

いては、詳しいことが分かっていません。

この問題を解決し、後世にわたり保存・活用するための基礎的な資料を得るために

文化庁、群馬県教育委員会の指導を受けつつ、「上野国府等調査委員会」において、毎

年検討会を開催しながら、平成23年度から 5カ年計画で継続的な確認調査を行うこと

になりました。

今回、上梓する報告書は、その 4ヵ年目の調査内容をまとめたものです。本年度は、

宮鍋神社の南側や元総社小学校の校庭とその周辺で、国府が存在した頃に建てられた

と考えられる建物の跡や、区画溝と考えられる大きな溝の発見が相次ぎました。これ

らの建物や区画溝が、どのような性格のものであったのかは、今後の検討に委ねると

ころもありますが、これまで以上にも増して、上野国府の解明に向けて着実に近づき

つつあることを感じずにはいられない成果を挙げることができました。

最後に、本事業の推進にあたり、国・県・市の関係各位のご理解とご協力に対して

深く感謝する次第です。また、地元の元総社町各自治会をはじめ土地所有者の皆さん

からも惜しみない協力をいただくことができましたことを、この場をお借りして厚く

御礼申し上げます。

平成28年 3月

前橋市教育委員会

教育長佐藤博之





一一一日

1.本報告書は、上野国府等範囲内容確認調査計に基づき、 5 ヵ年の調査計画(平成23~27年度)の 4 年次調査

として、平成26年度に実施した発掘調査の報告書とともに過去の調査を総括した報告書である。

2.遺跡は群馬県前橋市元総社町2127番地1号ほかに所在する。

3.発掘調査は、上野国府等調査委員会の指導のもと前橋市教育委員会が実施した。調査の要項は以下のとおり

例

平成26年5月23日~平成26年12月25日

平成26年12月26日~平成27年3月31日

である。

①発掘調

②整理・報告書作成期間

③調査組織(平成26年度)

上野国府等調査委員会

委員会

員長

間査期

(1) 

松島栄治(前橋市文化財調査委員)

勉(国士舘大学文学部教授)

林部 均(国立歴史民俗博物館教授)、梅津重昭(前橋市文化財調査委員)、井上唯雄(同)、

前沢和之(館林市史編さんセンター専門指導員・跡見学園女子大学兼任講師)、右島和夫

(群馬県文化財保護審議会委員)

高島英之(群馬県教育委員会文化材保護課文化財活用係主幹)、石田 真(同埋蔵文化財

係指導主事)、中島貫(前橋市教育委員会管理部長)、角田文明(同総務課長)、前原豊

(同文化財保護課文化財整備指導員)、小島純一(同文化財保護課長)

佐藤博之(前橋市教育委員会教育長)

文化庁文化財部記念物課文化財調査官、洞口正史(群馬県教育委員会文化課保護課長)

須田

委

副委員長

事

問

員

幹

顧

委

導

猛(高崎市立西部小学校長)、田中広明(公益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

主査)、出浦 崇(伊勢崎市教育部文化財保護課埋蔵文化財担当主査)

(3) 事務局(担当課前橋市教育委員会文化財保護課)

課長(幹事)小島純一 文化財整備指導員前原

係

松田

会

事
部査調

白日

ワム

幹

豊

梅津克典

係 員藤坂和延、並木史一、福田貫之、阿久津智和、寺内勝彦

④発掘・整理担当者 阿久津智和

4.本書の編集は阿久津が行った。

5.発掘調査・整理作業にかかわった方々は次のとおりである。

情藤簡詳、高津京子、仲野正人、奈良啓子、町田妙子、峰岸あや子、山田哲也、湯浅たま江、湯浅道子

6.発掘調査にあたり、近藤博男氏、権田文江氏、都木勝夫氏、都木通良氏、松田充雄氏、宮下雅夫氏の土地を

借用した。

7.調査および報告書作成にあたっては下記の諸機関・諸氏の御教示・御指導・御協力があった。

群馬県教育委員会文化財保護課、公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団、前橋市立元総社小学校

真、出浦崇、井上唯雄、梅津重昭、大西雅広、大橋泰夫、神谷佳明、近藤東洋子、権回文江、桜岡

正信、城田博巳、須田 勉、都木勝夫、都木周輔、都木通良、都木直人、高島英之、田中広明、林部均、

前沢和之、松島栄治、松田 猛、松田充雄、右島和夫、水谷貴之、宮下雅夫

8.発掘調査で出土した遺物は、前橋市教育委員会文化財保護課で保管されている。

長

石田



凡例

1.挿図中に使用した北は、座標北である。

2.挿図に建設省国土地理院発行の 1: 200，000地形図(宇都宮、長野)、 1: 50，000地形図(前橋)を使用した。

3.本遺跡の略称は、 26A147である。略称の後に枝番を付し、トレンチ番号を示した。

4.遺構及び遺構施設の略称は、次のとおりである。

H…古噴~奈良・平安時代の竪穴住居跡 B…建物跡 w...溝跡

D…土坑 P…ピット・柱穴・貯蔵穴 A…道路 O…落ち込み

5.遺構・遺物の実測図の縮尺は、次のとおりである。

遺構 全体図・遺構配置図… 1: 1，400、1: 200などを適宜用いた。

遺構断面図… 1: 60 住居跡… 1: 60 (電… 1: 30) 溝… 1: 60 

遺物 土器…1/3

6.言|測値については、( )は現存値、[ ]は復兄値を表す。

7.遺物観察表については、以下のとおり記述した。

①層位は遺構出土の場合、「床直」・「底面J:遺構底面より10cm未満の層位からの検出、「覆土J:床面より10

cm 以上の層位からの検出の 2段階に分けた。

②円径、器高の単位はcmである。現存値を( )、復元値を[ ]で示したu

③胎十.は、細杭 (O.9mm以下)、中粒 (1.0~1.9mm) 、粗粒 (2.0mm以上)とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物

名等を記載した。

④焼成は、基本的に極良・良好・不良の三段階とした。ただし、須恵器について酸化焔焼成によるものは「酸

化焔jと記載した。

ω色調は土器外面で観察し、色名は『新版標準土色帳J(小山・竹原1967)によった0
8.遺構平面図の一一一ーは推定線を表し、一一一ーーは堅撤面の範囲を表す。

9.スクリーントーンの使用は、次のとおりである。特別な場合は図版ごとに凡例を設けた。

遺構平面図 版築…Eごコ 粘土分布…I~ '>" ~ð， _j 炭化物分布…密密麹 灰分布…医霊盟

遺構断面図 構築面..~ 版築…己二コ 灰分布…医亙麹砂質…

遺物実測図 須恵、器断固・圃・・ 灰柚・緑柚陶器・白磁…医翠溜黒色処理…仁三ゴ

煤付着・・・隈犠審理

10.主な火山降下物等の略称と年代は次のとおりである。

11 

As-B (浅間B軽石:供給火山・浅間山、 1108年)

Hr-FP (榛名二ッ岳伊香保テフラ:供給火山・榛名山、 6世紀中葉)

Hr-FA (榛名二ッ岳渋川テフラ:供給火山・榛名山、 6世紀初頭)

As-C (浅間C軽石:供給火山・浅間山、 4世紀前半)
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3 27トレンチ 1号指導跡全景(西から)

4 27トレンチ I号溝覆土堆積状態(東から)



5 27トレンチ南側拡張部付近(東から)

6 27トレンチ 3号潜跡全景(西から)

PL. 2 -1 28トレンチ全景(北半) (東から)

2 28トレンチ全景(南半) (南から)

3 28トレンチ 1号住居跡全景(南西から)

4 28トレンチ 1号住居跡全景(南から)

PL. 3 -1 28トレンチ3号住居跡全景(南西から)

2 28トレンチ3号土坑全景(北カ〉ら)

3 28トレンチ 1号建物跡全景(南東から)

4 1号建物跡掘込地業土居状況(西から)

5 28トレンチ 1号住居跡付近土層(北カ当ら)

PL. 4 -1 29トレンチ全景(南から)

2 29トレンチ 1号溝跡全景(南から)

3 29トレンチ2号溝跡全景(北東から)

4 30トレンチ全景(東から)

PL. 5 -1 30トレンチ 1号住居跡全最(北西から)

2 30トレンチ 2号住居跡全景(南から)

3 30トレンチ3号住居跡全景(南から)

4 30トレンチ 4・5号住居跡付近全景(西から)

5 30トレンチ 1号溝跡全景(南から)

【造物】

PL. 9 27・28・33トレンチ出土遺物

PL.10 33トレンチ出土遺物

PL.ll 29・30・31a・33・34トレンチ出土遺物

6 30トレンチ3号溝跡全景(東から)

PL. 6 -1 31 aトレンチ全景①(西から)

2 31 aトレンチ全景②(北カ当ら)

3 31 aトレンチ全景③(西から)

4 31 bトレンチ全景(北から)

5 31 cトレンチ全景(西から)

6 31 aトレンチ2号溝跡全景(東から)

PL. 7 -1 31 aトレンチ 1号土坑全景(南から)

2 31 aトレンチ 7号土坑・ 3号満跡全景(西から)

3 31 aトレンチ 9号土坑付近全景(西から)

4 32トレンチ全景(東から)

5 33トレンチ付近調査風景(南から)

6 33トレンチ 1号住居跡全景(西から)

7 34トレンチ付近完掘状況(西から)

PL. 8 -1 33トレンチ l号溝跡全景(南から)

2 33トレンチ l号建物跡布地業土層状況(北から)

3 33トレンチ 1号落ち込み遺物出土状況(西から)

4 1号落ち込み全景(西から)

5 1号落ち込み付近土層犠積状態付回ョら)

6 1号建物跡総地業検出状態(南から)

PL.12 31 aトレンチ出土・元総社小学校寄贈遺物

PL.13 元総社小学校寄贈遺物

V 





I 調査に至る経緯

I 調査に至る経緯

前橋市の元総社・総社地区は総社古墳群、山王廃寺、国分僧寺・尼寺に代表される多くの遺跡が存在し、古代

上野国の中心地として栄えた地域である。上野国府についてもこれまでの研究から元総社町付近に設置されてい

たと考えられている。こうした歴史的な環境をふまえて、前橋市教育委員会では元総社・総社地区の歴史遺産を

有機的に関連付けた保存・活用を目指し、平成18年度から22年度までの 5年間山王廃寺の範囲内容確認調査を実

施し、伽藍配置の解明等の成果を収めることができた。その一方で元総社町では元総社蒼海土地区画整理事業の

進行にともない発掘調査を継続してきたが、存在が推定される上野国府に関連する遺構の確認は至っていなかっ

た。区画整理事業が進行していく中で上野国府の実態について早急な解明が急務となったことから、平成23年度

から 5ヵ年計画で上野国府等範囲内容確認調査が計画され実施されるに至った。本調査は、上野国府の解明を目

的として、平成23年度から 5ヵ年計画で実施している上野国府等範囲内容確認調査の 4年次調査である。

平成23年度の調査は、国庁推定地A案(，宅地J等の地名が残る100m四方の区域)の範囲内において 9ヶ所に

トレンチを設定し309ぱの範囲で行った。国庁関連遺構は検出されなかったものの、 6トレンチにおいて、国府域

を考える上で重要な要素と考えられる古代の大講が検出された。平成24年度の調査は、国庁推定地C案(宮鍋神

社の南に広がる100m四方の区域)の範囲内における調査を中心としながら、 1年次調査6トレンチ検出の大溝の

延長の確認や、国庁推定地4案以外の地点として総社神社西方における範囲確認調査もあわせて実施し、合計で

9ヶ所にトレンチを設定し705m'の面積を調査した。結果としては宮鍋神社の北で国府存在期に掘削されたと推定

される南北方向の溝が確認された程度で国庁に関連する遺構は検出されなかった。平成25年度は①国府関連遺構

の存在が推定される総社神社および元総社小学校周辺の調査、②元総社町で検出されている大溝(区画溝)の解

明、③東山道駅路国府ルートの解明の 3点を目的として調査を実施した。結果としては、区画溝および東山道駅

路国府lレートについては、解明に至る発見はなかったものの、元総社小学校の校庭におりる調査で、古代の溝か

ら8世紀から 9世紀にかけて国府関連施設で使用されたと考えられる土器群が出土した。

本年度は、下記の 3つの点に関して範囲内容確認調査を実施し、国府解明に資することとした。

(1) 大溝(区画溝)の解明

区画溝の確認調査については、平成25年度実施の第3次調査でも行っているが、その際は、現在確認されてい

る大溝の位置と地割から区画溝のラインを想定し、そのライン上において区画溝の有無を確認するというもので

あった。結果として大溝は検出できなかったが、別途実施された元総社蒼海遺跡群 (58)で東へ75。傾く大溝が検

出された。この大溝と想定ラインの大溝が蒼海域本丸付近で交差することが想定されるため、その解明を目的と

して確認調査を実施する。

(2) 元総社小学校およびその周辺について

総社神社および元総社小学校の調査は、平成25年度の第3次調査で実施している。総社神社においては国府関

連遺構の検出には至らなかったが、元総社小学校では、元総社小校庭遺跡に引き続いて国府関連遺構が検出され

た。この乙とから、元総社小学校の校庭には、依然として国府関連遺構が存在していることが推定される。さら

に、元総社小校庭遺跡検出の2棟の掘立柱建物や上野国府等範囲内容確認調査21aトレンチ検出の溝について、

有機的関連性を解明するための情報を得るために確認調査を実施する。

また、元総社小学校周辺では、元総社寺田遺跡や元総社明神遺跡など、国府関連遺物が出土している遺跡が存

在している。元総社小学校の西側周辺は、これまで発掘調査が行われていないために状況が不明であることから、

調査可能な地点で調査を行い、国府関連遺構および遺物の検出ははじめとして、土の堆積状況を確認するために

調査を実施する。
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(3) 国庁推定地C案周辺の範囲内容確認調査

平成23年度・ 24年度と、それぞれ国庁推定地A案・ C案の範囲内における調査を実施したが、国府関連施設の

検出には至っていないn 平成24年度以降、国庁推定地C案周辺では元総社蒼海地区土地区画整理事業にともない、

元総社蒼海遺跡群 (45)、(65)の調査が実施されたことから、比較的広い範囲の状況が判明している。国庁推定

地C案の南側等その周辺には調査可能な地点がまだ多く存在することから、確認調査を実施し、固庁推定地C案

周辺の状況をより広範囲に渡って把握することを目的として調査を実施した。

なお、平成25年度に東山道駅路国府lレートの解明を目的とした調査を実施し、今後も継続的に調査を行う予定

であったが、日程および事務的都合により、平成26年度は調査予定を変更した。

11 遺跡の位置と環境

1 遺跡の立地

前橋市は、利根川が赤城・榛名の両火山の裾合を経て関東平野を望むところに位置し、地形・地質の特徴から、

北東部の赤城火山斜面、南西部の前橋台地利根川右岸、南部から南西部にかけての前橋台地の利根川左岸、東部

の広瀬川低地帯という 4つの地域に分けられる。

木遺跡の立地する前橋台地は、約24，000年前の浅間山噴火によって引き起こされた火山泥流堆積物とそれを被

覆するローム層(水成)から成り立つでいる。台地の東部は、広瀬川低地帯と甫線的た岸で阿されていて、台帥』

の中央には現利根川が貫流している。現在の利恨川の流路は中世以降のもので、旧利根川は現在の広瀬川流域と

推定される。台地の西部には榛名山麓の相馬ヶ原扇状地が広がり、榛名山を源とする中小河川が利根川に向かつ

て流下し、台地面を刻んで細長い微高地を作り上げている。総社・元総社付近の染谷川や牛池川は、微高地との

比高 3m~5mを測り、段丘崖上は高燥な台地で、桑畑を主とした畑地として利用されてきた。

本遺跡は、前橋市街地から利根川を隔て、西へ約 3kmの地点、前橋市冗総社町地内に所在している。南東へ約

1 kmの所に上野国総社神社があり、すぐ西には関越自動車道が南北に走っている。さらに、主要地方道前橋・群

馬・高崎線が東西に走り、東側には市道大友・石倉線が南北に走り、これらの幹線道路を中心にオフィスビルや

大規模小売屈が進出している。本遺跡はこれらの幹線道路から奥に入ったところに位置し、周囲には田畑が多い

住宅地という静かで落ち着いた環境である。

2 歴史的環境

本遺跡地周辺には、総社古墳群、山王廃寺、上野国分僧寺・尼寺のほか蒼海域跡など多くの遺跡が存在し、歴

史的環境に優れている。また継続して実施されている埋蔵文化財発掘調査によって新しい知見が集積されているの

縄文時代縄文時代の遺跡としては、上野国分僧寺・尼寺中間地域遺跡や蒼海遺跡群で前期・中期の集落跡が

検出されているほか、元総社蒼海遺跡群 (9)で晩期の住居が検出されている。

弥生時代 弥生時代の遺跡は、水田・集落跡等が検出された日高遺跡のほか、後期住居跡が検出された上野国

分僧寺・尼寺中間地域や桜ケ丘遺跡、下東西遺跡等に散見するだけで少ない。

古墳時代 古墳としては総社古墳群が挙げられる。総社古墳群を構成する主な古墳としては、前方後円墳の遠

見山古墳、川原石を用いた積石塚の王山古墳、前方部と後円部にそれぞれ横穴式石室が築造されている前方後円

墳の総社二子山古墳、横穴式石室と石棺をもっ方墳の愛宕山古墳、県内古墳終末期の方墳である宝塔山古墳や蛇
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II 遺跡の位置と環境

1: 200，000 
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Fig.l 推定上野国府位置図
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穴山古墳がある。また、宝塔山古墳の南西500mには、平成18年度からの 5ヵ年計画で実施した範囲内容確認調査

の結果、約80m四方を回廊で囲み、講堂・金堂・塔が法起寺様式で伽藍が配置された山王廃寺跡(放光寺)があ

る。 111主廃寺の塔心礎や有製鴎尾、根巻石等の石造物群は、宝塔山古墳の石棺や蛇穴山古墳の石室と同系統の石

造技術を駆使して加工されており、このことから、この寺院を建立した氏族と宝塔山古墳・蛇穴山古墳の被葬者

は同ーの氏族と考えられている。この地が「車評jの中心地として、仏教文化と古墳文化が併存していた様子が

窺える。なお、山王廃寺の下層には北西に主軸をもっ基壇建物や掘立柱建物跡が検出されているが、これらの建

物群についての評価は「車評家j等諸説あるが、寺院の変遷を考える上で重要なものとなっている。

そω他に古墳時代の集格については 4世紀代と 6世紀代を中心に展開しており、大屋敷遺跡や元総社蒼海遺跡

群で集落が確認されている。元総社蒼海遺跡群では、牛池川沿いの低地で古墳時代の水田も確認されているほか、

墓域や祭杷跡も確認されており、同時代の集落・生産域・墓域がそれぞれ展開していたことがうかがえる。

奈良・平安時代奈良・平安時代になると、 上野国分僧寺、上野国分尼寺が建立されるなど、本地域は古代の

政治・経済・文化の中心地としての様相を呈する。大正15年に国指定史跡となった上野国分僧寺は昭和55年から

本格的な調査を実施し、主要伽藍の礎石、築垣、塀等が確認された。また上野国分尼寺は、昭和44・45年の調査

C伽藍配置が推定 Cきるように伝り、さらに平成12年κ実施された寺域碓認調企によって東雨隅と出西隅ω築垣

とそれに平行する溝跡や道路状遺構が確認された。上野国分僧寺、上野国分尼寺周辺では、関越自動車道建設に

伴い発掘調査、上野国分僧寺、尼寺中間地域では、当時の大規模な集落跡や掘立柱建物群が検出されている。

なお、元総社地域には総社神社が鎮座するほか、上野国府が存在したことが推定されているが、掘立柱建物跡

が元総社蒼海遺跡群、元総社小校庭遺跡で確認されている。これらの建物の性格については不明であるが、元総

社町周辺で掘立柱建物が確認された事例が現在少ないことから、特筆される遺構であるυ また、国府推定城でも

西に位置する鳥羽遺跡では、神社遺構とされる周囲に方形の講をもっ掘立柱建物が存在するほか、大規模な工房

跡も確認されている。また、牛池川沿いの元総社明神遺跡VIIIと元総社寺田遺跡IIIでは、それぞれ人形が出土して

いるほか、元総社寺田遺跡IIIでは「国厨」や「曹司」などの国府関連施設名が墨書された須恵器が出土している。

その他に国府域の区画溝と考えられているものとして大溝がある。この遺構は閑泉樋遺跡・元総社明神遺跡・元

総社蒼海遺跡群等で確認されており、上野国府等範囲内容確認調査の平成23年度調査(1次)でも確認されてい

る。これらの大溝は覆土上部に浅間B軽石を包含するという時期的な特徴をもち、規模も同様であることや、確

認された地点が連続すること地点もあることから、 一連のものと考えられる大溝も存在する。その他に国府域を

推定する上では、天神遺跡・弥勅遺跡・元総社蒼海遺跡群の西寄りの調査地点どの染谷川周辺では緑軸陶器が多

数出土するほか、銅椀等の遺物が出土する傾向が強いことが指摘されており、こうした点から国府に関連した何

らかの施設の存在がうかがえる。また元総社町周辺では至るところで奈良・平安時代の集落が検出されているが、

これら集落から「大館」の墨書土器など特殊な遺物も少なからず出土している。

高崎市内の調査等により、元総社町の南部にN-64
0

-E方向の東山道駅路国府ノレートが存在したことが推定さ

れている。その他に存在が推定される通称「日高道」は、日高遺跡で検出された幅約4.5mの道路状遺構を北方へ

延長したもので、これらは当時の交通網を物語る重要な遺構である。

中世 中世に至り、永享元年(1429)、この地には上野国守護代の長尾氏によって蒼海域が築城されるが、この

城は県内でも最古級の城郭に位置づけられるとあわせて県内初の城下町を形成したとも考えられている。現在の

本地域の主要道路はこの縄張りに沿って造られていると推測されるほか、元総社蒼海遺跡群の調査で青白磁梅瓶

や青磁・白磁片が出土しているほか、蒼海域に関連する堀跡の検出も相次いで、いる。
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II 遺跡の位置と環境

l.上野国府国庁推定地 2.上野国分僧寺 3.上野国分尼寺 4.山王廃寺 5.上野国分僧寺・尼寺中間 6.鳥羽遺跡

7.中尾遺跡 8.国分境遺跡 9.北原遺跡 10.下東西遺跡 11.稲荷山古墳 12.大小道山古墳 13.遠見山古墳

14.総社二子山古墳 15.愛宕山古墳 16.宝塔山古墳 17.北原遺跡 18.王山古墳 19.大屋敷遺跡 20.元総社寺田遺跡

21.元総社明神遺跡 22.元総社小学校校庭遺跡 23.天神II遺跡 24.弥勅II遺跡 25.元総社蒼海道跡群 26. 日高遺跡

27.国府南部遺跡群 28.元総社西川・塚田中原遺跡 29.上野国府調査地点(昭和42年) 30.通称「日高道」

31.推定東山道駅路国府ルート 32.総社神社 33.宮鍋神社 34.釈迦尊寺 35.妙見寺

Fig.2 周辺遺跡
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皿調査方法と経過

1 調査方法

上野国府の範囲内容確認調査にあたり、国庁の推定地とし

て4案を提示し、平成23年度はそのうちのA案の範囲内にお

いて、平成24年度はC案の範囲内と総社神社西方付近におい

て調査を行った。平成25年度は、国庁推定地4案の範囲外で

ある総社神社・元総社小学校における国府関連施設の確認調

査のほか、国府域を推定する上での参考とするため、区画溝

と東山道駅路国府ルートの確認をそれぞれ行った。本年度は、

平成25年度調査の延長として、区画溝の確認調査と、元総社

小学校およびその周辺における国府関連施設の確認調査を実

施した。その他に、国庁推定地C案では、比較的調査可能な

状態にある土地がまだ存在すること。また、国庁推定地C案

にあたる宮鍋神社の南方において実施された元総社蒼海土地

Tab.1 各トレンチの面積と調査目的

トレンチ 調査面積 主な調査目的
(ぱ)

27 80 国府関連施設の確認

28 110 区画溝、国府関連施設の確認

29 17.5 区画溝の範囲確認

30 280 国府関連施設の確認

31 a 59 国府関連施設の確認

31 b 9 国府関連施設の確認

31 c 6 国府関連施設の確認

32 21 国府関連施設の確認

33 30.5 国府関連施設の確認

34 11 国府関連施設の確認

計 624 

区画整理事業にともなう発掘調査で、掘立柱建物跡、区画溝、掘込地業をもっ建物跡が集中的に検出されたこと

から、国庁推定地C案周辺における国府関連施設の範囲内容確認調査を実施した。なお、本年度の総調査面積は

印41げでああ CT3h.l)。

調査は「上野国府等範囲内容確認調査基準」に基づいて行った。以下に調査方法について要点を記す。

グリッド設定 (Fig.3) 調査区のグリッド設定は以下のとおりである。①単位は 4m四方とする。②国家座標第

IX系(旧日本測地系)を用い、 X=十44.800、Y= -77 .200を基点 (X0、Y0) とする。③西から東へ 4mご

とにXの数値が増大し (X157、X158、X159……)、北から南ヘ 4mごとにYの数値が増大する (Y44、Y4G、

Y46……)。④各グリッドの呼称基点は北白杭とする。

なお、このグリッド設定は、区画整理に伴い継続的に調査が行われている元総社蒼海遺跡群のグリッド設定と

共通するものである。

卜レンチ設定 各トレンチの設定幅については、これまで掘立柱建物の柱穴間隔を考慮して原則 3mとしていた

が、平成24年度の調査から 4m幅へと拡大した。トレンチ名は、原則として調査順に数字で呼称することとし、

23年度からの通し番号とした。

遺構の確認遺構確認については、基本層序I層およびII層直下で行い、その後、 上野困府の遺構面が存在する

III層 (Hr-FP・As-C混土層)を細分しながら確認することとし

た。遺構の確認にあたって、必要な場合はサブトレンチを設定

することにし、サブトレンチの規模は遺構保護のため必要最小

限とした。

測量 遺構平面図については縮尺 1/20を原則とし、必要に応じ

て 1/10~ 1/50の縮尺を適宜使用することとした。また、土層凶

についても縮尺 1/20とし、遺構毎の図面とは別に、グリッド杭

のあるトレンチ壁面ですべて作成することにした。

出土遺物の取り上げ遺構毎を原則とし、遺構に属さない遺物

は4mグリッド単位で記録を作成し取り上げることとした。な
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III 調査方法と経過

お、状況に応じて 4mグリッドを Fig.3のように4分割し、 2mの小グリッド一括で取り上げた遺物もある。小

グリッドの呼称は、北西から反時計回りでA~D とした。なお現位置を保つ礎石等、施設を構成する遺物につい

ては、原則として現状保存することとした。

写真撮影遺構の写真撮影については、 35mmフィルム(モノク口、カラーリバーサル)およびデジタルデータを

常時使用した。また、必要に応じて 6x 9サイズフィルムを使用した。空中写真撮影には 6x 6サイズフィルム

を{更用した。

埋め戻し 調査終了後は、今後の調査と区別できるように石灰を散布してから埋め戻しを行った。

2 調査経過

本年度の発掘調査は 5月23日から開始し、 12月25日に終了した。調査経過は、以下のとおりである。

Tab.2 調査経過表

トレンチ名称

員会

27 I 28 I 29 I 30 I 31a I 31b I 31c I 32 I 33 I 34 

*表土掘白IJ ・ トレンチ拡張

グリッド設定・遊糊~認・遺構品目 Fげ

5月23日に27トレンチを設定し、 26日に掘削

した。トレンチの設定位置が中世の溝跡と重複

するような状態であったので、一部を南へ拡張

した。拡張の結果、平安時代後期頃の住居が数

件検出された。 27トレンチの調査終了間際の 6

月18日に、 28トレンチを掘削した。なお、 27ト

レンチは28トレンチの掘削終了後に埋め戻し

た。 28トレンチは当初、区画溝の検出を目的と

して設定したものであり、区画溝の検出想定地

点での遺構プラン確認時に溝状の遺構が検出さ

れたことから、その状態を明瞭に確認するため

にトレンチを順次拡張を行ったo拡張の結果、

この遺構はL字に南へ曲がっていることが判明

したため、 トレンチをさ らに南へ大きく拡張す

る必要が生じたために、 7月9日に10トレンチ

(平成24年度調査)に隣接させる形でト南へ大き

く拡張した。結果、溝状の遺構は程なく再度L

字に折れ曲がり、長方形に囲むような形状と

なった。さらに溝状の遺構の覆土が硬く締まる

層状であったことから版築と判断し、枠形の掘

込地業をもっ建物跡と判断した。

28トレンチの調査と平行して、本年度も元総

社小学校の校庭における調査を計画していたこ

とから、小学校が休みになった直後の 7月28日に30トレンチの掘削を開始した。当初は21aトレンチ(平成25年

度調査)の北側付近から東西40mの長さを掘削したが、西側の約半分が撹乱を受けており、遺構の検出が困難な

状態であった。しかし、東側では建物跡と考えられる柱穴が検出され、その柱穴の列が調査区外まで続いている

ことが想定できたことから、 8月6日に西側半分を埋め戻し、翌7日に遺構の検出が可能な東側を中心に、その

南側と東側へトレンチを拡張した。結果として、柱穴はそれ以上検出できなかったが、住居跡数件、土坑数基の

ほか、元総社小校庭遺跡と推定される埋め戻しされた卜レンチが検出された。
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28トレンチで枠形の掘込地業をもっ建物が検出され、あわせて30トレンチで建物跡の柱穴が検出されたこと。

さらには元総社蒼海地区区画整理事業にともなう蒼海遺跡群 (95)の発掘調査で古代の区画溝と 2棟の掘立柱建

物跡が検出されたことから、 8月12日に第20回上野国府等調査委員会が開催された。委員会では、各遺構の現地

視察を行いながら、遺構の状況や今後の調査の方向性などについて検討が行われた。

なお、 28トレンチの埋め戻しを調査委員会終了後の 8月13日に行った。また、 30トレンチについては、 8月27

日の 2学期の開始とあわせて元総社小学校5・6年生を対象とした遺跡の見学会が開催され、 29日から埋め戻し

および整地作業を行った。

9月になり、再度蒼海城本丸周辺へと戻り、 9月4日に29トレンチに掘削を開始した。ここでで、は西へ1叩O

く古代の大溝が検出された。このトレンチは区画溝の交点の検出を目的としていたことから、南西方向から続く

区画溝の検出を目的として調査区の拡張やテストピットを設定し、その検出に努めたが、溝自体を明瞭に検出で

きない状況で調査は終了し、 9月17日に埋め戻した。その後、しばらく遺物の洗浄等の整理作業を行った後、 9

月24日、元総社小学校西側における国府関連遺構の検出を目的として、 31トレンチを掘削した。 31トレンチ付近

は農家の庭先で作物等があることから、小範囲を調査しては埋め戻すことを連続的に行うことで、広い面積を調

査する方法を採ソた。結果として、 31トレンTは、調査順および調査区の連続性を基準に、便宜上a• b • Cの

枝番号を付し区別した。 31aトレンチでは、東西方向の古代の区画溝と古代の粘土採掘坑と推定される土坑が検

出された。 31aトレンチは10月17日に埋め戻し、古代の区画溝の延長を確認するために、 31aトレンチの東側に

31 bトレンチ、さらに東側に32トレンチを設定し、それぞれ10月20日、 10月21日に掘削した。両トレンチとも必

要に応じて拡張を行ったが、区画溝の検IL十Iには苓らず、 10月28日に坤.め戻した。なお、 31b・32トレンチの調査

が終了する間際に31aトレンチの北東に31Cトレンチを設定し、 10月27日に掘削したが、土坑の検出程度にとど

まり、 10月31日に埋め戻した。結局、 31aトレンチで検出された古代の区画溝については、その後に調査したト

レンチでは検出できなかったことから、 31bトレンチの西側に31aトレンチを拡張するかたちでトレンチを設定

して10月29日に掘削し調査した結果、区画溝の終点が確認された。このトレンチは11月4日に埋め戻した。

元総社小学校の西側周辺で調査を進めている時と同じくして、国庁推定地C案の指標とも言える宮鍋神社の南

東約50m付近で区画整理事業にともない実施された元総社蒼海遺跡群 (99)の発掘調査で、掘込地業を持つ建物

跡が検出された。この掘込地業の範囲が調査範囲外へと続いていたことから、建物跡の範囲を把握することを目

的として、 33・34トレンチを設定し調査を行った。 33トレンチは蒼海遺跡群 (99)の西側に位置し、 34トレンチ

は蒼海遺跡群 (99) と、その南側の蒼海遺跡群 (65) の聞に位置する。数日の遺物整理期聞を置いた11月11日に

両トレンチを掘削したところ、 33トレンチでは掘込地業の西端が検出され、 34トレンチでは、掘削・遺構確認時

では明瞭な掘込地業の検出には至らないと判断された。蒼海遺跡群 (99)で検出された建物跡を検討するために

第21回上野国府等調査委員会が11月20日に開催され、現地視察を行い遺構の状況確認を行いながら、今後の調査

方針が協議された。その後、 11月28日に元総社蒼海遺跡群 (99)の調査区を南に拡張し、 34トレンチと連続させ

るのとあわせて、 33トレンチのうち掘込地業が検出された地点の南側および北側についても調査区を拡張した。

拡張した範囲も含めて遺構を掘り下げた結果、34トレンチにおいても掘込地業が存在していた可能性が出てきた。

こうした成果を収めつつ、 12月25日に調査を終了した。
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III 調査方法と経過
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W 基本層序

基本層序については、大まかな調査地点ごとに述べたい。

(1) 国庁推定地B葉およびC案周辺

29トレンチは国庁推定地ではB案に位置している。トレンチは蒼海域の縄張図では本丸に位置しているが、ト

レンチを設定した付近は表土の下層が総社砂層となっていた。

28・33・34は国庁推定地C案に位置しており、 27トレンチはそれよりもやや南に位置している。 C案について

は平成24年度(第2次)の 8・9・10・11・14トレンチを調査しているが、 10トレンチ以外は表土の下層が総社

砂層となっていた。 28トレンチは10トレンチに隣接して設定されているが、土層の堆積状況としては、 10トレン

チと同様の堆積状況が確認できた。しかし、 10トレンチで総社砂層とされたものが、むしろ総社砂層への漸移層

と考えたほうが自然であると考えられる。

(2) 元総社小学校とその周辺

元総社小学校の校庭については、平成25年度の調査時の状況も付け加えると以下のとおり。

ヤ成26年度に調査した30 トレンチは東西方向に長いトレンチであった。表土を剥~:>だ時点で遺構確認を行、った

際、西半分は撹乱の影響により土層の堆積状態は良い状態ではなかったが、トレンチ中央付近漸移層でも比較的

黒色が強い色調の土で、東へ行くにつれて色調は褐色が強くなった。昨年度調査した21aトレンチは校庭の一番

西に位置しているが、ここでは浅間C軽石を含む黒色土が認められたことから、本来は西へ向けて緩やかに傾斜

する地形であったことが推定できるn

元総社小学校の西側周辺に位置する31a・b • c・32トレンチについては、表土の下層は総社砂層となってい

た。傾向としては束に位置するトレンチほど総社砂層の位置も低くなっていくが、現地表も東へ向かい傾斜して

いることから、削られて整地された結果として現在の状態となった可能性がある。なお、この付近の総社砂層の

漸移層は粘性が強く、昭和初期頃まで住宅の壁材や竃の構築材として地元を中心として広く利用されていたとの

乙とである。ちなみに土壌ω粘性ω強さを知る挿話としては、雨天ω翌日は、表土も含めて非常にぬかるか作業

効率も落ちる上に畑も傷めることから農作業は極)j控えたとの話もあり、このことからも、この地域の土壌の特

性を知ることができる。
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W 基本層序

I層 As-B軽石が混入する耕作土・表土居。

混入量の多寡により、 a (新)・ b (旧)に分げられる。

1 a層:灰黄褐色砂質土。現在の表土・耕作土

1 b層:灰黄褐色砂質土。旧表土・耕作土。いわゆる As-B混

土層

As-B軽石純層

As-C、 Hr-FP などの軽石粒を 5~lO%程度合む。場所により

粘性が変化する。(奈良・平安時代の遺物包含層)

As-C をlO~30%程度合む。場所により粘性が変化する。この

層上面で、古墳時代後期~奈良・平安時代の遺構が確認しや

すくなる。

II層

III層暗褐色土

IV層黒褐色土

V層総社砂層への漸位層上部黒色土 (a)から下へ行くにつれて、黄褐色土 (b)へ

漸位する。場所によっては、黒褐色粘質土~褐色粘質土へ漸

位する。

場所により色調・土質が異なり、黄褐色土でロームに近いと

乙ろと、明褐色もしくは白色に近い色調を呈する粘質土のと

VI層総社砂層

ころカTある。

C案

28T 

VI 版築層もしくは
版築層の疑いのある層

元総社小学校

112.0m -- 31aT 

元総社小西側

町白内
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Fig.5 基本層序模式図と各トレンチ土層柱状図
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V 遺構と遺物

1 各トレンチの概要

平成26年度調査にあたり、国府関連施設および、区画溝の解明について有益な情報が得られると思われる調査候

補地のうち、調査可能な10ヶ所に卜レンチを設定した。以下に調査目的別に各トレンチの概要を記す。

(1) 区画溝の確認調査

元総社蒼海遺跡群 (11) 5卜vンチおよび上野国府等範囲内容確認調査6トレンチの調査で検出された西へ10。

傾く区画溝と、元総社蒼海遺跡群 (58)で検出された区画溝が蒼海域本丸付近で交わることが想定されたため、

その確認のために調査を実施した。

29卜レンチ (Fig.6、PL.4) 

29トレンチは上記の区画溝の交点付近に南北方向に長さ7.5m、幅1.5mの範囲で設定したが、一部を不規則に

拡張した。調査地点の一部は揖乱を受けいたが、古代の溝1条、中世の溝1条、土坑l基が検出された。古代の

溝は上野田府等範囲内容確認調査6トレンチから続く区画、清と同軸上に位置することから、 一連の区画溝と推定

される。なお、元総社蒼海遺跡群 (58)から東へと続く区画溝については、明確な交点が確認できなかった。ま

た、トレンチの西側3か所にてテストピットを設けて区画溝の検出に努めたが、明確には検出できなかった。

28卜レンチ (Fig.6、PL.2・3) 

28トレンチについては、蒼海遺跡群 (58)の区画溝が、 29トレンチよりも東に延びた場合の、その軸上に位置

する。三三では区画溝は検出できなかった。

28トレンチでは建物跡も検出されていることから、トレンチの詳細については、国庁推定地C案における国府

関連施設の確認調査の項に記載する。

(2) 元総虹小学校周辺における国府関連施設の確認調査

30卜レンチ (Fig.7、PL.4・5) 

30トレンチは元総社小学校の校庭に位置する。元総社小学校の校庭における調査は、平成25年度から実施して

いるが、本年度は校庭の北辺付近で東西方向に長さ40m、幅4mの範囲を掘削したところ、トレンチを設定した

付近にかつて校舎が建っていたこともあり、調査区の西半分は撹乱を受けていたため遺構の確認が難しい状態で

あった。そこで遺構が検出された東半分を中心として、その東側および、南側へトレンチを拡張して遺構の確認に

努めた。検出された遺構は、住居跡5軒、古代の溝2条、建物跡1棟、中世の溝1条、土坑7基、ピット 4基、

落ち込み3ヶ所で、建物跡は昭和37・38年に実施主れた元総社小校庭遺跡に続<3棟目の検出と仕る。また、本

トレンチ内において、元総社小校庭遺跡のトレンチと考えられる埋め戻しの跡を確認した。

31 a・31b・31c卜レンチ (Fig.8、PL.6・7) 

元総社小学校の西側周辺における国府関連施設の検出を目的として実施した。当初は31aトレンチをアルフア

ベット小文字の校番号を付けずに調査を実施したが、作物等の支障にならないように小範囲を調査しては埋め戻

すことを連続的に行い、それを最終的に合わせることで広い面積の内容を把握する方法で調査を行ったため、結

果的に連続しない小調査区が生じたことから、校番弓を付けることとした。これらのトレンチは表土の下位が粘

性の強い総社砂層となる状態であったことから、付近は土が削り取られている ζ とが考えられる。検出された遺

構は、 31a・31b・31cトレンチ全体で古代の溝1条、中世の溝2条、土坑14基、ピット23基、井戸跡1基、近

世以後の道路状遺構 lヶ所である。古代の溝は、東西方向に走り、規模や断面形状から区画溝と考えられる。こ

の古代の溝は31aトレンチのみで検出されており、その東に隣接して設けられた31bトレンチでは検出されてい

- 12-
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ない。

32トレンチ (Fig.8、PL.7) 

32トレンチは31aトレンチで検出された古代の溝の延長を確認するために設定され、 一部を拡張しながら調査

した。本トレンチも西側の31a・31b・31cトレンチと同様に表土の下位は総社砂層に達しており、土が削り取

られていることが考えられる。結果として、検出された遺構はピット 9基の検出に留まり、 区画溝の検出には至

らなかった。

(3) 国庁推定地C案周辺における国府関連施設の確認調査

27卜レンチ (PL.6、PL.1) 

27トレンチは国庁推定地C案の南に位置し、その南約40mに元総社蒼海遺跡群 (95)が位置する。トレンチは

東西方向に長さ16m、幅4mの範囲を掘削したところ、掘削範囲と溝の範囲が重なっていたために、溝以外の遺

構の検出が難しい状態であったことから、西端を南側に拡張した。検出された遺構としては、住居跡3軒、中世

の溝3条、ピット 2基が検出された。住居跡のうちの 1軒は、緑柚陶器の輪花段皿破片や灰柚陶器などの遺物が

出土した。

28卜レンチ (Fig.6、PL.2・3) 

当初は上記のとおり区画溝の有無を確認するために設定されたが、枠型の掘込地業をもっ建物跡が検出された

ことから、国府関連施設の確認調査も含めて実施した。

掘削時は東西方向にトレンチを設定していたが、掘込地業の範囲確認のため、不規則に拡張したこととあわせ

て、南側へL字にトレンチを拡張した。これにより、本トレンチは10トレンチ(平成24年度調査)と隣接する形

となった。検出された遺構は、住居跡3軒、掘込地業をもっ建物跡1棟、土坑4基のほか、ピットが多数検出さ

れている。住居跡のうちの 1軒は、床面に焼土が分布し、銅浮等が少量出土していることから、鍛冶に関連した

遺構と推定される。

33・34卜レンチ (Fig.8、PL.7・8) 

33・34トレンチは、蒼海遺跡群 (99)で検出された建物跡の掘込地業の範囲確認のために設定されたトレンチ

である。

蒼海遺跡群 (99)において掘込地業をもっ建物跡が検出されたが、その範囲が調査区外に及んでいたことから、

西側の範囲確認のために33トレンチを東西方向に設定し、南側の範囲確認のために34トレンチを東西方向に設定

した。なお、 34トレンチは、元総社蒼海遺跡群 (99) と同遺跡群 (65) との聞に位置する。当初、 34トレンチと

元総社蒼海遺跡群 (99)の聞には道路が走っていたが、最終的には道路部分も元総社蒼海遺跡群 (99)で発掘調

査したことから、調査区は繋がるかたちとなった。

元総社蒼海遺跡群 (99)で検出された建物跡の掘込地業は、布地業と総地業が確認され、位置的には総地業の

北に布地業が東西方向で検出されたが、 33トレンチにおいても総地業と布地業が検出され、布地業が総地業の西

側に位置していることや、両掘込地業の西端を確認することができた。その他に検出された遺構は、住居跡2軒、

中世の溝1条、ピット 1基、落ち込み 1ヶ所となっている。

34トレンチについては、住居跡7軒、中世の溝 1条、土坑1基、ピット 3基が検出されている。遺構確認当初

は建物跡の範囲外と考えられていたが、元総社蒼海遺跡群 (99)の調査区が拡張され、 34トレンチと連続した状

態で遺構確認を行った結果、 34トレンチまで建物跡の掘込地業が続いていた可能性が高くなった。
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2 各トレンチの検出遺構および状態

27卜レンチ

(1) 竪穴式住居

l号住居跡 (Fig.9、PL.1) 

位置 X234、Y225・226グリッド。 主軸方向 N-85"-E。 形状等方形。東西(2.00)m、南北(4.40)m。

壁高(25.5)cm。 面積 (7.2) m'。 床面総社砂層の地山床。 竃焼土や粘土等の具体的な遺構は未検出で

あるが、竃が想定される住居南東隅の位置が掘り窪めてあり、破砕した醸が集中していた。 重複関係 1号溝

跡と重複する。本住居跡の方が古い。 出土遺物 土師質土器(高台付椀、杯ほか破片)、須恵器(破片)、酸化

焔焼成須恵器(羽釜)、灰柚向器(皿・椀ほか破片)、緑柚陶器(輪花段皿破片)、瓦片が出土。 時期 10世紀後

半と推定される。

2号住居跡 (Fig.9， PL. 1 ) 

位置 X234.235、Y226グリッド。 主軸方向 不明。 罪到犬等 方形と推定されるが不明。規模についても形

状が把握できなかったため不明。 床面砂層への漸移層に堅融面の一部が検出された。 竃未検出である

が、構築材と考えられる牒と灰が検出された。 重複関係 3号住居溝跡と重複する。 3号住居よりも新しい。

また、住居の推定範囲から、 1号溝との重複も推定される。この場合、本遺構が古い。 出土遺物 土師質土器

(杯、土釜)破片が出土。 時期 11世紀代と推定される。

3号住居跡 (Fig.9， PL. 1 ) 

位置 X235、Y226グリッド。 主軸方向 N-84"-E。 形状等方形と推定される。東西(2.14)m、南北

(2.00)m。壁高(4.0)cm。 面積 (3.4) m'。 床面砂層への漸移層に造られた地山床で一部に堅微面。 竃

未検出。(調査区外に存在すると推定される。)重複関係 2号住居、 1号・ 2号溝跡と重複する。本遺構が一番

古い。 出土遺物 土師器片、土師質土器(土釜)破片、須恵器(薯)破片、瓦破片が出土。 時期 11世紀代

と推定される。

(2) 溝跡

l号溝跡 (Fig.9・10、PL.1) 

位置 X279.280、Y259グリッド。 主軸方向 N-86"-E。 形状等長さ (28.75)m、深さ103.5cm、最大上

幅(7.62)m、最大下幅(4.87)m。断面は逆台形で、底部の南寄りは浅い溝状に低くなっている。溝状部分を含め

た深さ129cm。覆土は薄い層状に硬く締まる部分あり。また、浅間C軽石を含む黒色土、浅間B軽石混入土、総社

砂層由来と考えられる砂層のブロックを含む土や、同じ所産推定されるシルト質土などが、溝を埋め戻すかのよ

うに西から東へと堆積していた。 重複関係 1号住居、 出土遺物 土師器(坪等)破片、須恵器(翠等)破片、

酸化焔焼成須恵器(羽釜・椀)破片、緑紬陶器破片、瓦破片、茶臼下臼破片が出土。 時期 中世と推定される。

2号溝跡 (Fig.10、PL.1) 

位置 X234・235、Y226グリッド。 主軸方向 X234・Y226グリッドでN-48"-Wから鈍角にN-89"-Wへ

曲がる。 形状等長さ (4.48)m、深さ (82.5)cm。 重複関係 3号住居と重複する。本遺構が新しい。 出土

遺物 土師器破片、須恵器破片、酸化焔焼成須恵器破片、灰柚陶器破片、かわらけ、内耳鍋破片、陶磁器破片、

鉄津が出土。内耳鍋破片、陶磁器破片、鉄津は覆土の比較的上位から出土した。 時期 中世と推定される。

3号溝跡 (Fig.9、PL.1) 

位置 X [237J・238、Y225グリッド。 主軸方向 N-50"-E。 形状等 プランを確認した程度の掘り下げで

終了したため詳細は不明であるが、確認した面での長き [2.77J m、最大上幅1.56m。北側は直線的であるが、南

側はややたわむ。 重複関係 1号溝跡と重複する。本遺構が新しい。 出土遺物 土師器片、須恵器片、かわ



らけ、内耳鍋破片が出土。 時期 中世と推定される。

(3) ピット

ピットが2基検出されたが、出土遺物がないため時期等詳細は不明である (Fig.10)。規模等については計測表

(Tab. 3) に記載した。

28卜レンチ

(1) 住居跡

l号住居跡 (Fig.11、PL.2) 

位置 X221・222、Y202グリッド。 主軸方向 N-63
0

-E。 形状等方形。東西4.35m、南北(3.08)m。壁

高(52.0)cm。 面積 (8.2)ぱ。 床面総社砂層の地山床。堅撤面は確認できなかった。 ピッ卜等柱穴と考

えられるピットが2基検出された。規模等については、計測表 (Tab.3)に記載した。 竃 東壁に構築されて

いる。主軸方向はN-63
0

-E、全長110cm、最大幅79cm、煙道部長さ32cm、煙道部幅33cm、炊き口部長さ43cm、炊

き口部幅29cmを測る。構築材を建てた痕跡と煙道部が確認できたが、粘土等の構築材はすでに無くなっていた。

重複関係 2・3号土坑、 1号建物跡と重複する。本住居跡が一番古い。 出土遺物 土師器(杯・長胴聾・甑)

破片、須恵器破片。 時期 6世紀後半と推定される。

2号住居跡 (Fig.11、PL.2) 

位置 X222・223、Y201・202グリッド。 主軸方向 N-2
0-W。 形状等方形。東西(2.00)m、南北(4.40)

m。壁高(25.5)cm。 面積 (10.3)m2o 床面 総社砂層への漸移層に造られた地山床。堅撤面が南壁中央付近

で確認された。 周溝 周溝状の遺構が西壁中央付近で検出された。長さ1.35m、最大幅24cm、最大深さ 7cm。

ピッ卜等 9基検出された。 Pj・P3はピットの中でも比較的大きく、特にP3は覆土が層状となっており、一部

の層に炭が多く見られたほか、覆土に 5cm前後の円牒が多く含まれていた。また、本遺構の中央部に浅く窪み被

熱により焼土化している遺構が検出された(P2)。焼土化している範囲は全長78cm、幅60cmを測り、不定形に近い

瓢形で、くびれている部分に浅いくぼみが取り付くような形状をしている。なお、各ピットの規模等については

計測表 (Tab.3)に記載した。 竃未検出。調査区外に存在した可能性もあるが、 10トレンチ(平成24年度調

査)の掘削時に本住居の一部と考えられる炭を多く含んだ範囲が検出されたが、その際に竃と考えられるような

遺構は検出できなかった。 重複関係 1号建物跡と重複する。本住居跡が新しい。 出土遺物 土師質土器

(杯・土釜?)破片、須恵器(鉢)、砥石、鉄津および銅津少量。なお、鍛造剥片等は確認できなかった。 その

他検出された遺構や遺物の状況から、鍛冶関連遺構と考えられる。 時期 11世紀前半と推定される。

3号住居跡 (Fig.12、PL.3) (平成24年度調査・ 10トレンチ 4号住居跡と同一住居)

位置 X222・223、Y204・205グリッド。 調査状況平面プランを確認し、東西軸の北側に設定したサブトレ

ンチのみ掘り下げた。 主軸方向 N-50
0-E。 形状等 方形。東西(2.00)m、南北(4.40)m。壁高(25.5)cm。

面積 (16.2)m2o 床面 サブトレンチ内で堅撤面(貼床)が検出された。 周溝 サブトレンチ内で周溝が検

出された。調査したのは西壁と東壁部分で、最大上幅35cm、最大下幅18cm、深さ11cm。 竃 東壁に構築されて

いる。なお、竃本体は10トレンチ4号住居跡として調査済み。 出土遺物 なし。 時期 6世紀後半と推定さ

れる。

(2) 建物跡

l号建物跡 (Fig.12・13・14、PL.2・3) 

位置 X219・220・221・222・223、Y201・202・203・(204) グリッド。 主軸方向 N-13
0

-W。 形状等本

建物跡は掘込地業を持つn 掘込地業は、断面が逆台形で、溝状に掘り込んで埋めて固めたもの(布地業)となっ

ており、それが長方形に廻る形状を呈している。掘込地業は東西12.9m、南北7.8m。掘込地業各辺の規模は、北
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辺の長さ [12.9]m、掘込地業の最大上幅1.32m、同最大下幅1.10m、地表面からの掘り込みの深さ90cm。東辺の

長さ7.8m、掘込地業の最大上幅l.OOm、同最大下幅0.84m、地表面からの掘り込みの深さ82cm。南辺の長さ [12.7]

m、掘込地業の最大上幅(1.20)m、同最大下幅(l.15)m、地表面からの掘り込みの深さ85cm。西辺の長さ [7.7]m、

掘込地業の最大上幅l.05m、同最大下幅0.90m、地表面からの掘り込みの深さ88cm。調査範囲で柱穴や、根石等

の礎石の据えた痕跡は確認できなかった。また、調査範囲内では雨落溝も検出できなかった。掘込地業の土層は、

最下層が総社砂層土を多量に含む褐色土であるが、その上位に黒色の土(浅間C軽石包含黒色土層由来か)の層と

なっている。その上位からは黒褐色土層と暗褐色土層(総社砂層由来と推定される砂質の褐色土が黒褐色土層より

も多い)の互層となっている。 重複関係 1・2号住居跡、 1・2・3号土坑と重複する。 1号住居は本遺構

よりも古い。 2号住居跡・ 3号土坑は本遺構よりも新しい。 1・2号土坑は本遺構の掘込地業と重複関係を持た

ないが、本建物の範囲内に位置している。検出状態から本遺構が古いと考えられる。 出土遺物 本遺構の性格

を推定できる遺物は出土していないが、掘込地業内からその直上層から 6世紀後半から 7世紀代にかけての土師

器破片や10世紀代と推定される土師質の土器片が出土している。 時期 重複関係から、 6世紀後半以後に建て

られており、 11世紀前半には廃絶していたことが考えられる。また、掘込地業内からその直上層から出土した遺

物には、 6世紀代から 7世紀代の遺物が多く含まれていることから、 8世紀から 9世紀にかけての年代を考えた

し〉。

(3) 土坑、ピット

土坑がY基、ピットが34基検出された (Fig.14・15、PL.2)。検出された土坑とピットのうち、掘り下げを行っ

たのは土坑3基とピット 4基のみである。ほとんどのものは、プラン確認を行った際に、総社砂層への漸移層に

円形もしくは楕円形の形状をした範囲で、浅間C軽石を比較的多く含む黒褐色土もしくは浅間B軽石を含んだ土

が分布する範囲を、その規模に応じて土坑もしくはピットと認定したものである。ここでは、平面形状と、遺構

確認面における覆土の状態について確認作業のみ行い、調査を終了した。よって、掘り下げて調査を実施してい

ないことから、場合によっては遺構ではないものも含まれる可能性も存在する。また、ピット聞の有機的な関連

も不明である。

これら土坑・ピットの規模等については計測表 (Tab.3)に記載した。ほとんどのピットが浅間C軽石を含む

黒褐色土で、中には浅間B軽石を多量に含んだピットも存在する。

29卜レンチ

(1) 溝跡

1号溝跡 (Fig.16、PL.4) 

位置 X202、Y207グリッド。 主軸方向 検出面積が狭いため詳細は不明だが、ほぽ東西方向 (N-90"-E) 

に走る。 形状等長さ (0.50)m、最大上幅(0.70)m。深さは地表面からl.lmの深さで掘り下げを中止した。法

面は垂直に近い状態で落ちており、法面付近に人頭大の川原石が多く見られた。とのような川原石が集中的に総

社砂層内に含まれることは稀であるので、この川原石は人為的に配置されたものと推測される。 重複関係 2 

号溝跡と重複する。本遺構が新しい。 出土遺物須恵器聾破片、石臼破片。 時期 中世と推定される。検出

された位置から、蒼海域本丸の南側の堀と推定される。

2号溝跡 (Fig.16、PL.4) 

位置 X202・203、Y206・207グリッド。 主軸方向 N-I0"-W。 形状等長さ (6.80)m、深さ0.85m 最

大上幅2.75m。断面は逆台形に近いが、溝の中央よりやや西寄りが浅いU字形にさらに深くなっているため、二

段のような形状となっている。逆台形部の下幅2.40m、同じく底部までの深さ0.57m、浅いU字形部は上幅l.54

m、底部までの深さ0.28m。逆台形部分は底面が平坦であるが、浅いU字形の部分は、溝の主軸方向と同軸方向
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に畝状に凹んでいる。 重複関係 1号溝跡・ l号土坑と重複する。 本遺構が一番古い。 出土遺物 覆土から

土師器(杯・聾など)破片、須恵器(坪・大聾・提瓶)破片。須恵器蓋の転用硯(破片)が山上。また、逆台形

部の底面付近から「大J?と墨書された須恵器坪が出土している。 時期 古代と推定されるが、掘削時期等詳細

は不明。出土遺物から10世紀前半頃までは溝として機能していたと考えられる。

(2) 29卜レンチ テストピット

趣旨 29 トレンチは大溝の交点の確認脅同的として設定してい~。調査|天内l"N-100-Wの走行をもっ古代の大

溝は確認できたが、 N-750-Eの走行をもっ古代の大溝が検出できなかったことから、その検出を目的として、

29トレンチの西側で大溝の存在が推定される 3地点にテストピットを設定し、大溝の有無を確認する調査を実施

した。なお、トレンチの西側は庭木が多く、テストピット自体も小規模にせざるを得ない状態であった。なお、

テストピットの掘り下げは、総社砂層への到達で終了としている。 調査結果 土層の堆積状況は各テストピッ

トともほぼ同様で、表土の下位に砂質の黒褐色土の堆積が認められた場合も存在するが、基本的には総社砂層の

地山に達していた。その深さも同様で約0.5mとなっており、 29トレンチよりもやや表土の堆積が厚い。また、各

テストピットで総社砂層に達した高さと、 29トレンチのW-2号潜跡外の総社砂層面の高さが近似している。こ

れらのことから、各テストピットを設けた地点を大溝は通過していない可能性が高い。

l号テストピット (Fig.16)

位置 X20l・ Y206-C、X201・Y207-Dに跨る。 形状等南北方向に長い長方形で、規模は東西0.4m、南

北1.lm 深さ0.53m。 遺構等 明確には検出されていないが、テストピット北西隅および南東隅がやや窪んで

いた。 出土遺物なし。

2号テス卜ピット (Fig.16)

位置 X200. Y207-D。 形状等南北方向に長い長方形で、規模は東西0.35m、南北0.65m 深さ0.510 遺

構等なし。 出土遺物なし。

3号テストピッ卜 (Fig.16)

位置 X200・Y207-C。 形状等南北に長い長方形で、規模は東西0.20m、南北0.35m 深さ0.55m。 遺

構等伝し。 出土遺物必し。

(3) 土坑、ピッ卜

土坑が1基検出された (Fig.16)。規模等については計測表 (Tab.3)に記載した。

30卜レンチ

(1) 竪穴式住居

l号住居跡 (Fig.17、PL.5) 

位置 X297、Y303グリッド。 主軸方向・形状等竃およびその付近のみの検出のため不明。 床面地山の

砂層への漸移層に造られた地山床。 竃 南東隅に構築されていたと推定される。主軸方向はN-10T-E、全長

60cm、最大幅60cmを測る。袖の構築材に瓦、川原石を使用していたoまた、竃の前面の床に灰の分布が認められ

た。 重複関係 l号建物跡、 1号落ち込みと重複する。 1号建物跡よりも本住居跡の方が新しく、 1号落ち込み

よりも本遺構が古い。 出土遺物 酸化焔焼成須恵器(椀・羽釜?)破片、須恵器(璽)破片が出土。 時期 出

土遺物から10世紀前半と推定される。

2号住居跡 (Fig.17、PL.5) 

位置 X299・300、Y303グリッド。 主軸方向 N-900-E。 形状等方形。東西3.82m、南北(2.00)m。壁

高5cmo 面積 (7.8)m'o 床面桝山の漸移層に造られた地山床。 竃検州できなかった。東壁に構築され

ていると推定されるが不明。 出土遺物 土師器(杯・聾)破片、須恵器破片、菰編石が出土。 時期 出土遺
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物が少なく、判断が難しいが、 7世紀代か。

3号住居跡 (Fig.17、PL.5) 

V 遺構と遺物

位置 X297・298、Y303・304グリッド。 主軸方向 N-7T-E。 形状等北壁が検出されたのみで、ほと

んどが2号溝跡と撹乱によって壊されているが、方形と推定される。東西(3.00)m、南北(0.90)m。壁高8cm。 床

面地山の砂層に造られた地山床。 周溝北壁の一部で認められた。最大幅20cm、最大深さ3.5cm。 竃検出

できなかった。 重複関係 1号建物跡、 2号溝と重複する。 本遺構が一番古い。 出土遺物土師器 (S字口

縁台付聾・長胴聾等)破片、須恵器(蓋・杯等)破片、酸化焔焼成須恵器(羽釜)破片が出土。 時期 出土遺

物が少なく、なおかつ多時期に亘っているため不明。 一部のみ検出された住居の状況から古墳時代(6世紀)を

考えたい。

4号住居跡 (Fig.17、PL.5) 

位置 X299、Y304グリッド。 主軸方向 N-80'-E。 形状等方形と推定される。東西(1.32)m、南北

(3.74)m。壁高 3cm。 面積 (l. 7)ぱ。 床面 地山の砂層に造られた地山床。 竃検出されていない。 重

複関係 5号住居跡、 2号溝、 7号土坑と重複する。 5号住居跡よりも本遺構が新しく、 7号土坑、 2号溝より

も本遺構が古い。 出土遺物 土師器坪(石田川式・聾)破片、須恵器(蓋・坪・羽釜・聾・瓶)破片、土師質

土器(杯)破片、灰柚陶器破片が出土。 時期 出土遺物から10世紀前半と推定される。

5号住居跡 (Fig.17、PL.5) 

位置 X299・300、Y304グリッド。 主軸方向 N-82'-E 。 形状等方形。東西(2.94)m、南北(2.50)m。

壁高12.5cm。 面積 (6.0)m'o 床面地山の砂層に造られた地山床。 竃検出されていない。 重複関係

4号住居跡、 2号溝、 4・5・6・7号土坑と重複する。 4号土坑よりも本遺構が新しい。他の遺構については、

本遺構のほうが古い。 出土遺物 土師器(坪・聾)破片、土師質土器(杯)、瓦破片が出土。 時期 出土遺物

から10世紀代と推定される。

(2) 建物跡

1号建物跡 (Fig.17・18、PL.5) 

位置 X297・298、Y303・304グリッド。 主軸方向 ほぽN-90'-E。 形状等本建物跡の柱穴と推定され

るピットが東西方向に 3基並んで検出された。その軸に対して垂直方向の柱穴は、明瞭なものが確認できていな

い。ただし、柱穴の疑いのある窪みがれの南で検出されている。現在確実に確認できている状態で東西2聞のみ。

柱穴 Pj 東西最大95cm、南北最大117cmで、隅丸の方形。遺構確認面から底面までの深さ22cm。覆土は層状で締ま

りが強く、掘込地業に近い状態を呈していた。最下層は砂層土主体で、その上位が黒色土層、さらにその上位が

砂層プロックを多く含む黒褐色土層となっている。柱痕は確認できなかった。また、 1号住居跡と重複関係にあ

り、本ピットが古い。 P2 東西最大95cm、南北最大94cmで隅丸の正方形に近い。ただし、一部損乱により破壊

されている。遺構確認面から底面までの深さ13.5cm。覆土は撹乱の影響もあり検出状態も良好ではないため、 Pj

程明瞭ではないが、層状で締まりが強く掘込地業に近い状態を呈していた。覆土は東端で砂層土を多く含む層が

確認できたが、基本的には砂層ブやロックを含む黒褐色土層。柱痕は確認できなかった。 P3 3号ピット、 2号

溝跡及び撹乱によりかなり破壊されているため全体の規模は把握できないが、残存値で東西最大78cm、南北最大

60cm、遺構確認、面から底面までの深さ12.5cm。覆土は層状で締まりが強く掘込地業に近い。最下層は砂層土フゃロッ

クを多く含み、その上層は砂層土ブロックの少ない黒褐色土層となっている。柱痕は確認できなかった。 Pj・P2

の中心間で170cm、P2・P3の中心問で200cm。 重複関係 1号住居跡、 2号溝跡と重複する。 P1の状況から 1

号住居より本遺構が古い。 P3の状況から 2号溝跡より本遺構が古い。なお、 3号住居跡については、ピットとの

具体的な重複関係はないが、今回確認されたピット列が北側の柱列とするならば、重複関係を持つ。 出土遺物

P1覆土から古墳時代の土師器小片が数点出土している。 時期 8世紀から 9世紀に存続していたと考えられ
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るが、重複関係から10世紀前半には廃絶していたと推定される。

(3) 溝跡

1号溝跡 (Fig.19、PL.5) 

位置 X296、Y303・304グリッド。 主軸方向南北方向(0 ')。 形状等長さ (8.00)m、深さ0.77m 最大

上幅2.00m、最大下幅0.52m。断面は逆台形。 重複関係 2号落ち込みと重複する。本選梢が古い。 出土遺

物 ー卜師器(石田川式・杯・事)破片、螺旋状暗紋を有する杯、須恵器(坪・蓋)破片、灰柚陶器破片、緑柚陶

器破片、瓦破片。 時期 出土遺物から時期の判断は難しい。覆土の状況から、浅間B軽石降下以前にはかなり

埋没していたことが推定され、時期の下限としては10世紀代には廃絶していたと考えたい。上限については、時

期を特定できる根拠がないため不明。

2号溝跡 (Fig.19)

位置 X298・299、Y303・304グリッド。 主軸方向 N-6'-W。 形状等遺構はプラン確認の後、一部の

み掘り下げを行った。長さ (8.30)m、最大上幅3.8m。断面は不明。 重複関係 3・4号住居跡、 1号建物跡、

7号土坑と重複する。本遺構が一番新しい。 出土遺物 土師器(聾)破片、須恵器(葦・折、・椀)破片、黒色

土器(椀)破片、軟質土器(すり鉢)、瓦破片。 時期 中世。

3号溝跡 (Fig.19、PL.5) 

位置 X299、Y303グリッド。 主軸方向 N-7"-W。 形状等遺構はプラン確認の後、一部のみ掘り下げ

を行った。長さ3.59m、深さ0.12m 最大上幅0.70m、最大下幅0.47m。断面は逆台形。 出土遺物 土師器(聾?)

破片、須恵器破片。遺物は小片で少ない。 時期 古代と推定されるが詳細は不明。

(4) 土坑、ピッ卜、落ち込み

土坑が7基、ピットが4基、落ち込みが3ヶ所検出された(Fig.20、PL.5)。各遺構の規模等については計測表

(Tab. 3)に記載した。

(5) その他

X300、Y304において、トレンチ状の長方形の掘り込みが検出された。掘り下げたところ、覆土は擾乱状であ

り、底部は砂で埋められていたことから、元総社小校庭遺跡を昭和37年に調査した際のトレンチと考えられる。

31 a卜レンチ

(1) 溝跡

l号溝跡 (Fig.20、PL.6) 

位置 X261~263、 Y313 ・ 314グリッド。 主軸方向 N-90'-E。 形状等長さ (8.66)m、深さ0.45m 最

大上幅1.22m、最大下幅0.62m。断面は逆台形で、西に向かい緩やかに深くなる。 P-1・2は、溝中央部に同

じ深さで掘られていることから、この溝に関係する橋梁的な遺構の可能性がある。なお、 3号溝跡は、本潜と垂

直に交わる可能性がある。 重複関係 3・5号土坑と重複する。本遺構が新しい。 出土遺物 円筒埴輪破片、

土師器(坪・聾)破片、須恵器(蓋・坪・聾)破片、陶器破片、鉄淳。なお、検出した調査範囲の西端付近では

川原石がまとまった状態で出土した。 時期 覆土から中世と推定される。

2号溝跡 (Fig.21、PL.6) 

位置 X261~263、 Y312 ・ 313グリッド。 主軸方向 N-90'-E。 形状等長さ (6.20)m、深さ0.32m 最

大上幅3.56m、最大下幅2.42m。断面は逆台形。南側法面は階段状に二段となっている。なお、調査区内で溝の

終点が検出された。溝の終点は緩やかな階段状を呈していた。 重複関係 7号土坑と重複すると考えられるが、

本遺構と 7号十.坑よりも新しい掘り込みがあるため、新旧関係は判然としない。 11号から17号までのピットと重

複する。本遺構が古い。 出土遺物 土師器(杯・聾)破片、須恵器(蓋・坪・盤?・瓶?)破片、灰柚陶器破
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V 遺構と遺物

片、瓦破片、羽口破片、鉄棒。 時期 覆土、出土品等から古代と推定されるが、詳細な時期の判断は難しい。

出土遺物から下限は10世紀代と考えたいが、上限については不明。

3号溝跡 (Fig.21、PL.5) 

位置 X261、Y311・312グリッド。 主軸方向南北方向(0
0

)。 形状等長さ (3.50)m、深さ0.55m 最大

上幅1.02m、最大下幅0.49m。断面は逆台形。なお、 1号溝跡は、本溝と垂直に交わる可能性がある。 重複関

係 7号土坑と重複する。本遺構が新しい。 出土遺物 土師器(聾)破片、須恵器(盤・聾・円面硯)破片、

酸化焔焼成須恵器(椀)破片、陶器(鉢)破片。 時期 覆土から中世と推定される。

(2) 土坑・ピッ卜

土坑が9基、ピットが19基、井戸が1基検出された (Fig.21・22、PL.6・7)。土坑については、時期や検出状

態から古代の粘土採掘坑と推定されるものも存在する。各遺構の規模等については計測表 (Tab.3)に記載した。

検出されたピットは方形が多いことから、中世以後のものが多いと考えられる。

31 b卜レンチ

(1) 道路状遺構

A-1号道路状遺構 (Fig.15、PL.6) 

位置 X264.265、Y313グリッド 主軸方向 N-5
0-W 形状等長さ (2.35)m、最大幅1.68m。遺構中央部

は水道管の敷設のために撹乱を受けていたが、遺構の検出状態から、中央部に向かつて浅い溝状に緩やかに掘り

込まれた構造となっていた。確認できた最深部は地表面から35cm。 重複関係 10・11・12号土坑と重複する。

本遺構が一番新しい。 出土遺物 なし。 時期 土層の状況や地権者の助言等から近世以後と推定される。(地

権者の話によると、昔、住宅の敷地内から南へ出入りできる道を作ったとの事である。)

(2) 土坑・ピット

土坑3基、ピット 2基が検出された (Fig.22、PL.6)。各遺構の規模等については計測表 (Tab.3)に記載し

γ， 
ハ」。

31 c卜レンチ

(1) 土坑・ピット

土坑が2基、ピットが2基検出された(Fig.23、PL.6)。本トレンチで検出された土坑も、 31aトレンチで検出

された土坑と形状や覆土の状況が似ていることから粘土採掘坑の可能性がある。各遺構の規模等については計測

表 (Tab.3)に記載した。

32トレンチ
(1) ピッ卜

ピット 9基が検出された (Fig.23、PL.7)。各遺構の規模等については計測表 (Tab.3)に記載した。本トレ

ンチのピッ卜についても、隣接する31a・31b・31cトレンチ同様に中世以後のものが多いと考えられる。

33・34トレンチ
(1) 竪穴式住居

33卜レンチ l号住居跡(蒼海遺跡群 (99)からの通し番号:37号住居跡) (Fig.24、PL.7) 

位置 X238、Y206・207グリッド。 主軸方向 N-70
0-E 。 形状等方形。東西(1.80)m、南北(3.35)m。

壁高19.5cm。 床面総社砂層への漸移層に造られた地山床と考えられる。堅撤面は検出されなかった。 竃
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未検出のため不明。東壁にあったと推定される。 重複関係 1号建物跡・ 1号落ち込みと重複する。 1号建物

跡よりも本遺構が新しく、 l号落ち込みよりも本遺構が古い。 出土遺物 土師器(坪・聾)破片、須恵器(杯・

聾)破片、酸化焔焼成須恵器(高台付椀)破片、上師質土器(杯)破片、瓦が出土。 時期 10世紀代と推定さ

れる。

33卜レンチ 2号住居跡(蒼海遺跡群 (99)からの通し番号:38号住居跡) (Fig.24) 

位置 X237、Y206グリッド。 主軸方向 N-66'-E。 形状等 方形k推定される。 1号建物跡の掘込地業

を精査している際に検出された。住居のプランを概ね検出の後、一部を掘り下げて調査を終了した。東西(1.05) 

m、南北(2.30)m。壁高(6 ) cmo 床面 総社砂層の漸移層に造られた地山床。堅轍面は検出されなかった。 竃

未検出のため不明。東壁にあったと推定される。 重複関係 1号建物跡・ 1号溝跡と重複する。 1号建物跡よ

りも本遺構が新しく、 1号構跡よりも本遺構が古い。 出土遺物 なし。 時期 判断が難しいが、遺構の重複

関係から10世紀頃と推定される

34トレンチ l号住居跡(蒼海遺跡群 (99)からの通し番号:39号住居跡) (Fig.27、PL.7) 

位置 X239・240・241、Y208グリッド。 主軸方向 N-62ロ E 。 形状等方形と推定される。 東西(2.41)

m、南北(2.04)m。壁高20cm。 床面 主に総社砂層に造られた地山床であるが、竃の前面付近は貼床で堅撤面

が検出された。 ピット等柱穴と推定されるピットがl基検出されたu計測値は Tab.3のとおり υ 周溝東

壁の一部で周溝状の遺構が検出きれた。 竃検問て滑なかったが、灰および焼十の分布状態から東壁に存夜し

ていたと推定される。 重複関係 2・5・7号住居跡、 1号溝跡と重複する。 7号住居跡とでは、本遺構が新

しいが、ほかの遺構とでは、本遺構が古い。 出土遺物 土師器(坪・璽)破片、須恵器(聾)破片。 時期 遺

物や住居の構造から 6世紀後半と推定される。

34卜レンチ 2号住居跡(蒼海遺跡群 (99)からの通し番号:40号住居跡) (Fig.26、PL.7) 

位置 X240、Y208グリッド。 主軸方向不明。 形状等 1号住居の覆土上位に硬い面が検出されたので、

住居の床面と認定して調査を実施した。その後、北側に隣接する元総社蒼海遺跡群 (99)の調査区拡張時に遺構

確認を行ったところ、明瞭な住居跡のプランが確認できなかったほか、この付近まで1号建物の掘込地業が続く

可能性が高くなったため、 2号住居跡の床面とした硬化面は、 1号建物跡の掘込地業の面である可能性がある。

34卜レンチ 3号住居跡(蒼海遺跡群 (99)からの通し番号:28号住居跡) (Fig.26、PL.7) 

位置 X238・239、Y208グリッド。 主軸方向 N-90'-Eと推定される。 形状等 方形と推定される。東西

(2.35) m、南北(0.90)m。 床面総社砂層の漸移層に造られた貼床。堅轍面が検出された。 竃未検出。 重

複関係 4・5・6号住居跡と重複する。 6号住居と本遺構では、本遺構が新しい。 4・5号住居跡と本遺構で

は、本遺構が一番新しい。 出土遺物 須恵器(聾)破片、酸化焔焼成須恵器(坪・椀・羽釜7)破片、土師質

土器(杯・高台付皿)破片、黒色土器(椀)破片が出土。 時期 出土遺物から10世紀後半と推定される。 そ

の他 本遺構の東壁は起伏が弱く隣接する 4号住居と床面の高さがほぼ同一であることや、規模的にも 1軒の住

居とするには小規模なことから、 4号住居と同ーの住居である可能性が高い。

34トレンチ 4号住居跡(蒼海遺跡群 (99)からの通し番号:29号住居跡) (Fig.26、PL.7) 

位置 X239、Y208グリッド。 主軸方向 N-90
0

-Eと推定される。 形状等 方形と推定される。東西

(1.61) m、南北(0.90)m。 床面 総社砂層の漸移層および7号住居覆土上に造られた貼床。堅撤面が検出され

た。 竃竃本体は検出できなかったが、灰の分布が認められた。 重複関係 3・5・7号住居跡と重複する。

7号住居と本遺構では、 本遺構が新しい。 3• 5号住居跡と本遺構では、 5号住居跡、本遺構、 3号住居跡の順

で古い。 出土遺物 酸化焔焼成須恵器(坪・椀・羽釜)破片、土師質土器(坪・高杯)破片、瓦が出土。 時

期 出土遺物から10世紀後半と推定される。 その他 3号住居の検出状態から別の住居として認定していた

が、床面の高さがほぼ同一で、あり、規模的にも 1軒の住居とするには小規模であることから、 3号住居と同ーの
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V 遺構と遺物

住居である可能性が高い。

34卜レンチ 5号住居跡(蒼海遺跡群 (99)からの通し番号:41号住居跡) (Fig.26、PL.7) 

位置 X239、Y208グリッド 主軸・形状等不明。 4号住居カマドの東に堅徹面と遺物が検出されたため、住

居跡と認定した。 床面 7号住居の覆土に造られた貼床。堅融面が検出された。 重複関係 1・4・7号住

居跡と重複する。 1・7号住居とでは本遺構が新しい。 4号住居跡とでは本遺構が古い。 出土遺物 土師器破

片、須恵器(薯)破片、酸化焔焼成須恵器(杯・羽釜)破片が出土。 時期 10世紀前半と推定される。

34卜レンチ 6号住居跡(蒼海遺跡群 (99)からの通し番号:42号住居跡) (Fig.27、PL.7) 

位置 X238、Y208グリッド 主軸方向 N-90
0

-E  形状等方形と推定される。東西(0.60)m、南北(0.90)

mo壁高42cm。調査区西端付近で、方形と推定される掘り込みの一部が検出されたが、底面の状況から住居と判

断した。 床面総社砂層に構築された貼床と推定されるが、堅敏面は確認できなかった。 竃未検出。 重

複関係 33トレンチで検出された 1号溝と調査区外で重複することが推定される。調査区外であるため重複関係

は未確認。 出土遺物 なし。 時期 本遺構を住居とした場合、その構造から 6世紀代の住居跡と推定される。

ただし、遺物の出土がないことから、詳細は不明。

34トレンチ 7号住居跡(蒼海遺跡群 (99)からの通し番号:43号住居跡) (Fig.27、PL.7) 

位置 X239、Y208グリッド 主軸方向 N-74
0

-E  形状等方形。東西(2.09)m、南北(1.20)m。壁高18cm。

床面 総社砂層に構築された地山床。 重複関係 1・4・5号住居跡と重複する。本住居が一番古い。 出土

遺物土師器(饗)破片。 時期 6世紀代と推定される。

(2) 建物跡

1号建物跡 (Fig.25、PL.7・8) 

位置 X237・238、Y206・207グリッド。 概要 2種類の掘込地業が検出された。検出された掘込地業は、検

出状態や隣接して同時に調査した元総社蒼海遺跡群 (99)の調査結果から、布地業と総地業と考えられる。 重

複関係 33トレンチでは 1・2号住居跡、 1号溝跡、 1号落ち込みと重複する。 34トレンチでは 1・2・3・4・

5・7号住居跡、 1号土坑と重複する。 6号住居跡、 1号溝跡については、明瞭な重複関係は認められなかった。

本遺構よりも古い遺構は34トレンチ 1・7号住居のみで、それ以外の遺構は、本遺構よりも新しい。 出土遺物

掘込地業上面からは、土師器破片、須恵器(坪・聾・羽釜?)破片、酸化焔焼成須恵器(杯・椀)破片、土師質

土器(坪・高坪)破片、黒色土器(椀)破片、緑粕陶器破片、瓦破片が出土している。掘込地業内からは古墳時

代と考えられる土師器の小片が数点出土したのみである。 時期 時期を特定できる根拠に乏しいが、 6世紀代

の住居跡の上位に版築層が確認されていることから、古墳時代以後に造られていると考えられ、廃絶の時期につ

いては掘込地業を掘り込んで、造られている遺構や、上面で出土している遺物から、 10世紀後半には建物は存在し

ていなかったと考えられる。 8世紀から 9世紀にかけて存在したと考えるのが妥当か。

【布地業】

主軸 N-llO-W。 形状等遺構確認面付近において検出できた範囲で、長さ5.4m、幅最大1.8で、掘込地業

の断面は逆台形を呈する。版築層の状態から、総社砂層を掘り下げた後に整地を行い、底面を平坦に仕上げた上

で版築を行ったと考えられる。

【総地業】

主軸 N-9
0-E。 形状等布地業から約 1m東で掘込地業の辺が検出された。掘込地業は布地業と同様に総

社砂層を掘り下げた後に整地を行い、版築を行ったと考えられるが、布地業程整地面は平坦ではない。また整地

作業は総地業面の端ではあまり行われず、縁に近い部分は砂層直上まで掘り込んだ面から版築を行っている。

【掘込地業の範囲】

概要・調査経過等 33トレンチにおいて、掘込地業の西端が検出できたため、南端を確認するために34トレンチ
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の調査を実施した。掘削時に浅間B軽石を混入する層(基本層序のIII層)の下層に灰や炭化物を多く含む層があ

り、その下層が締まっていた。またその締まった層には、土器の小片を多く含む砂離を多く含む溝状の遺構が形

成されていた。 1号建物跡の掘込地業は、蒼海遺跡群 (99)においても、浅間B軽石混入土層の下層の炭化物を

多く含む層の下層にあり、土器片を含む砂離を覆土とした溝状の遺構(小河JI[)が上面に存在することから、こ

の締まった層が、掘込地業である可能性が考えられた。しかし、土層が版築状ではないとの観察所見から、その

下位の 1号住居跡の覆土上位とし、締まった層は住居(2号住居)の床面と判断された。その後、元総社蒼海遺

跡群 (99)の調査区を南側に拡張して34トレンチと連続させたところ、炭化物を多く含む層の下層の締まった土

の層が面的に検出され、 2号住居跡に関連する明瞭な遺構が確認できなかった。また、改めて土層を観察した結

果、版築状であったことから掘込地業であると判断された。なお、 34トレンチの南壁においても同レベル付近で

締まった層が確認されていることから、 34トレンチ以南にも掘込地業が広がっていた可能性がある。

(3) 溝跡

33卜レンチ l号溝跡 (Fig.24)

位置 X237・238、Y206・207グリッド 主軸方向 N-36"-W。 形状等 プラン確認については、溝の東側

のは、溝のプランとしては、大きく捷むように膨らんでいる。また、掘り下げについては、地表面から約1.5mの

深芦ま?掘り下げか。検問戸れた範聞では、長~(S.lO)m 。 重複関係 2号件屑跡、 1号建物跡と重視する何

本溝跡が一番新しい。 出土遺物 土師器(杯・聾)破片、須恵岩(聾)破片、酸化焔焼成須恵器(杯)破片、

土師質土器(坪)破片、軟質土器(内耳鍋)破片、石製品(五輪塔の地輪7)破片が出土。 時期 出土遺物か

ら中世と推定される。

34卜レンチ 1号溝跡 (Fig.26・27)

位置等遺構確認、面では遺構の形状が確認できないが、土層上はトレンチの北面、南面で法面が確認できる。 33

トレンチ 1号溝と同ーの溝。

34卜レンチ 2号溝跡 (Fig.26・27)

位置 X241、Y208グリッド 主軸方向 N-IT-W。 形状等 34トレンチの東端で一部が検出されたのみ。

長さ(l.05)m。 重複関係 l号住居跡と重複する。本構跡の方が新しい。 出土遺物 土師器破片、須恵器破

片、すり鉢の破片が出土。 時期 中世と推定3れる。

(4) 土坑、ピッ卜、落ち込み

33トレンチでピット 1基、落ち込み1墓、 34トレンチで土坑1基、ピット 3基が検出された。今回の報告中で

は具体的な記載は割愛しているが、33トレンチでは 1号建物の布地業と重複して土坑やピットが確認されている。

これらはなお、各遺構の規模等については計測表 (Tab.3)に記載した。

なお、 33トレンチで確認された 1号落ち込みについて多少述べたいが、 1号落ち込みは形状が不定形に近いが

南北方向の長い溝状を呈しており、 1号住居跡や 1号建物跡よりも新しい。覆土からは主なもので、土師器破片、

須恵器(窒)破片、酸化焔焼成須恵器(坪・鉢)破片、土師質土器(坪・高杯)破片、黒色土器(椀)破片、灰

柚陶器、布目瓦破片、白磁破片、石製品(碁石7)などが出土している。
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27トレンチ 1号住居跡層序説明
I 現表土

1 にぶい賛褐 シノレト質土主体。
2 暗褐 シルト質土を多く合

む。

As-C極小。3 黒褐
4 黒褐
5 暗褐
6 黒褐

As-C小量。
細かい砂層土少量。
砂質プロック極少量。
締まり強い。
砂層土少量。締まりや
ゃあり。

7 黒褐

L= 117.0m 
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Fig.9 27トレンチ各遺構(1)
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27トレンチ(北壁) 1号溝跡層序説明

表土
砂層ブロック(4)10mm)多量。砂採含む。
砂層プロック(4)10皿)多量。砂礁含む。別の
溝の覆土か。

砂層プロック(4)10mm)小量。砂際含む。
砂層ブロック(4)10~20mm) 多量。砂際含む。
土坑覆土。

砂層ブロック(4)10rnrn)極小量。砂際含む。
砂層ブロック(4)10mm)極小量。砂際含む。
砂質。砂磯含む。

シルト質土ブロック(4)20~50阻)多量。砂様
含む。

砂質。シルト質土ブロック(4)20~50mm) 極少
量。砂隊合む。

As-B・シル卜質土(4)10四)多量。砂際含む。
シルト質土プロック(4)10皿)多量。砂際含む。
シノレト質土ブロック(4)20~50mm) 多量。
砂質。シJレト質土ブロック(4)10~20mm) 少量。
砂際合むの
As-B多量、 As-C少量。 As-C混入黒色土に
近いが砂質。

砂層土多量。砂層士プロック(4)10mm)極少量。
砂礁含む。

砂層プロック(4)10~20mm) 多量。砂隊合む。
砂層土・砂層土プロック (φ50mm)少量。砂際

含む。

砂層土・黒色土少量。砂際含む。
砂層土ブロック(4)1O~40皿)多量。 As-C 少

黒褐

黒褐

3 灰黄褐
4 褐

5 黒褐
6 にぶい黄褐
7 にぶい黄褐

8 灰黄褐

9 黄褐

10 黒褐
11 灰黄褐
12 灰黄褐
13 にぶい黄褐

14 黒褐

15 灰黄褐

16 黒褐

17 黄褐

18 褐

19 暗褐

20 黄褐

21 黒褐

22 暗褐
~:J 1火黄褐
24 黒褐
25 にぶい黄褐
26 にぶい黄褐

27 にぶい黄褐
28 黒褐

29 黒褐

量。

砂層士主体。黒色土極少量。

As-C多量。砂層ブロック(4)10mm)少量。
As-C多量u 砂層フV ック(4)1O~50mm)多量o
砂質。妙傑多量。

As-C少量。砂層プロック(4)10mm)少量。
シルト質土。(西壁層序No.1) 

砂層土、砂層土ブロック(4)10mm)多量。締ま
り強い。(西壁層序No.6) 
砂層土。砂際含む。

As-B多量。 As-C極少量。(西壁層序Nu8) 
As-B多量。締まり強い。

27トレンチ 2号溝跡層序説明
I 表土
1 黒 灰・炭多量。

2 暗褐 シルト質土多量。

3 暗褐 砂層ブロック(4>lQmm)概少
恒司」

三塁。

4 灰黄褐砂層プロック(4)1O~50凹)多
量。

5 黒褐 砂層ブロック(4) 10~50o凹)少
量。

6 黒褐 砂層土少量。

⑧ p-， 企。ι

L~116.0m 

A A' 

務協
27トレンチ l号ピット層序説明
1 黒 As C多量。

'<1:1 

E
ロ
ド

~ <( I 

。

L= 117.0m 

B B' 

。 ， : 60 2m 

27トレンチ(西壁) 1号潜跡層序説明

I 表土
1 にぶい黄褐 シルト質士。(北壁層序No.25)
2 暗褐 シルト質土多量。

3 黄褐 砂層土、砂層土プロック(4)5 ~10皿)多量。締まり強

4 黒褐

5 黒褐
6 にぶ、い黄褐

し〉。

砂層土ブロック(4)10凹)少量。締まり強い。
砂層土ブロック(4)20~ 30mm)少量。締まり強い。
砂層土、砂層土プロック(4)10醐)多量。締まり強い。

(北壁層序No.26)
砂層土多量。締まり強い。

下部にシルト質土ブロック(4)10mm)多量。 As-B多量。
As-C極少量。(北壁層序No.28)
砂層土多量u
砂層土少量。

砂層土極少量。

7 灰黄褐
8 黒褐

褐黄ぷ
褐
褐

に
黒
黒

、，nu--

'
l
t
t
E
i

唱
E
A

27トレンチ 3号溝跡層序説明
I 表土

1 暗褐砂層ブロック(4)10~20岨)多量。砂傑含む。
2 暗褐砂層プロック(4)10~羽田)極少量。砂様含む。
3 黒褐砂層ブロック(4)10~20皿)極少量。
4 暗褐砂層ブロック(4)1O~20mm) 少量。
5 暗褐砂層ブロック(4)10~20剛)多量。

W-2 
⑧ 

《

1 : 60 

/---， p 

H-3 

、、

1 : 60 2m 。
④ P-2 

AOA 
L=1l5.9m 

A' A 

2m 

27トレンチ 2号ピット層序説明

1 黒 As-J5少量、 As-C極少量、砂層土多量。

Fig.lO 27トレンチ各遺構(2)
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遺構と遺物V 

⑧ 

H-' 。
."'. 

⑧ 2m 

28トレンチ I号住居跡カマド層序説明
1 黒褐 As-C多量。砂層プ。ロック (ct10mm)少量。
2 暗褐焼土多量。
3 黒褐 As-C極少量。
4 黒褐焼土少量。
5 暗褐 As-C極少量。
6 褐 焼土若干。粘性やゃあり。

c' L=117.2m C 

28卜レンチ

28トレンチ 1号住居跡層序説明
1 黒褐 As-C・砂層フ。ロック (ct10mm) 

極少量。
As-C極少量。
As-C多量。
As-C多量。 Nu3より黒い。
As-C少量。
As-C多量。砂層プロック
(cþ10~20凹1)少量。
As-C少量。粘性やゃあり。
砂層土プロック (ct10~20mm) 
少量。
As-C多量。黒色土少量。
As-C少量。
砂層土多量。
砂層土少量。
砂層土・砂層土ブロック
(ct 10~20rnm) 少量。

砂層土ブロック (cþ10~20mm)
少量。締まりはないが、貼床
台、。

暗褐
黒褐
黒褐
黒褐
黒褐

暗褐
暗褐

黒褐
黒褐
暗褐
暗褐
暗褐
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H-'力マド

黒褐14 

L=117.0m 
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28トレンチ H-2号住居跡P3層序説明
1 黒 炭化物少量。
2 暗褐砂層土を多く含む。
3 黒 炭化物多量。
4 黒褐砂層土を極少量。

¥:1>.、

2m 

29 

1 : 60 

28トレンチ各遺構(1)

。28トレンチ 2号住居跡層序説明
1 黒褐 As-B少量。 As-C・炭化物多量。砂層土極少量。

Fig.ll 
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28トレンチ 3号住居跡層序説明
1 黒褐 As-C多量。
2 黒褐 As-C多量。砂層ブロック (φ10凹)極少量。
3 黒褐 As-C少量。
4 黒褐 As-C少量。
5 暗褐 As-C少量。砂層土極少量。
6 暗褐 As-C少量。砂層土少量。
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Fig.l2 28トレンチ各遺構(2)
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8-1西辺 8-1北辺その 1

L=117.4m L= 117.4m 

V 遺構と遺物

B・1東辺 日句1南辺

L=117.4m L=lJ7.4m 

28トレンチ 1号建物跡掘込地業居序説明
西辺

l 黒褐
2 黒褐
3 暗褐
4 黒褐
5 暗褐
6 黒褐
7 褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

黒

黒

暗

黒

暗

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

暗

黒

褐

辺南

I
m
1
2
3
4
5
6
7
8
9
日
日
ロ
ロ
M
m
M

表土(盛土)
As-C少量。砂層土極少量。締まりややあり。
As-C少量。締まりやゃあり。
As-C若干。砂層土少量。締まり強い。
砂層土ブロック (rt5mm)極少量。締まり強い。
砂層土多量。締まり強い。
砂層土極少量。締まり強い。
砂層土多量。締まり強い。

表土
As-C少量。
As-B多量。ピットの覆土
As-B多量。ピットの覆土
As-B多量。砂層土プロック少量。ピットの覆土
As-B少量。ピットの覆土
砂層土多量。ピットの覆土
As-B多量。 As-C少量。ピットの覆土
As-B多量。炭化物少量。
As-C ・砂層土・砂層土ブロック多量。締ま り強
し泊。

As-C ・砂層土ブロック少量。締まり強い。
As-C・砂層土プロック少量。締まり強い。
As-C多量。締まり強い。
As-C ・砂層土多量。締まり強い。
As-C少量。締まり強い。
As-C少量。砂層土多量。締まり強い。
As-C少量。締まり強い。
砂層土多量。締まり強い。

カクラン

15 

1・50 2m 

北辺その 1
I 表土
III 暗褐 As-C少量。
1 黒褐砂層土極少量。締まりやゃあり。
2 黒褐砂層土プロック (rtl0mm)若干。砂層土・ As-C極少量。締まり強い。
3 黒褐 As-C少量。締まり強い。
4 黒褐 As-C少量。砂層土極少量。砂層プロック (rt10mm)若干。締まり強い。
5 黒褐 As-C少量。砂層土若干。締まり強い。
6 黒褐 As-C少量。砂層土若干。締まり強い。
7 黒褐 As-C少量。砂層土若干。締まり強い。
8 暗褐 As-C少量。砂層土プロック (rtl0mm)少量。締まり強い。
9 黒褐 As-C若干。砂層土少量。締まり強い。
10 黒 砂層土若干。
11 褐 砂層土多量。砂層土プロック (rtl0mm)極少量。締まり強い。

東辺
I 表土
III 暗褐 As-B多量。 As-C少量。
1 黒褐 As-B多量。ピットの覆土
2 黒褐 As-B多量。ピットの覆土
3 黒褐 As-C'砂層土少量。締まり強い。
4 黒褐 As-C多量。砂層土極少量。締まり強い。
5 黒褐 As-C多量。砂層土少量。締まり強い。
6 黒褐 As-C少量。締まり強い。
7 黒褐 As-C ・砂層プロック (rt10mm)少量。締まり強い。
8 黒褐 As-C極少量。砂層土少量。締まり強い。
9 黒 As-C極少量。締まり強い。
10 黒褐砂層土多量。締ま列車い。

8-1北辺その 2

L=117.4m 1011 

北辺その 2
1 a 表土(撹乱)0 As-B多量。
1 b 黒褐 As-B多量。
1 c 暗褐 As-B多量。
l 黒褐 As-B多量。 As-C少量。
2 黒褐 As-C少量。
3 黒褐 As-B' As-C少量。
4 黒褐 As-C少量。締まり強い。
5 黒褐 As-C・砂層土少量。締まり強い。
6 黒褐 As-C少。締まり強い。
7 黒褐 As-C ・砂層土少量。締まり強い。
8 黒褐 As-C多量。砂層土プロック (rtl0mm)極少量。締まり強い。
9 黒褐 As-C極少量。砂層土多量。砂層土プロック(lOmm)若干。締まり強い。
10 暗褐 As-C少量。砂層土フ.ロック (rt10mm)極少量。締まり強い。
11 黒褐 As-C極少量。砂層土多量。締まり強い。
12 暗褐 As-C少量。砂層土やや多量。締まり強い。
13 a 暗褐 As-C少量。砂層土プロック (rt10mrn)極少量。締まり強い。
13 b 黒褐 As-C・砂層土少量。締まり強い。
14 黒褐 As-C極少量。砂層土多量。締まり強い。
15 a 黒 As-C ・砂層土少量。締ま列車い。
15 b 黒 As-C極少量。砂層プロック (rtl0DlD1)極少量。締まり強い。 8 黒
16 褐 砂層土・砂層フ.ロック多量。 As-C極少量。締まり強い。 9 褐

Fig.13 28トレンチ各遺構(3)

L= 117.4rn 

日1北東コーナー付近

L=117.4m 

i ぶ土L H' _.: 
1 : 50 2m 

北東コーナ一部分
I 黒褐 As-C'砂層土少量。締まり強い。
2 黒褐 As-C極少量。砂層土少量。締まり強い。
3 黒褐 As-C少量。砂層土極少量。締まり強い0
4 黒褐 As-C極少量。砂層土少量。締まり強い。
5 黒 As-C極少量。砂層土若干。締まり強い。
6 黒褐 As-C・砂層土少量。締まり強い。
7 黒褐砂層土・砂層土ブロック (rt10~20rnrn) 少量。締

まり強い。
As-C若干。締まり強い。
砂層土多量。

q
J
 



B・1堀込地業内①

表土

表土
砂質。シルト質砂層土少量。
砂質。シノレト質砂層土少量。シルト質砂層土ブロック極少量。
砂質。シルト質砂層土やや多量。シルト質砂層土プロック少量。
As-C極少量。
As-C多量。
As-C多量。砂層プロック (ql10mm)極少量。
As-C多量。砂層プロック(ql10~50mm) 少量。
As-C少量。
As-C ・黒色土少量。砂層土ブロック (ql10皿)極少量。
黒褐 As-C少量。
黒褐 As-C・砂層土プロック (ql10m皿)少量。
黒褐 Hr-FA含む。
黒褐 As C少量。
黒褐 砂層土多量。
黒褐 As-C極少量。砂層土少量。
黒 As-C極少量。砂層ノUック (φ10m皿)少量。
褐 砂層土主体。

層序説明①・②掘込地業内側1号建物跡28トレンチ

黒褐
灰黄褐
灰黄褐
黒褐
黒褐
黒褐
黒褐
黒褐
黒褐

10 
11 
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16 
17 
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B-l堀込地業内④

却;吋
物級協

当-喝

B-1堀込地業内③

v場物放
L=:1174m 

， ， 
d 

層序説明③・④28トレンチ l号建物跡掘込地業内側
I 表土
日I暗褐 As-C少量。
IV 黒褐 As-C多量。
V.暗褐総社砂層への漸移層。砂質。
Vb 暗褐総社砂層への漸移層。砂質。褐色が強い。

2m 

3号土坑層序説明
表土

暗褐 As-B多量。 As-C少量。
As-B純層(細かい軽石)
As-H純l曽(火山l火層)
As-B純居
As-B' As-C少量。
As-C多量。炭化物・遺物含む。

1 : 60 2 m 

A' 

D-3 D-2 

..A ム'

D 

28トレンチ
I 
III 
1 a 
1 b 
1 c 
2 
3 

L=117.3m 

務物後物多
28トレンチ 2号土坑層序説明
1 暗褐 As-B少量。 As-C多量。

A' 

28トレンチ 1号土坑層序説明
1 暗褐 As-B少量。 As-C多量。
2 褐 砂層土少量。

Lニ 117.3m

黒褐
a 黒褐。

P-3 P.2 

ぷA

A 

P-l 

28トレンチ 1号ピット層序説明
1 黒 As-B多量。 As-C少量。A' ムロA A' 。A 
28トレンチ 2号ピット層序説明
1 暗褐灰・ As-B少量。

28トレンチ 3号ピット層序説明
1 暗褐 As-B少量。多多多多

A 

28トレンチ各遺構(4)

- 32-

Fig.14 
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Fig.15 28トレンチ各遺構(5)
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V 遺構と遺物
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29トレンチ

L= 1l6.9m W-2 

⑧ 

--"-
K 

29トレンチ
1 a 
1 b 黒
1 黒褐
2 黒
3 黒褐
4 黒褐
5 黒褐
6 黒褐
7 黒褐
B 暗褐

2号満跡層序説明
表土
砂質u 砂層土ア。ロック(qSlO凹)若干u 締まり強いυ
砂質。 As-C多量。砂層土極少量。やや締まる。
砂質。 As-C少量。砂層土極少量。
砂質。砂際少量。
砂質。砂層土プロック(qS10叩)極少量。
砂質n 砂傑多量n 砂層土極少量n
砂磯少量。粘性やゃあり。

砂層土ブロック(qS1O~ 30rum)少量。粘性やゃあり。
砂襟少量。粘性やゃあり。

。 1 : 60 

=立-

2m 

L=116.8m 

B K 

0-' 

A A' τョー
29トレンチ I号土坑層序説明
1 a 表土

1 b 黒 砂質。砂層土フ.ロック(qS10mm)若干。締まり強い。

l 黒褐砂質。砂層土プロック(qS lO~20rnm) 多量。

L=116.0m 
---><-ーーーー
A I A' 

W-' 
L=1l6.4rn 

29トレンチと試掘ピット

T. P.2 X202 

ー-117.0口1

29トレンチ T.P-l層序説明
1 a 表土

1 b 黒褐砂質。砂磯含む。

ーー一1l6.0m ⑧ 
T. P-' 

X20' 

29トレンチ T.P-2層序説明
1 a 表土

1 b 黒褐砂層土プロック少量。
※総社砂層直下まで灰が含まれる。
(撹乱か。)

Y207 

29トレンチ T・P-3層序説明
1 a 表土

午

〔

ハ

U 。 ， : 80 2m 

17nu 
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Fig.16 29トレンチ各遺構
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30トレンチ 4・5号住居跡層序説明 1 、 L二 112.0m

1 黒褐 As.C・砂層土少量。
2 黒褐 As-C極少量。砂層土少量。
3 黒褐 As-C多量。砂層土少量。 w
4 黒褐 As-C多量。砂層土ブロック(4)10mm)極少量。
5 黒褐砂層土プロック(4)10mm)多量。締まり強い。
6 黒 As-C多量。締まり強い。
7 暗褐砂層土多量。砂層土ブロック(4)10阻)若干。締まり強い。
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V 遺構と遺物

1)> ⑧ 

H-2 

)> 、 |玖 。 1 : 60 2m 

30トレンチ 2号住居跡層序説明
1 黒褐 As-C多量。砂層ブロック少量。
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Fig.17 30トレンチ各遺構(1)
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同カクラン旦;
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日

30トレンチ 1号建物跡 P，層序説明
I 黒褐砂層土プロック (φ5日間)少量。締まり強い。
2 黒褐砂層土少量。締まり強い。
3 黒 シルト質砂層土ブロック (<1>10~20mm) 多量。締まり強い。

30トレンチ 1号建物跡 P，層序説明
1 黒褐砂層上少量。締まり強い。
2 黒褐砂層土・砂層土プロック(<I>lOmm)少量。締まり強い。
3 黒褐砂層土・砂l西土fuック (<1>10凹)やや多量。締まり強い。
4 黒褐砂層土・砂層土プロック (φ10mm)多量。締まり強い。
5 黒褐砂層土少量。砂層土プロック (<1>10mm)。極少量。締まり強い。
6 褐 砂層土多量。締まり強い。
7 黒 砂層土若干。締まり強い。
8 黒褐砂層プロック(<I>lO~20mm) 少量。

30トレンチ 1号建物跡 P，層序説明
l 黒褐砂層土少量。締まり強い。
2 黒褐砂層土少量。締まり強い。
3 黒褐砂層土少量。上層よりも粒子が粗い。締まり強い。
4 褐 砂層土多量。締まり強い。
5 黒褐砂層土・砂層土プロック (<1>10胴)多量。締まり強し》。
6 黒 砂層土若干。締まり強い。 ⑧ 

B' 

¥一一¥

1号建物の柱穴の短いのある落ちこみ (p，)
1号建物跡の柱穴の疑いのある落ち込み
層序説明

As-C少量。砂層プロック(<I>lOmm)若干。
As-C少量。砂層土少量。
砂層土多量。砂層土プロック(ゆ10阻)少量。
締まりやゃあり。
砂層土少量。

30トレンチ
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30トレンチ 1号満跡層序説明
1 黒褐 As-Bやや多量。砂層土プロック(4)200四)極少量。締まりやゃあり。
2 黒褐 As-Bやや多量。 As-C極少量。黒色土プロック(4)10mm)少量。締ま

りやゃあり。
As-Bやや多量。As-C極少量。砂層土プロック(4)1O~20mm) 少量。
締まりやゃあり。
As-B少量。 As-C極少量。砂層土プロック(φ10mm)。締まりやゃあり。
As-B ・砂層土プロ ック (φ 1O~20mm) 少量。

As-B少量。砂層土極少量。
やや砂質。

砂層土少量。
シルト質。砂層土極少量。
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30トレンチ各遺構(3)
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⑧ カクラン

⑧ 

L=112.0m 

A4  

30トレン物機序説明
1 黒褐 As-B少量。砂層土プ

ロック(4)10mm)多量。

2m 

Fig.19 

1 : 60 。
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30卜レンチ 2号ピット層序説明

l 黒褐砂層土プロック(4)10mm)多量。炭化物極少量。
2 暗褐砂層土フ'ロック(4)llmm)・砂層土多量。

30トレンチ 4号ピット層序説明
l 黒褐砂層土プロック (φ5叩程度)少量。
2 黒褐砂層土少量。
3 黒 砂層土(シルト質)ブロック(4)1O~20皿)多量。

30トレンチ 3号落ち込み層序説明
1 黒褐 As-C多量。炭化物少量。
2 黒 As-C多量。
3 褐 砂層土主体。
4 暗褐砂層土多量。 As-C極少量。

⑧ 
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31aトレンチ

W-l 

酬級協-
b m y / 

五一 1.4ムi

2m 

31 a卜レンチ 2号ピッ卜層序説明
l 黒褐砂質。砂層土プロック(4)10岨)極少量。

1 : 60 。31 aトレンチ l号溝跡層序説明
1 a 表土

1 c 晴褐色粘土居
l 黒褐 As-D少量。 As-C若干。
2 黒褐 As-B多量。
3 黒褐 As-B多量。砂層土フやロック(4)10mm)極少量。

30・31aトレンチ各遺構
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31 aトレンチ
1 a 
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31 aトレンチ 2号溝跡層序説明 ② 
I 表土
1 黒褐砂層土・砂層土プロック (ct10阻)少量。
2 暗褐 やや砂質。砂層土プロック (ct10mm)やや多量。砂層土多

量。締まりやゃあり。
3 黒褐砂層土・砂層土プロック (ct10mm)極少量。締まり強い。

31 aトレンチ 1・2号土坑層序説明
1 a 表土

1 c 暗褐色粘土層
1 暗褐砂層土プロック (ct10mm)少量。
2 黒褐砂層土プロック (ct10凹)若干。
3 黒褐砂層土プロック (ct10mm)少量。

V 4 暗褐砂層土・砂層土ブロック (ct10mm)多量。
5 暗褐砂層土ブロック (ct10mm)極少量。
6 黒褐砂層土極少量。
7 黒褐砂層土フ。ロック (ct10阻)少量。

8 黒褐砂層土ブロック (ct10mm)少量。
9 暗褐砂層土プロック (ct10mm)多量。
10 黒褐砂層土少量。
11 暗褐砂層土・砂層土ブロック (ct10剛)多量。

L=111.6m 

D-l 

D-2 

2号溝跡層序説明 ① 
表土
黄褐色砂層土層
暗褐色粘土層
砂層土少量。
砂層土・砂層土プロック (φ10mm)少量。
砂層土ブロック (ct1O~20mm) 少量。
砂層土・砂層土ブロック (ct10mm)多量。
砂層土多量。
砂層土・砂層土プ。ロック (ct10剛)少量。
砂層土多量。砂層土プロック (ct1O~20mm) 少量。
砂層土のブロックか。
砂層土多量。砂層土プロック (ct10mm)極少量。

。 1 : 60 

山 9.111=寸

〈

2m 

31 aトレンチ 3・4号土坑層序説明
I a 表土

1 c 暗褐色粘土層
l 黒褐 As-B少量。 As-C若干。
2 黒褐 As-B少量。砂層土ブロック (ct10阻)

極少量。
3 黒 砂層土少量o

'1 暗褐粘質土。
5 黒褐砂層土フーロック (ct10mm)少量。
日 暗褐砂層土・砂層土ブロック (cþ10~20醐) u 

多 量。，

31 aトレンチ 3号溝跡層序説明
1 a 表土

1 c 暗褐色粘土層
1 黒褐 As-B多量。砂層土ブロック (ct10皿)極少量。締まり強い。
2 黒褐 As-B多量。砂層土ブロック (ct10，叩)若干。
3 黒褐 As-B多量。
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Fig.21 31 aトレンチ各遺構
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⑧ 
31 aトレンチ 6・8号土坑層序説明
1 a 表土

1 c 褐 粘性やゃあり。

1 黒褐砂層土極少量。

2 黒褐砂層土ブロック (q¥10皿田)多量。
礁混入。

3 暗褐砂層土プロック (q¥10皿)多量。
4 黒褐砂層土プロック (q\ 10~30mm) 多

量。

5 黒褐砂層土少量。
6 黒褐砂層土プロック(q\10~30Dlm) 少

A 

量。
7 暗褐砂層土極少量。

8 暗褐砂層土多量。
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31 aトLノンチ 7号土坑層序説明①
1 a 表土

1 c 褐 粘性やゃあり。

l 黒褐砂層土プロック (q\ 10~30咽)多量。

3 

9号土坑層序説明
表土
砂層土フ・ロック (q¥10m皿)少量。
砂層土極少量。やや砂質。

砂層土・砂層土プロック (q¥10rnm) 
少量。

にぶい黄褐砂層土プロック(q¥10mm)少量。締
まりやゃあり。

黒褐 砂層土少量。締まりやゃあり。
にぶい黄褐砂層土多量。締まりやゃあり。
31bトレンチ L=lll，4m tJ?ラン

⑧〉

砂層土・砂層土プロック (q¥10醐)多量。
砂層土フ・ロック (q¥10mm)少量。
砂層土ブロック (q¥10咽)少量。
砂層十少景。

砂層土小量。

砂層土プロック (q¥10mm)多量。
砂層土ブロック (φ10mm)多量。

31 aトレンチ
1 a 
1 d 黒褐
1 黒褐
2 暗褐

4 

5 

E 
マ

31 bトレンチ D-10・11号土坑層序説明
I 表土

1 暗褐 砂層土フ・ロック (q¥10剛)若干。
2 U制 砂層土ブロック (q¥10mm)多量。黒色土を部分的に多く含

と1ー←ー ーむ.
τ11寸強襲撃 3 黒褐 砂層土プロック (q¥10剛)少量0
<1: II-J N 閣総 4 にぶい黄褐 シルト質砂層土多量。
111 日総~ 5 黒褐 砂層土・砂層土7・ロック (q¥10阻)

U\/..~議選 E 少量。
ぉι守~ 三 6 黒褐 シlレト質砂層土多量。

. ~関ぬ~ ;;'

。I ..J 31 bトレンチ D-12号土坑層序説明
l 黒褐砂層土プロック (φ10mm)極少量。
2 黒褐砂層土ブロック (φ10~印刷)多量。
3 黒褐砂層土極少量。

V 31 bトレンチ Aー l号道路状遺構層序説明
1 a 表土

1 c 褐 粘性やゃあり。

l 暗褐 砂質。砂層土プロック(q¥10mm)若干。締まりやゃあり。
2 灰黄褐砂質。締まりやゃあり。

11 
J 

。 1 : 60 2m 

Fig.22 31 a・31bトレンチ各遺構

40 



31c卜レンチ

区荒ト
問
問
v

V 遺構と遺物

少m
 
iv 
クツロプ土層

明

砂

説序
土
質

層
表
砂

壁南

褐

黄

チ

い

¥

}

/

ン

褐

褐

ぶ

¥

h
且
ラ

レ

褐

黒

暗

に

宮品目・・・
E
内

一

Lr

〆

d
r

，、c
a
'
U。ιp

-v
 

-

ン

一

-

-

-フ

一

-

-

ク

-¥
」

-

カ

J
F
-

P-3 
⑧ @ ⑧P-7 ⑥ P-8 

企回 J{_ ~ ~ぐ A ロA' A' 」三@白ムロ-
L=1l1.5m 

A' 
L=111.5m A' 

A A 

多多 ゑ媛

P-11 ④ P-13・12
A..---'i5l._丘

L=11L5m L=111.5m 

」自L K ム

級 ゑ援物

P-22 
⑮

一
山崎
⑮ P-23 

ム U」'

多多

L= 1l 1 ~6m 

A A' 

ゑ多

1.1 ⑧ 
A A' 

て三-;;7
Ib 

A' 

L= 111.5m 

L~ 1l1.5m 

A 

L=111.5m Lニ 111.5m

4 黒褐

1 : 60 

⑧ n 

量。
砂層土極少量。

砂層土ブロック (<t10皿)多量。
砂質。砂層土ブロック(<þ1O~20
剛)多量。

砂質。砂層土ブロック (<t10阻)多
量。
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31 aトレンチ 9号ピット層序説明 WAI7///m. 31 aトレンチ 10号ピット層序説明
1 a 表土 1 a 表土
l 黒砂層土ブロック (<þ 10~20凹)多量。砂層土少量。 1 c 褐粘性やゃあり。

1 黒砂層土少量。

P-18' 17 . 16 . 15 ⑮ P.19 ⑮ P-20 ④ P.21 ⑮ 
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L=1l1.5m L=1l1.5m L=111.5m 

A 主L A A' A A' 

多多 務多 物多
31 aトレンチ l号井戸層序説明
I 表土

1 b 黄褐色砂層土層
1 暗褐 As-B少量。砂層土フゃロック(<t10皿)極少量。
2 黒褐砂層土ブロック (<t10凹)少量。
3 黒褐砂層土ブロック(<t10mm)少量。
4 黒 As-B多量。砂層土ブロック (φ10mm)若干。

Fig.23 31 a・31c・32トレンチ各遺構

32トレンチ 1号ピット層序説明
1 a 表土
1 d 表土。砂層ブロック (<þ 10~20 n 

mm)多量o t 

黒砂層土少量。
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33トレンチ

⑧ 
〆

¥¥ "' 

。 1 : 60 

L=116.5m 

33トレンチ 2号住居跡層序説明
I 表土

IIIa 黒 As-B混入土。
IIIb 黒褐 As-B混入土。

33トレンチ

IIIa 黒
IIIb 黒褐
1 黒褐
2 黒褐
3 黒褐
4 黒褐
5 黒褐
6 黒褐
7 黒褐

1 黒褐 As-C多量。 As-B少量。炭化物若干。

W-1 

2m 

A' 

、、、

⑧ 

1号落ち込み層序説明①

表土
As-B混入土。
As-B 混入士n
As-B少量。
焼土多量。炭化物少量。
砂質。 As-C極少量。やや締まる。
As-C・炭化物多量。
As-C・砂層土少量。
As-C少量。(1号住居覆土)
As-C極少量。(1号住居覆土)

カク

⑧ 

~q 

⑧ 

L=116，9m 

33トレンチ

1 黒褐
2 灰黄褐

3 灰褐
4 黒褐

A 

I号溝跡層序説明

表土

W・1

As-B・砂層土ブロック(4)10凹程)少量。
As-B ・砂層土プU ツク(4) 10~30mm程)少量。
As-B・砂層土ブロック(4)10rnm程)少量。
As-B ・砂層土プロック(4)10mrn程)少量。

「一一一一
L二 116.5m

P-1 0-1 

~~トレンチ 1号落角i入み・ 1号T子、ソト層序説明(2)
1 黒褐 As-B・As-C少量。
2 黒褐 As-C少量。やや締まる。
3 黒褐 As-C ・炭化物多量。 As-B少量。
4 黒褐 As-C・砂層土少量。

。 1 : 60 2m 

Fig.24 33トレンチ各遺構(1)
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33トレンチ 1号建物掘込地業層序説明①
① 

表土 5 黒褐 As-B多量。
[][a 黒 As-B 混入土。 6 暗褐 As-B少量。
日lb 黒褐 As-B 混入土。 7 黒褐 As-B・C少量。砂
IJ[c 黒褐 As-B少量。 層プロック (<t10 
l 黒褐 As-B・炭化物少量。 醐)極少量。
2 暗褐 As-B少量、 As-C多量。 8 暗褐 As-C少量。
3 黒褐 As-B多量。 9 黒褐 As-C少量。
4 灰黄褐 As-B多量。砂層プロック
(ct 10mm)少量。

② '.' 1.I'i 6-1 (布地業)

1一一ーー
6-1 (布地業)

33トレンチ l号建物掘込地業層序説明②
表土

lIla 黒 As-B混入土。
lIlb 黒褐 As-B混入土。
1 黒 As-B多量。
2 黒褐 As-B多量。
3 黒褐 As-B多量。
4 黒褐 As-B多量。
5 黒褐 As-B多量。
6 にぷい黄褐 As-B少量。シルト質土多量。下部は

締まり強い。
7 黒 As-B少量。
8 黒褐 As-B少量。
9 黒褐 As-B少量。
10 黒褐 As-C多量。
11 黒褐 As-C・灰少量。
12 黒褐 As-C多量。
13 黒褐 As-C多量。
14 黒褐 As-C少量。
15 黒褐 As-C少量。
16 黒褐 焼土多量。灰少量。
17 黒褐 砂質。 As-C極少量。締まりやゃあり。

掘込地業の層序説明

金;'.~v.J:，持2制蜘~~ 黒褐色で、灰色村強い層。

黒褐色の層。

33トレンチ 1号建物掘込地業層序説明③
l 黒褐 As-B多量。 As-C少量。
2 暗褐 As-B多量。
3 黒褐 砂質土。砂磯・土器小片多量。

¥¥1 1......-戸ー一二----

L=116.9m ピット

王L ~"，1-庄司ご/駐さき℃ま~a
③ I，=lla，~旬、

B・1(総地業)

Fig.25 33トレンチ各遺構(2)
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日1(布地業)

，.Nミ"'- ぷ_，.入_......llIb

⑧ 

。 1 : 60 2m 

E' 

~五五ーー』三宅------」

6-1 (布地業)

協房副主側星空盗塁塁悶 TY.' C 

日1(布地業)
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As-B. As-C少量。砂層土プロック (<1>10凹)極少量。
細粒。
締まり強い。

As-B. As-C少量。締まりやゃあり。
砂層土極少量。締まりやゃあり。
灰多量。締まりややり。

細粒。締まりやや去り。
締まり強い。

As-C・炭化物少量。上部は締まり強い。版築居の可能性あり。
As-C少量。砂層プロック(<I>10mm)極少量。締まりややあり。版築層の可能性あれ
As-C ・砂層プロック(<I>lO~30阻)・焼土少量。
As-C多量。砂層土プロック (φ10皿)少量。締まりややあり。版築層の可能性あり。
As-C 少量。砂層プロック (<I> 10~20田)極少量。締まりやゃあり。焼土極少量。上部
の一部に締まりあり。
炭化物極少量。

As-C多量。砂層土少量。
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北壁層序説明

表土

As-B多量。砂層プロック (11)10阻)・炭化物極少量。
As-B多量。
As-B多量。
As-B多量。砂層ブロック(<I>10mm)極少量。
シルト質土。下部に礁を含む。
As-B. As-C少量。
As-B多量。
As-B少量。炭化物極少量。
As-B少量。
As-B少量。
灰・炭化物多量。やや砂質。
灰多量。
As-C・炭化物少量。砂質。
砂磯多量。 As-C少量。
As-B少量。炭化物・砂層プロック (φ10mm)極少量。
As-B少量。炭化物極少量。
灰多量。

黒褐

灰黄褐
黒褐

暗褐
にぷい黄褐

黒褐
黒褐

黒褐
黒褐

黒褐

黒褐
黒褐
黒褐
黒褐

黒褐

黒褐
黒褐

34トレンチ
I 
1 

2 
3 
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As-C少量。砂層土・炭化物極少量。
砂層土少量。 As-C極少量。締まり強い。
砂層土・砂層土ブロック (q， 10~30皿)少量。締まりやゃあり。
As-C少量。砂様含む。
砂層土少量。
As-C少量。
As-C・砂層土少量。灰・炭化物若干。
灰・焼土・極少量。 As-C若干。締まり強い。
As-C、砂層土少量。
As-C少量。砂層ブロック (q，10皿)極少量。締まり強い。版築層の可能性あり。
As-C極少量。砂層土若干。締まり強い。版築層の可能性あり。
As-C極少量。砂層プロック (q，10皿)多量。焼土ブロック (q，10凹)極少量。

砂層ブロック(q，1O~50凹)・ As-C 少量。
砂層土・砂層土ブロック (q， 10~100皿)多量。
As-C多量。砂層土少量。
砂層ブロック (q，10凹)極少量。
砂層ブロック (q，10四)極少量。砂層土少量。
砂層土・灰多量。

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

層

褐

褐
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As-B混入土。
As-B (やや少量)混入土。
As-B 多量。砂層ブロック (q， 10~20凹)極少量。
As-B多量。砂層ブロック (q， 5皿)極少量。
砂層土・砂層ブロック (q， 10~羽田)少量。
As-B • As-C少量。
シルト質土少量。

砂層土・砂層ブロック(q，1O~20凹)極少量。
As-C少量。
As-B少量。砂質。
As-B • As-C少量。
As-B多量。
As-B多量。砂層ブロック (q，10m皿)若干。
As-C 少量。砂層ブロック (q， 10~20皿皿)極少量。炭化物若干。
As-C少量。砂層ブロック (q，50皿)若干。
As-C多量。炭化物若干。
As-C少量。砂層土少量。
As-C多量。砂層土若干。

南壁層序説明34トレンチ
I 表土
IIIa 黒褐

IIIb 黒褐
l 黒褐
2 黒褐

3 黒褐
4 黒褐
5 灰黄褐
6 暗褐
黒褐
暗褐

黒褐
黒

黒

黒

黒

黒褐
黒褐
黒褐
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Y204 

Y205 

Y206 

Y207 

Y208 

Y209 

X236 X237 X238 

⑧ 

34 

※元総社蒼海遺跡群 (99)掲載の図と版
築の広がりについて解釈が若干異な
る。

X239 

蒼海 (65)

。

Fig.28 33・34トレンチ 1号建物跡模式図
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(H-2) 
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28-4 
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V 遺構と遺物

建璽霊昌男J3

/〈工コ¥
、とて二百干ー ズゴ

/-¥ 
27-7 

(H-1) 

ttグ

1/ 
27-9 

(W-2) 

¥ 

。 1/3 100m 

Fig.29 C案周辺の出土遺物(1)(27・28トレンチ)
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Fig.30 C案周辺の出土遺物(2)(28トレンチ)
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Fig.31 C案周辺の出土遺物(3)(33トレンチ)
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30-5 

(H-S) 

⑩J 30-9 (全体種土)
日 1/3 100m 

Fig.33 大溝の出土造物 ・元総社小学校の出土遺物 (29・30トレンチ)
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V 遺構と遺物

Tab.3 土坑 ・ピット ・落ち込み計測表
27トレンチ

Y226 

Y226 

主な出土遺物 備考位置

X235 

X235 

なし

なし

位置 主な出土遺物 備考

ー

ν-'し

な
一
な

2号住居

遺構名 位 置 長軸(cm)短軸(cm)深さ (cm) 形状 主な出土遺物 備 考

P 1 南西 88.0 70.0 25.5 楕円形 土師質土器(杯)破片。砥石。 炭化物多量。

P2 中央 100.0 88.0 2.0 不定形
土師質土器(杯・羽釜もしくは土釜)破

炭化物・焼土多量。
片。

P 3 南西隅 81.0 76.0 45.5 円形
土師質土器(杯)破片、黒色土器(椀破

炭化物・小機多量。
片)、酸化焔焼成須恵器(杯)破片。

P4 中央よりやや南西 45.0 34.0 22.5 楕円形 土師器破片。

P5 中央よりやや西 28.0 25.0 35.0 円形 土師質土器(坪)破片。

P6 中央より南西 31.0 30.0 35.5 円形 土師器破片。

P 7 中央より南 18.0 16.0 一 円形 なし

r 8 中央より南 20.0 21.0 14.5 円形 土師質土器(杯)破片。

P 9 中央よりやや南東 18.0 16.0 円形 なし

P10 中央よりやや南東 36.0 28.0 10.5 楕円形 土師質土器(杯)破片。

土坑 ・ピット

遺構名 位 置 長軸(cm)短軸(CIl1)深さ (CIl1) 形状 主な出土遺物 備 考

D-1 X221 Y202 150.0 121.5 30.0 楕円形

D-2 X221・222Y202 137.0 120.0 14.5 方形 一
D-3 X222 Y202 (123.0) (34.0) 12.0 楕円形 覆土にAs-B純層が堆積

D-4 X223 Y202・203 105.0 88.5 方形 中世か

D-5 X223 Y203 85.0 (37.0) 楕円形?

D-6 X223 Y203 75.0 (30.0) 楕円形?

D-7 X222 Y206 (100.0) (130.0) 円汗"-3? 中世か

P-1 X221 Y202 45.0 37.0 30.0 円形

P-2 X221 Y202 [43.0] 42.0 18.0 円形

P-3 X221 Y202 24.0 22.0 15.0 方形

P-4 X222 Y203 47.0 [40.0] 円形

P-5 X223 Y203 40.0 36.0 円形

P-6 X223 Y203 47.0 45.0 円形 一
P-7 X223 Y203 20.0 15.0 円形

P-8 X223 Y203 21.0 19.0 円形

P-9 X223 Y203 3l.0 28.0 円汗3 ー

P-10 X223 Y203 25.0 22.0 円形

P-ll X222 Y203 37.0 35.0 円形

P-12 X222 Y203 28.0 28.0 円形

P-13 X222 Y203 31.0 23.0 楕円形 一
P-14 X222 Y203 3l.0 30.0 円形

P-15 X222 Y203 35.0 30.0 円形

P-16 X222 Y203 60.0 35.0 楕円形 一
P-17 X222 Y203 65.0 40.0 楕円形

P-18 X223 Y203 30.0 26.0 方形

P-19 X223 Y204 22.0 17.0 円形

P-20 X222 Y203 48.0 45.0 円青5

53一



P-21 X222 Y204 38.0 35.0 一 円形
P-22 X223 Y204 40.0 35.0 一 円形 一
P-23 X222 Y204 26.0 20.0 円形

P-24 X222 Y204 30.0 23.0 円形 一
P-25 X222 Y204 37.0 32.0 円形

P-26 X222 Y204 37.0 35.0 円形 一
P-27 X223 Y204 22.0 22.0 円形 一
P-28 X223 Y204 40.0 35.0 円形 覆土に純層に近い As.B

P-29 X223 Y204 55.0 40.0 楕円形

P-30 X222 Y20G !J!:i.O 40.0 楕円形

P-31 X222 Y205 70.0 70.0 円形

P-32 X223 Y205 38.0 24.0 円形 一
P-33 X223 Y206 26.0 20.0 楕円形 一
P-34 X222 Y203 円形? 一 中世か

29トレンチ

位置

Y307 

主な出土遺物 備考

なし

30トレンチ

遺構名 位 置 長軸(cm)短軸(cm)深さ (cm) 形状 主な出土遺物 備 考

D-1 X294・295Y303 90.0 87.0 一 方形 一 中世か

D-2 X295 Y303 84.0 77.0 方形 中世か

土師器(杯・品杯)破片、須恵器破片、

D-3 X300 Y304 139.0 130.0 方形 黒色土器(椀)破片、土師質土器? (羽

釜?)破片

D-4 X300 Y304 39.0 (22.0) 9.0 円形? 土師質土器(杯・事?)破片 焼土含む。

D-5 X300 Y304 (70.0) 60.0 ← 方形 須恵器(~)破片

D-6 X299 Y304 80.0 6l.0 方形 須恵器 (斐)破片

D 7 X299 Y304 (137.0) (105.0) 方形 B世

P-1 X294 Y303 38.0 28.0 不明 楕円形 土師器小片

P-2 X296・297Y303 50.0 39目。 16.0 精円形 なし

P-3 X297 Y303・304 50.0 45.0 27.0 円形 車集

P-4 X298 Y303 40.0 40.0 ← 円形 土師器小片

不定形
土師器(杯・台付費・饗)破片、須恵器

0-1 X296・297Y303 285.0 160.0 4.0 
(蓋)破片、灰粕陶器破片

0-2 X296・297Y303・304 (255.0) (107.0) ← 不定形 土師器・須恵器・土師質土器小片

0-3 X299・300Y303・304 [273.0] 134.0 20.0 不定形 なし

31a • 31b・31cトレンチ

潰構名 置 長軸(cm)短軸(cm)深さ (cm) 形状 主な出土遺物 備 考

D-1 X263 Y314 94.0 80.0 16.5 円形 土師器(台付費、費)破片、機

D-2 X263 Y314 (130.0) 90.0 78.5 方形 土師器破片 近現代の室?

D-3 下(?fi1 ・ ~fi? Y314 (耳目o0) (1向日 0) ?'3.~ 不信形 牝し 楕円形に近い

D-4 X261・262Y313 (150.0) 80.0 25.0 楕円形 灰粕陶器破片

D-5 X262 Y313 (270.0) (17l. 0) 6.5 楕円形 なし

D-6 X261 Y311 (74.0) 97.0 42.0 方形 E襲

D-7 X261 Y311・312 (377.0) (495.0) 43.0 不定形
土師器(小型婆)破片、須恵器(~)破

幾つかの土坑の集合体
片、瓦

υ8  X261 Y311 (55.0) (~O.O) 18.0 円形? なし

D-9 X263 Y312 (109.0) (75.0) 19.0 楕円形 なし

D-10 X264 Y313 (112.0) (102.0) 45.5 楕円形 なし

一D-ll X264 Y313 (85.0) (70.0) 24.5 楕円形 なし

D-12 X265 Y313 (87.0) (88.0) 4l.5 円形 なし

D-13 X262 Y311 (155.0) (122.0) 17.5 楕円形 なし

D-14 X262・263Y311 (130.0) 95.0 23.5 楕円形 なし

F

、υ



V 遺構と遺物

P-1 X263 Y314・315 27.0 25.0 5.5 方形 なし

P-2 X263 Y314・315 35.0 25.0 8.5 方形 なし

P-3 X262 Y314 15.0 15.0 15.0 方形 なし

P-4 X262 Y313 17.0 15.0 23.0 方形 なし

P-5 X262 Y313 17.0 21.0 25.0 方形 なし

P-6 X262 Y314 15.0 17.0 15.0 方形 なし

P-7 X262 Y313 32.0 17.0 20.0 方形 なし

P-8 X261 Y311・312 15.0 15.0 10.0 方形 なし

p-g X261 Y311 20.0 (20.0) 12.5 方形 なし

P-10 X261 Y311 30.0 (15.0) 11.0 方形 なし

P-ll X263 Y313 27.0 (17.0) 27.0 方形 なし

P-12 X263 Y312・313 20.0 16.0 13.0 方形 なし

P-13 X263 Y312 20.0 16.0 13.0 方形 なし

P-14 X263 Y312 25.0 (20.0) 13.0 方形 なし

P-15 X263 Y312 25.0 (18.0) 7.0 方形 なし

P-16 X263 Y312 25.0 (20.0) 25.0 方形 なし

P-17 X263 Y312 25.0 (21.0) 14.0 方形 なし

P-18 X263 Y312 20.0 (18.0) 17.0 方形 なし

P-19 X263 Y312 14.0 14.0 20.0 円形 なし

P-20 X265 Y313 40.0 20.0 28.0 楕円形 なし

P-21 X264 Y313 28.0 28.0 42.0 円形 土師器破片、須恵器破片、常滑焼破片

P-22 X263 Y311 (25.0) 25.0 45.0 方形 なし

P-23 X263 Y311 37.0 25.0 13.0 円形 なし

32トレンチ

遺構名 位 置 長軸(cm)短軸(cm)深さ (cm) 形状 主な出土遺物 備 考

P-1 X266 Y313 34.0 (19.0) 16.5 円形 なし

P-2 X266 Y313 29.0 30.0 35.0 方形 なし

P-3 X266 Y313 30.0 25.0 25.0 方形 なし

P-4 X266 Y313 15.0 20.0 7.0 方形 なし

P-5 X266 Y313 22.0 20.0 47.0 円形 なし

P-6 X267 Y313 25.0 25.0 25.0 方形 なし

P-7 X267 Y313 15.0 15.0 3.0 方形 なし

P-8 X266 Y313 (20.0) 25.0 5.0 方形 なし

P-9 X266 Y313 (15.0) 33.0 15.0 方形 なし
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主な出土遺物 倫考

なし

土坑・ピット・落ち込み

33トレンチ

遺構名 位 置 長軸(co1)短軸(cm)深さ (cm) 形状 主な出土遺物 備 考

P-1 X238 Y206 40.0 (20.1) 45.0 楕円形 なし

土師器、須恵器、酸化焔焼成須恵器、土

0-1 X238・239Y206・207 (353.0) (250.0) 39.5 溝状 師質土器、黒色土器、灰粕陶器、白磁、

瓦、石製品

34トレンチ

通量締名 位 置 長軸(co1)短軸(cm)深さ (cm) 形状 主な出土遺物 備 考

D-1 X238 Y208 70.0 50.0 25.0 楕円形 瓦 覆土に焼土、灰

P-1 X239 Y208 20.0 21.0 34.0 円青手 土師器(聾)破片

P-2 X239 Y208 20.0 20.0 23.0 円形 なし

P-3 X239 Y208 22.0 23.0 17.0 円形 なし
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Tab.4 遺物観察表

27トレンチ

番号 出土層遺位構 器種名 8E2g喫み径 8君事績署度 器種の特徴・整形・調整技術 登番録号 備考

27-1 
H-1 土師質 ①1.1②( 5.0) ①細粒 ②良好 体部 ・口縁部は糠纏整形。底部は回転糸切りの後に高台を

12，19 
床直 椀 ③ 6.1 @明黄褐 ④高台欠 援活.

27-2 
H-1 土師質 ① 10.8 ② 3.0 ①細粒 ②良好

体部・口縁部は鞍櫨整形。底部は回転糸切れ 29 
カマド 坪 ③ 5.0 ③にぷい黄樟 @完形

27-3 
H-1 灰粕陶器 ① 11.4② 2.5 ①細粒 ②良好 体部・口縁部は犠植整形。底部は回転糸切りの後に整形し、

10 
床直 皿 ③ 7.1 ③灰 @完形 高台を接着。粕薬は漬け掛り。底部に割れ。

21-4 
H-1 灰紬陶器 ① 16.2 ② 4.9 ①細粒 ②良好 体部・口縁部は綾纏整形。底部は回転糸切りの後に高台を

28 
床直 椀 ③ 8.6 ③灰 @ほぽ完形 接着。紬薬は首寄り掛り。

21-5 
H-1 緑紬陶器 ①[17.0] ②( 1.5) ①細粒 ②良好

体部・口縁部は犠韓整形の後に施文。 4 
床直 輪花段皿 ③ @灰 ④口縁部のみ

21-6 
H-1 土師質 ①[19.6] ②( 9.2) ①③粗灰粒白 ②良好 体部は鱗櫨整形の後に鍔を接着。口縁部に指頭圧痕あり。 2 
覆土 羽釜 ③ ③灰 ④口縁部のみ

27-7 
H-1 須恵探 長(~ . 9) 幅[U] m中紡 ②良好 を百存在縛蒋の破片であるが、整形され内而が摩耗しているこ
覆土 要 厚 1.1 ③灰 ④破片 とから、硯に転用か。

一 体部は糠櫨整形。外面は斜め方向の箆撫で。内面は箆削り。27-8 
H-3 土師質 ①[23.4] ②(10.7) ①中粒 ②良好
覆土 土釜 ③ー ③にぶい黄櫨 @破片 ロ縁部は横方向の撫でで整形。

27-9 
W-2 土師質 ① 7.6 ②1.9 ①細粒 ②良好

体部・口縁部は糠纏整形。底部は回転糸切り。
覆土 かわらげ ③ 5.4 ③燈 ③ほぽ完形

一一
28トレンチ

番号 出土層遺位構 器種名 8長室経?み径 8監事 2盗塁度 器種の特徴・整形・調整技術 番登録号 備考

28-1 
H-1 土師器 ①③ [13.4] @ 3.4 ①細粒 ②④ 良好 底部は箆削り。は縁部は横点|臼の箆婦で。内外面が黒色
覆土 杯 12.0 ③黒 1/2強

28-2 
H-1 土師器 ①③ 26.8 ② 26.5 ①@組明粒黄褐 ②④完良好形

体部は外面を縦方向の箆削り、内面を横方向の箆撫でで整 7 
床直 甑 10.1 形。口縁部は横方向の箆撫でで整形。

28-3 
H-2 P3 土師質 ③ ① 9.3 ② 2.2 ①中粒 ②良好 体部・口縁部は糠櫨整形。底部は回転糸切り. l 
覆土 珂t 4.8 ③にぶい黄橿 ④完形

28-4 
H-2 P3 土師質 ①③ ー②(1.8) ①中粒 ②良好 体部は犠輔整形。底部は回転糸切り。 2 
覆土 坪 6.4 ③にぶい黄樟 ④底部

H-2 須恵器 ①③ ②( 4.8) ①中粒 ②@底良好部
体部は糠櫨整形。底部は糸切り後に護形し荷台を接着。内

28-5 
床直 鉢 [ 9.8] ③灰

面は使用により摩耗か。外面および内面の一部は被熱によ 1 酸化焔
り赤色化。

28-6 
H-2 

砥石 粗粒の玄武岩の亜円礁の1面を研ぎ面として使用したもの。その他に滞状の使用痕I条あり。 2 
床直

29トレンチ

8接続Eみ径Iæ~員 g富島 器種の特徴・整形・調整技術

粒

粒

白

棚
敏
一
湖
一
鍬

幅

一

②

長
厚
一
①
③

@良好
④破片

~恵器蓋の内面が摩耗している。硯への転用か。

②良好 |体部・口縁部は聴櫨整形。底部は回転糸切りの後に高台を
④ほぽ完形 IJ聾着。内面口縁部付近に「大Jの墨曹あり。

30トレンチ

番号 出土層遺位構 器種名 SB差2警官み径 8雪量 g警警度 器種の特徴・整形・調整技術 登番録号 備考

30-1 
H-1 須恵器 ①③[16ー.0] ②( 4.1) <I:細粒 ②良好 体部は犠輔整形。 3 酸化焔
カマド 椀 ③にぷい黄橿 ④1/3 

30-2 
H-1 土師器 ①③ ーー ② (10.8) ①細粒 ②良好 体部は外面を横方向の箆撫での後に上半を縦方向に箆撫

4 羽釜か
カマド 要? ③にぶい黄褐 ④破片 で、内面は横方向の箆撫でで整形。

30-3 
H-1 瓦 長(14.5) ①細粒 ②良好

凹函に布目圧痕あり。凸面は縦方向の箆削りで整形。 8 カマド左袖
カマド 丸瓦 厚1.8 ③オリープ黒 ④破片

30-4 
H-4 須恵器 ①③ ーー ② 1.1 ①細粒 ②良好 ~恵器J，Iの破片であるが、内面が摩耗しているととから、
覆土 要 ③黄灰 ④破片 硯に転用か。

30-5 
H-5 瓦 長(9.7) ①細粒 ②良好

凹面に布目圧痕あり。凸面は縦方向の箆削りで整形。 2 
床直 丸瓦 厚 2.4 ③オリープ黒 @破片

30-6 
H-5 瓦 長(8.6) ①細粒

②@良破好片
凹面に布目圧痕あり。凸面は叩き(縄目文圧痕あり)で整 1 

床直 平瓦 厚 2.0 ③灰黄 形。

30-1 
W-1 緑粕陶器 ①@ ②( 0.6) ①細粒 ②良好 体部は犠輔整形。底部は回転糸切りの後に高台を接着u
覆土 皿? L 6.6J @檀 ω破片

30-8 
W-1 土師器 ①③ ーー ② ( 1.1) ①細粒 ②④ 良好 体部外面は箆削り、内面は横方向の慌でで整形の後に螺旋
覆土 坪 ③樟 破片 状・放射状の暗紋を施すロ

30-9 
トレンチ 土師器 ①②(  3.7) ①細粒 ②④ 良好 体部外面は箆削り、内面は横方向の織でで整形の後に放射
覆土 土平 ③ ③樟 破片 状の暗紋を施す。

30-10 W-2 瓦 長 (12.0) ①細粒 ②良好 凹面に布目圧痕あり。凸面は叩き(縄目文圧痕あり)の後
覆土 平瓦 厚 2.2 ③灰 ④破片 に横方向の撫でで整形。一部に布目の圧痕あり。
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31 aトレンチ

番号 出土層遺位構 器種名

31 a-1 
W-2 須恵器
覆土 杯

31 a-2 W-2 須恵器
覆土 瓶

31 a-3 W-2 羽口
覆土

31 a-4 
W-2 瓦
覆土 丸瓦

31 a-5 W-2 瓦
底面 平瓦

31 a-6 W-3 須恵器
覆土 円面硯

31 a-7 
D-7 土師器
底部 小型聾

33トレンチ

番号 出土層遺位構 器種名

33-1 
0-1 須恵器
覆土 椀

33-2 
0-1 須恵器
覆土 杯

33-3 
0-1 須恵器
覆土 珂く

33-4 
0-1 須恵器
覆土 杯

33-5 
0-1 須恵器
覆土 杯

33-6 
0-1 須恵器
覆土 均三

33-7 
0-1 須恵器
覆土 杯

33-8 
0-1 須恵器
覆土 杯

33-9 
0-1 須恵器
覆土 杯

33ー10
0-1 須恵器
覆土 珂=

0-1 須恵器33-11 
覆土 鉢

33-12 
0-1 土師質
覆土 高杯

0-1 土師質33-13 
覆土 高杯

0-1 土師質33-14 
覆土 高坪

33-15 
0-1 瓦
覆土 軒平瓦

33-16 
0-1 石製品
覆土 碁石?

33-17 
0-1 

白磁
覆土

33-18 
トレンチ 黒色土器
覆土 椀

33-19 
0-1 須恵、器
覆土 窒

33-20 
トレンチ 緑粕陶器
覆土 四足査?

0-1 須恵器33-21 
覆土 椀

V 遺構と遺物

①[23.8] ②(13.3川①細粒 ②良好
③ |③黄灰 ④破片

① ②(10.9) I①細粒 ②良好
③ |③灰 @破片

①③底口径径 ②④器つ品まみ径 8君主灘署度
①②(  1.5) ①細粒 ②良好
③[ 5.6] ①灰白 ④破片

①②(  2.9) ①細粒 ②良好
④ ③灰白 ④1/5 

体部は手づくねの後に口縁部・内面を中心に鞍舗で整形。
体部外面に指頭圧痕多数。内面は使用により摩耗。

体部外面内面ともに醜櫨整形。

器種の特徴・整形・調整技術

体部は外面内面ともに聴韓整形。底部は回転糸切り。

体部外面は鞍轍整形、内面は箆撫で整形。内面に褐色の付
着物あり(漆か)。

羽口の中央部付近の破片。砂を多く含み、風化が進んでいる。

長(5.8) ①粗粒 ②良好
凹面に布目圧痕あり。凸面は横方向の撫でで整形。

厚1.9 ③灰白 ④破片

長(9.1) ①中粒 ②良好 凹面に布目圧痕あり。凸面は横方向の撫での後に叩き(縄
厚1.7 ③灰白 ④破片 目文圧痕あり)で整形。

長 ー 幅 ①細粒 ②良好 内堤と外堤があり、外堤が低く、陸部が凸字状。脚部は欠
厚1.5 ③灰 @:破片 損しているが、透かしの痕跡あり。

①[16.0] ②( 8.5) ①細粒 ②良好 体部外面は箆撫で、内面は箆撫での後に放射状暗紋状の磨
③ 一 ③檀 ④1/4 き。口縁部は体部の整形の後に横方向の撫でで整形。

8長塁 2雪望み径 8E事灘署度 器種の特徴・整形・調整技術

① 10.7 ② 4.4 ①細粒 ②良好 体部外面は糠櫨整形、内面は糠櫨整形の後に磨きを施す。
③ 6.2 ③樟 ④ほぽ完形 底部は回転糸切りの後に高台を接着。

① 9.4 ② 2.1 ①細粒 ②良好
体部・口縁部は犠櫨整形。底部は回転糸切り。

③ 4.8 ③にぶい黄樟 ④完形

① 9.3 ② 2.3 ①細粒 ②良好
体部・口縁部は車庫纏整形。底部は回転糸切り。

③ 4.7 ③にぶい樟 ④完形

① 9.0 ② 2.1 ①細粒 ②良好
体部・口縁部は糠櫨整形。底部は回転糸切り。

③ 5.0 ③にぷい桂 ④完形

① 14.0 ② 5.1 ①細粒 ②良好
体部・口縁部は聴纏整形。底部は回転糸切り E

③ 5.8 ③にぷい黄櫨 ④1/2 

① 14.6 ② 4.4 ①細粒 ②良好
体部・口縁部は聴櫨整形。底部は回転糸切り.

③[5.8] ③にぶい黄樟 ④3/5 

①[14.6]②( 4.0) ①細粒 ②良好
体部・口縁部は鞍曜整形。底部は回転糸切りか。

③ ー ③にぶい黄樟 ④2/5 

① 14‘2 ② 4.4 ①細粒 ②良好 体部・口縁部は鞍轍整形。底部は回転糸切れ
③ 6.7 ③にぶい黄櫨 ④完形

① 14.2 ② 4.9 ①細粒 ②良好
体部・口縁部は糠植整形。底部は回転糸切り。

③ 6.4 ③にぷい樟 ④完形

① 13.7 ② 5.0 ①細粒 ②良好
体部・口縁部は聴轍整形。底部は回転糸切り。

③ 6.5 G樟 ④完形

① 24.8 ② ー ①細粒 ②良好
体部外面は聴植整形の後に縦方向の箆削り、内面は鞍輔整

③(11.9) ③樟 @3/5 形の後に底部付近を中心に箆撫でで整形。底部は高台を接
着の後に整形に撫でで整形。

品杯の杯部の破片。外面は斜め方向の箆削りの後に雄輔整
①②(  4.8) ①中粒 ②良好 形し、その後に脚部と接合して脚基部付近を横方向の撫で
③ 一 ③浅黄燈 ④1/4 で整形。内面は聴轍整形し、その後に脚部と接合して器体

中心部に箆削りで孔を穿つ。

同杯の脚部上半分(脚端部を除いた部分)の破片。外面は

①②(  7.9) ①細粒 ②良好
縦方向の箆削りで整形し、脚部下半と接合した後に接合部

③ ③浅黄糧④脚部破片
付近のみ撫でで整形。内面の孔は、棒状のものを芯に入れ
た様を呈し、脚部下半分は器体中心部に箆削りで孔を穿ち
貫通させている。

① ー ②(3.3) ①細粒 ②良好
品杯の脚部下半分(脚端部)の破片。外面は横方向の箆削

③ 18.2 ③浅黄樟 ④脚部破片
りの後に鞍輔整形し、脚部上半と接合した後に接合部付近
のみ撫でで整形。内面は磯植整形。

長(9.5) ①細粒 ②良好 かなり表面が風化している。凹面に布目圧痕あり。凸面は
厚 3.2 顎付近6.1 ③灰黄 ④破片 顎付近のみ残存している。

長 2.0 角閃石安山岩製で、平面形は円形。形状および大きさから、碁石として使用された
厚1.0 ものかロ

① ← ②( 2.0) ①細粒 ②良好 口縁部の破片。擁轍整形。柚は淡いオリープ色を帯びた灰
③ ー ③灰白 ④破片 白色。口縁部は玉縁日縁。

①[ 9.2]② 3.2 ①細粒 ②良好 体部外面は鞍輔整形、内面は聴櫨整形の後に磨きを施し、
③ 5.2 ③樟 ④1/2 黒色処理。底部は回転糸切りの後に高台部を接着し整形。

長(11.1) ①細粒 ②良好 須恵器大斐体部の破片の内面が摩耗していることから、硯
厚1.6 ③灰 ④破片 に転用されたものか。

① ← ② ー ①細粒 ②良好 体部は鞍櫨整形。外面に縦方向・横方向の突帯をもつこと
③ 一 ③オリープ灰④破片 から、四足査の破片と考えられるもの。

①( 8.2) ②( 1.6) ①細粒 ②良好
体部外面は鞍誼整形、内面は鞍櫨整形の後に磨きを施す。

③ 8.1 ③暗灰 ④底部
全体的に暗灰色を呈することから、黒色処理されたものかロ
内面および欠け口の一部が摩耗している。
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登番号録 備考

6 

l 

1.2 

登番録号 備考

酸化焔

3 酸化焔

8 酸化焔

7 酸化焔

9 酸化焔

10 酸化焔

11 酸化焔

12 酸化焔

13 酸化焔

14 酸化焔

1 酸化焔

酸化焔?



34トレンチ

番号 出土層位過措 器種名 8届差 g雪雪み径 8盟主鐘警度 器種の特徴・整形・調整技術 登番録号 備考

34-1 
H-3 須恵器 ①[[10.0]I ② 2.2 ①細粒 ②良好 体部・口縁部は聴轍整形。底部は回転糸切り。 酸化焔
覆土 珂て (WL 6.3 @樟 ω1/3 

H-3 須恵器 ①[10.6] ② 2.4 ①中粒 ②良好
体部・口縁部は鞍韓整形。底部は高台を接着した後に聴韓

34-2 整形。 酸化焔
覆土 皿 ③[ 6.2] ③灰白 ④1/3 

胎土は灰白色で砂を比較的多く含む。

34-3 
H-4 須恵器 ①②(  2.6) ①細粒 ②良好

体部は聴輔整形で、底面に高台を接着後に韓纏整形。 2 酸化焔
覆士 高台椀 ③ ③樟 ④底部

34-4 
H-5 須恵器 ①②(  4.0) ①細粒 ②良好

体部は轄櫨整形で、底面に高台を接着後に糠纏整形。 1 酸化焔
覆土 高台椀 ③[10.0] ③権 ④底部

34-5 
H-5 須恵器 ① 12.0 ② 5.1 ①細粒 ②良好 休部は外面・内面ともに腕櫨整形υ 底部は晶台を接着した

酸化焔
覆土 椀 ③ 7.3 ③撞 ④底部 後に整形。

H-7 土師器 ①[18.2] ②( 9.2) ①細粒 ②良好
口縁部から頚部および体部にかけての破片。外面は体部を

34-6 縦方向に箆削りで整形した後に、口縁部のみ横方向の撫で
覆土 整 ③ ー ③にふ、い黄櫨 ④破片

で整形。内面は横方向の撫でで整形。

34ー7
トレンチ 灰紬陶器 ①②(  4.6) ①細粒 ②④ 良好 体部は外面・内面ともに轍韓整形。底部はl同台を按着した
覆土 椀 ③[ 7.0] ③浅黄 1/2 後に聴瞳整形。粕は漬り掛付。

34-8 
トレンチ 白磁 ①[11.8] ②( 2.3) ①細粒 ②良好

口縁部の破片。犠櫨整形。口縁は外反する。
覆土 椀 ③ ③灰白 ④破片
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羽 元総社小学校寄贈の遺物について

1 はじめに

平成26年度上野国府等範囲内容確認調査を元総社小学校で実施している最中に、小学校で保管している考古資

料について、元総社地区における上野国府の調査・検討に活用してほしい旨の連絡があり、資料を実見し、譲り

受けて調査・分析を行うこととした。

元総社小学校で保管してきたこれらの資料は、元総社小学校の敷地内から何らかの契機に出土したものと伝え

られてきたようである。すべてが同時に出土したものか、あるいは幾度か出土したものをまとめたものかは不明

である。元総社小学校では、昭和36年から39年にかけて群馬大学の尾崎研究室により元総社小学校校庭遺跡の発

掘調査が実施されているのは著明である。この発掘調査は、校庭で頻繁に行われていた整備活動の際に遺跡の存

在が指摘されたことに端を発しているとのことである。また、元総社小学校では、木造校舎に替わる校舎として

昭和37年に鉄筋3階建校舎が完成しているほか、昭和42年に校舎の増築、昭和46年に鉄筋3階建の東校舎の完成、

昭和48年に体育館の完成など、昭和30年代後半から40年代にかけて校舎等の新築・増築を繰り返し行っているこ

とから、こうした建設作業時に偶然出土した遺物を保管してきたのかもしれない。また、校庭は元の地形が削平

によりかなり削られていることで、現在でも校庭で遺物が少なからず表面採集できることから、ちょっとした美

化作業等でも遺物が出土することもあり得えたであろう。いずれにしても、何らかの経緯で校庭から出土したも

のであると考えられる資料である。

前橋市教育委員会の実施する上野国府等範囲内容確認調査では、平成25年度に初めて元総社小学校校庭におけ

る発掘調査を実施した。主な成果としては、「大家Jや「卒」の墨書土器や、黒色土器や須恵器の蓋・盤などが出

土した古代の溝が検出されている(前橋市教育委員会 2015)。平成26年度も元総社小学校校庭の発掘調査は実施

しており、今後も継続して発掘調査をする必要もあることから、今後の調査・検討に資するために、元総社小学

校の保管資料を分析・検討を行い、本報告に掲載することとした。

2 保管資料について

(1) 資料の概要と整理作業

元総社小学校に保管されていた遺物は、パン箱に換算して約2箱分の量であった。資料の状態としては完形の

ものも中には存在したが、ほとんどが破片の状態であった。また、一見して同一個体の破片も存在したことから、

遺物には「元小」の注記を行い、個体別の分類を行った後に接合作業を行った。そして、接合した個体も 1点と

して数量計算したところ、合計で129点となった。なお、分類した種類別の数量は表のとおりである (Tab.5)。

土器類

E三
里主

丸瓦

2 

板碑

2 

軒丸瓦

合計

3 

近世以降

2 

合計

47 

※酸・須恵器:酸化焔焼成須恵器

Tab.5 元総社小学校保管の遺物

59ー



M-9 
11 

布市くア/

@ 
M-12 

M-lQ 

o 1/3 10cm 

Fig.35 元総社小学校寄贈の出土遺物(1)
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Fig.36 元総社小学校寄贈の出土遺物(2)
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Tab.6 元総社ノト学校寄贈資料遺物観察表

番号 器種名 8屋重 g雪Eみ径 SE事g霊草度 器種の特徴・整形 ・調整技術 備考

1¥1]-1 須恵器 ①③ 9.8 ② 2.4 ①③細褐粒灰
②良好

体部・口縁部は犠纏整形。底部は静止糸切り。 酸化焔
杯 6.4 ④完形

1¥1]-2 須恵器 ①③ 10.4 ② 2.2 ①③細に粒 ②良好 体部・口縁部は犠櫨整形。底部は静止糸切れ 酸化焔
杯 6.8 ..>:い黄樟 ④1/3 

1¥1]-3 須恵器 ① 10.0 ② 2.0 ①③ 中粒 ②良好
体部・口縁部は犠櫨整形。底部は静止糸切り。 酸化焔

杯 ③ 7.0 淡黄 ④ほぽ完形

1¥1]-4 須恵器 ① 10.5 ② 3.4 ③①細浅粒 ②良好 体部・口縁部は糠櫨整形。底部は回転糸切り。 酸化焔
杯 ③ 5.2 黄燈④3/4

l\II- ~ 
須恵諜 ①③ [IS 4] ①~ ~ ①中和 f言).1ミ好 体部・口縁部は締臓移形n 底部は晶台宇梼着の後に鞍形n 口縁に少景の煤が付

酸化焔
椀 9.0 ③灰白 @1/2 着している。

1¥1]-6 須恵器 ①③[14ー6] ②( 4.7) ①中粒 ②良好 体部・ロ縁部は犠櫨整形。底部は高台を接着の後に整形。 椀の内に被熱による
酸化焔

椀 ③浅黄樟④2/3 と推定される赤化と煤焦げあり。

1¥1]-7 須恵器 ①③ [10.5] ② 4.5 ①③浅中粒 ②良好 体部は外商・内面ともに糠櫨整形。底部は高台を緩'ti'の後に整形。 酸化焔
椀 5.8 黄権 ④2/3 

1¥1]-8 
須恵、器 ①③ [12.0] ② 1.7 ①③浅中粒黄 ②良好 体部は外商・内面ともに糠櫨整形。底部は静止糸切りの後に高台部を接着し整

酸化焔
皿 6.8 樟④2/4 形。

1¥1]-9 須恵器 ①③[23.0ー]② (7.0) ①① 中粒 ②良好 体部は外面・内面ともに犠櫨整形。外面に鍔を接着した後に犠植整形。 酸化焔
羽苓 明背褐 (正〕破片

坪部と脚端部は、外商は箆削りの後に車産櫨整形、内面は鱒様車主形。脚部上半部

1¥1]-10 土師質 ①[27.1] ②[26.2] ①中粒 ②良好
は縦方向の箆削りで整形。杯部・脚部・脚端部を接合した後に横方向の撫でで

高杯 ③ 一 ③浅黄櫨 @3/5 整形。また、係部および脚端部の器体中心部に箆削りで孔を穿つことで、脚部
の中心部と貫通させている。

1¥1]-11 上師質 ① ②( 1.7) ①中粒 ②良好 品生干の脚基部の破片。内面は轍櫨整形で整形し、その後に脚部と按合して箆削
高土下 ③ ③灰白 @破片 りで孔を穿つ。州面は坪部主按合した後に縦方向の箆削りで盤形しているυ

1¥1]-12 須恵器 ①②(  7.7) q③湘灰粒 ②良好
外商・内面は糠櫨整形。脚端部は広がる。

高坪 ③(12.6) ④脚部

1¥1]-13 
須恵、器 ① 7.4 ② 2.6 ①(き)中粒 ②良好 須恵器椀の体部を打ち欠いて整形し、硯に転用したもの。欠け口の突出部は削
転用硯 @ 7.日 灰向 (4)ほl:r宗形 り落されて鞍形されているn 内面中心付近が使用により摩耗している。

灰粕陶掠椀の体部を打ち欠いて整形し、硯に転用したもの。内面 ・外面の両面

1¥1]-14 灰糊陶器 の③(5.6) (吉)(1. 4) ω細粉 (2)良好 が使用により摩耗しているα 高台部も摩耗しており、;J置きと考えられる線刻
転用硯 ( 6.6) ③灰白 ④1/3 が2条見られる。

被熱により一部剥離している。

1¥1]-15 板碑
長 55.5 幅 17.5

緑泥片岩製。中尊種子はキリーク。その他の銘は無し。完形と考えられるが、盤形は粗い。
厚 2.8

1¥1]-16 板碑
長 39.0 偏 29.4 緑泥片岩製。山型の下に線刻の二条線あり 。 中尊極ずは-tリ ークで、~白をもっ。蓮台付近から下を欠
厚 2.8 t員。裏面にノミ痕あり。

資料的には酸化焔焼成の須恵器が一番多く、次いで瓦となっている。その他に、石製品として板碑等が3点含

まれている。これについては、資料自体が非常に大きく、小学校の校庭以外からの出土したものが保管している

時点で混同してしまった可能性も考えられるが、元総社小学校の北には現在徳蔵寺とその墓地が存在し、その周

囲には放光院・宝勝院・千手院などの寺院や観音堂がかつて存在したことから、中世、これらの寺院に隣接して

墓地が存在し、その墓地に関連した資料かもしれない。また、校庭やその北側の元総社明神遺跡では中世の溝が

検出されていることから、そうした中世の遺構から出土したことも考えられる。

(2) 分析・検討

上記分類に即して、各資料について述べてみたい。なお、各資料のうち、図化に耐えうるものは図示し観察表

に記載した (Fig.34・35、Tab.6)。

土器

①縄文土器

縄文土器が1個体分存在する。縄文時代中期後葉の加曽利EIII式の深鉢と考えられる。元総社地区では蒼海地

区でも西の高崎市寄りで縄文時代中期の集落が確認されている。元総社小学校付近では、調査区の覆土から縄文

土器が破片で出土することはあるが、遺構が検出されることは稀である。この資料は 1個体となることから、土

坑などから出土したととが予想され、口伝されているとおり元総社小学校で出土したのであれば、付近では稀有

なケースとなろう。

②土師器

土師器は 7点存在するが、器種の内訳としては、曹の破片と考えられるものが3点、坪が1点、不明が3点と

9
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なっている。杯以外は小片であるので、時期の判断は難しい。坪については 8世紀末頃から 9世紀初頭頃と推定

され、被熱により赤化して煤けている。

③須恵器

須恵器は 6点存在する。器種の内訳としては、杯の口縁部の破片と考えられるもの 1点。高台の付く底部の破

片が3点、高坪の脚部が1点、高台をもっ椀状の須恵器を転用硯としたものと考えられるものが1点である。時

期について破片であるために判断が難しいが、底部の破片については、回転糸切りを採用していることから、早

くても 8世紀後半となるであろうか。なお、須恵器については高杯と転用硯を図示した。

④酸化焔焼成須恵器

酸化娼焼成須恵器は58点存在する。内訳としては椀の破片と考えられるものが35点、杯の完形もしくは破片と

考えられるものが17点、皿の破片が1点、羽釜が4点、不明が1点である。焼成の状態を観察すると、焼成後の

胎土が桂色もしくは褐色を呈しているもの(以下、本文中では I類と呼称する)が5点で、他は灰白色もしくは

浅黄櫨色を呈している。この色の椀と杯の胎土は砂が多くざらついた表面をしている(以下、本文中ではII類と

呼称する。)。

椀については、体部と考えられる破片が12点、底部から高台にかけての破片が12点、高台だけの破片が7点、

体部・底部・高台の確認できる破片が4点となっている。体部の残るもののうち、内面に煤の付着が観察できる

ものが1点、被熱によりと考えられる赤色化や煤焦げたような痕跡が観察できたものが2点見られた。底部の残

るものを観察するとII類のものは高台を接着した後の整形で切り離しの技法が観察できないが、 I類については

回転糸切りを行っている。椀のうち 3点を図示した。

坪については、完形もしくは 3分の 2近く残存しているものが7点、それ以下で3分の l以上残存しているも

のが6点、 3分の l以下の破片が4点となっている。焼成・胎土の状態では、 I類 3点でII類が14点である。底

部の残るもので切り離しの技法を観察すると、 I類では3点とも回転糸切りを行っていた。 II類では回転糸切り

は2点で、残りの12点は静止糸切りを行っていた。坪のうち 4点を図示した。

皿については 1点のみの出土である。焼成・胎土の状態ではII類に分類される。底部は静止糸切りで切り離し、

高台をもっ。皿はこの 1点を図示した。

羽釜が4点存在する。口縁部および鍔付近の破片であるが、聴瞳で整形しており、推定される形状の特徴から

西毛哨域に多く見られる形熊と考えられる。このうち 1点を図示したn

⑤その他

その他に分類した土器としては、土師質の高坪が挙げられる。Fig.35のうちでM-10・11としたものが該当する。

その他に図示しなかったが坪部の破片が1点存在する。本来的には酸化焔焼成の範曙で捉えることも可能かもし

れないが、本文中では別の扱いとした。

この高坪の特徴としては、焼成・胎土が酸化娼焼成須恵器のII類に近い。また、脚部の整形は縦方向の箆削り

で断面が多角形になるように行い、全体を整形後に杯部の底部中心に箆削りで穴を穿ち、脚部の中と貫通させて

いることである。元総社小学校では接合の結果、 5分の 3程度まで復元できたものが 1点、別個体と考えられる

坪部の破片と脚基部の破片がそれぞれ1点ずつ存在する。このうち 2点を図示した。

⑥黒色土器

黒色土器は 1点のみ存在する。小片ではあるが椀の底部と推定されるものである。底部に高台が付き、内面に

黒色処理を施している。

⑦灰軸陶器

灰柚陶器も 1点のみ存在する。椀を転用した硯の破片と推定される。この資料については図示した。
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⑧近世以降

近世以後のものと考えられるものが2点存在する。そのうち 1点は同一個体と考えられる警の破片で、もう 1

点は素焼きの土器片である。器種の判断が難しいが、陶器を焼く際の匝鉢に似ているという指摘から、近世以降

に帰属させた。

瓦

瓦については冒頭で簡単に触れたように、近世以後の瓦を差しヨ|いた45点中、平瓦が42点を占めているの文字

瓦の有無については、文字の「はらいjのような線が箆書きされたものが1点だけ確認できたが、確実に文字瓦

として認定できたものはなかった。

①平瓦

平瓦も多分に漏れなく基本的に破片であるが、長さが約30cmのものを最大として15cm程度までのものが16点、

それから 5センチ程度までのものが21点、 5センチ以下や剥離した破片が6点存在する※註(1)。被熱により表面が

あばた状に弾けているものが1点、表面に赤色化した粘土が付着した状態のものが4点認められた。

②丸瓦

丸瓦は 2点のみ存存するn 2点とも破片であるが、両方とも長さが15cm稗摩守残す破片である。とのうち 1点

は赤色化l〆表聞が剥落しでいる。

③軒丸瓦

軒丸瓦は 1点のみで、瓦当の 3分の 1程度の破片である。簡略化された蓮華文が印象的ではあるが、上野国分

僧寺の瓦分類(群馬県教育委員会 1988)によると、 II期のE1系の軒丸瓦と推定される。

④近世以降の瓦

近世以後の瓦と分類したものは 2点である。軒桟瓦の破片と考えられる。

石製品

①軽石製品

長さ 6cm程の楕円に近い形状をしたもので、砥石状に面取りされている。

②板碑

板碑2点については、拓本を掲載した。

(3) まとめ

元総社小学校保管の資料で特徴的なのは、酸化焔焼成須恵器の一群である。胎土・焼成の状態に差異を基準と

して 2つに大別したのは前述のとおりであるが、坪の底部に残る切り離しの技法の差異から、 I類と II類では製

作技法が異なる可能性が考えられる。また I類とII類では、本資料を見る限り II類の割合が高い。底部の切り離

し技術に着目するならば、皿についても杯と同様にII類の製作技術の範轄で製作されている。椀については、底

部に高台を接着した際に醜櫨で整形しているため観察による採用技法の判断は困難であるが、胎土と焼成状態で

判断するならばII類にあたるものは静止糸切りを採用している可能性が考えられる。また、胎土と焼成状態で判

断するならば、「⑤その他」とした高杯についても II類の製作技術の範曙に含まれると判断できる。

問題としては、これらの資料が一括資料ではないため、個体別の時期的な差異が不明という点である。また、

口伝のとおり、元総社小学校の校庭から出土したとするならば、どのような遺構を想定したらいいのかというこ

とである。元総社小学校の校庭における発掘調査としては、冒頭述べたとおりであるが、平成25・26年度実施し

た上野国府等範囲内容確認調査の成果と比較してみたい。平成25年度調査 (21aトレンチ)の 1号溝跡では多量

の土師器や須恵器が出土しているが、元総社小学校保管の酸化焔焼成須恵器II類のような特徴をもっ土器は存在

しない。平成26年度調査では10世紀代と考えられる住居跡が検出されているが、トレンチ覆土の一括遺物も含め

でほぼ確認できない。 II類のような土器は、元総社小学校の北西約400mに位置する元総社蒼海遺跡群 (95) (以
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VI 元総社小学校寄贈の遺物について

下、本文中では蒼海 (95) と呼称する。)で検出された 9号井戸や、さらに北西約300mに位置する元総社蒼海遺

跡群 (102) (以下、本文中では蒼海 (102) と呼称する。)の 3号溝からそれぞれ出土した酸化焔焼成須恵器の杯

に灰白色で切り離しに静止糸切りを採用したII類の範轄で考えられる遺物が存在する。蒼海 (95)の9号井戸は

酸化焔焼成の坪や椀を主体とした遺物が多量に出土した遺構で、 11世紀前半には井戸としての機能を失ったとさ

れている。また蒼海 (102)の3号溝は断面が浅いU字形を呈し覆土が硬化していることから道路として使用され

たことも考えられる遺構で、出土遺物から10世紀後半から11世紀頃の遺構と考えられている。これらを考慮する

と、元総社小学校保管の遺物のうち、少なくとも II類とした土器は11世紀頃のものと推定される。 21aトレンチ

1号溝跡の時期としては 8・9世紀代が考えられていることから、 1号溝跡から II類の遺物が出土していないの

であれば、 II類の遺物の時期判断と一致する。本書にて平成26年度上野国府等範囲内容確認調査の結呆を掲載し

ているが、平成26年度上野国府等範囲内容確認調査の33・34トレンチにおいて、破片であるがII類の範障で捉え

られる酸化焔焼成須恵器が出土している。また33トレンチの 1号落ち込みとした溝状の遺構から II類の杯の破片

とともに灰白色の高坪が出土している (p.49Fig.31参照)※註(2)。この高杯が、 II類の酸化焔焼成の坪や椀と一括の

遺物とするならば、同時期である11世紀頃の遺物とすることができるであろう。

瓦については、元総社小学校校庭遺跡で掘立柱建物が2棟検出されているほかに、平成26年度調査でも建物跡

が 1棟検出されている。こうした建物の屋根に瓦が葺かれていた可能性も考えられるが、元総社蒼海遺跡群では

住居のカマドの構築材として瓦が使用されることが多々確認されている。平成26年度調査の30トレンチ 1号住居

跡でもカマドの左袖の構築材として丸瓦が使用されており、その瓦を観察すると、表面が糧色に変色しており、

被熱で赤色化した粘土が付着している。元総社小学校保管の瓦のうち、被熱により表面が弾けているものや、瓦

の表面に粘土が付着したものが多少見られることから、こうした瓦はカマドの構築材として転用されていた可能

性が考えられよう。しかし、比較的小片の瓦も保管されていたことから、瓦の散布量や、カマドの構築材に転用

された瓦がどのような状態に変質するかなど、比較のデータベースとなるものも現時点では構築されていないこ

とから、本米の用途で使用されたのか、それとも転用されたのかという問題については、現時点での判断は難し

いと考えられる。

註

( 1 ) 瓦の破片の分類で、破片の大きさの基準として15cm・5cmを使用しているが、その根拠として、瓦が葺かれていた状態やカマ

ドの構築材として転用された状態などの考古学的に有機的な意味合いを持つものというよりも、資料を一見した際の印象で、瓦

の破片を15cmと5cmを基準としてある程度の分類が可能だと判断したからである。

(2) 33トレンチ 1号落ち込みの遺物について、具体的に遺物を統計的に処理したわけではないが、傾向としてII類の遺物よりも、

褐色もしくは燈色で回転糸切りを採用した I類の坪や椀のほうが多いように思われる。なお、上野国府33・34トレンチに隣接す

る蒼海遺跡群 (99)(前橋市教育委員会 2016刊行予定)についても、 II類の範鷹で捉えられる杯・椀・高杯が出土している。
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四まとめ

1 成果について

(1) 国庁推定地C案周辺について

平成26年度調査では、国庁推定地C案周辺でトレンチ調査を実施した。また、区画整理事業に伴う調査も実施

され、付近の調査面積が増加した。その結果として掘込地業をもっ建物2棟、掘立柱建物2棟、古代の大溝3条

が検出された。ここでは今年度に範囲内容確認調査を実施した掘込地業をもっ建物跡について考察し、さらに国

庁推定地C案周辺の概観について述べることとしたい。

①28トレンチ l号建物跡について

28トレンチ 1号建物跡の掘込地業は所謂「布地業jで、平面形は枠のように巡った形をしていた。各辺で数値

に若干の差はあるものの、確認由での規模は東西約13m、南北約 8m、幅約1.3m、採さ約90cmを測る。掘込地業

の掘り形は逆台形で底面が平坦になるように掘り込むという特徴も持ち合わせている。

本年度調杏における 1号建物に関する見解については、以下のとおりである。

i .掘込地業に礎石や礎石を据えるための根石、もしくはその掘り形は検出できなかった。

ii.掘込地業に柱穴は認められなかった。版築層内での柱穴の見逃しを想定し、部分的に掘込地業の底面ま

で掘り下げたが、底面に窪み等の柱穴の痕跡は確認できなかった。

iii.地中梁の存在も想定したが、版築層内でその痕跡を確認することはできなかった。

また地元においても、 1号建物が検出された付近で、かつて礎石に該当するような大きな石の露出や、それを

掘り出したというような挿話も確認できない。

なお、掘込地業の形状についても、遺構確認面よりも上位における版築の有無について、土居の観察により確

認作業を行ったが、土層中に版築層は確認できなかった。よって、この建物跡の掘込地業は、「枠J形を呈してい

たと考えられる。

また、土層観察結巣から、掘込地業の掘り形は、浅間じ軽石を包合ーする黒色土層(標準土層lV層)と砂層への

漸位層 (V層)を掘り込み、その底面は総社砂層 (VI層)直上位にまで概ね達している。掘込地業の版築層の上

位には暗褐色土が堆積し、その上位は現表土層となる。この暗褐色土層は平安時代後期頃 (10・11世紀頃)の遺

物や浅間B軽石・同C軽石を包含しているが、この層の上位で明瞭に各遺構のプランが確認できなかったことか

ら、さらに下位で遺構確認を行ったので、仮に遺構があれば見逃したことも否めない。しかしながら、トレンチ

での土層観察では、この層は現表土層の下層に平均的に見られ、また掘込地業もこの層の下で確認が可能となる

状況であったことから、この層での遺構は存在しなかった可能性が高い。

以上のとおり、 28トレンチ 1号建物について述べたが、前橋市内において布掘りが枠形に全周する建物跡が3

棟検出されている。 28トレンチ l号建物の構造を考える上で、検出された 3棟の概要を次に述べたい。建物跡が

検出された遺跡は上西原遺跡(群馬県教育委員会 1999)、荻窪鰯塚遺跡(前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2001)、

元総社蒼海遺跡群 (35) (前橋市教育委員会 2011)である。

i.上西原遺跡5号掘立柱建物

東西4.5m(梁行2間 1間=7.5尺)、南北6.0m(桁行3間 1間=6尺・ 7尺)の規模で、 N-12
0-Wの傾

きであることから、やや西に傾く南北棟である。柱穴は円形もしくは楕円形で、布掘りは梁聞の 2ヶ所で途切れ

ている。この建物は方形区画の南南西約100m付近に位置しており、付近は住居跡や掘立柱建物がやや集中してい

る。
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VII まとめ

cl) 

梁行3聞

( 1聞:7尺)
28トレンチ 1号建物模式図

。 2 4m 

1 : 200 (各遺構同一縮尺)

④ @ 

荻窪鰯塚遺跡1号建物跡

@ 

上西原遺跡5号建物跡

元総社蒼海遺跡群 (35) 2号建物跡

Fig.37 28トレンチ 1号建物(試案)模式図と市内検出の布掘りを持つ建物
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ii.荻窪鰯塚遺跡1号建物跡

東西4.23m(桁行2間:1間=約7尺)、南北3.52m(梁行2間 1間=約6尺)の規模で、 N-88'-Wの傾き

であることから、やや西に傾くほぽ正方形の建物である。柱穴は楕円形もしくは不定形に近く、布掘りの後に柱

穴を掘削していると考えられる。覆土の状態について報告中には記載はないため不明である。荻窪鰯塚遺跡では

7世紀から 9世紀にかけての住居跡や掘立柱建物跡が検出されており、赤城山南麓地域における当該期の集落跡

と考えられるが、 1号建物跡は、 10棟ある掘立柱建物跡のうちの第 1グループとされる一群の一つで、近似する

主軸の住居跡を、 1号建物と同時期に集落を構成していた建物として位置づけた場合、第1グループは時期的に

8世紀末から 9世紀初頭に位置付けされる。

lll. 元総社蒼海遺跡群 (35) 1区2号掘立柱建物跡

東西5.27m(桁行3間:1間=約6尺)、南北は一部調査区外のため、測定値で3.56m(梁行2間?: 1間=約

2尺)の規模で、 N-24'-W※註(1)の傾きを持つ。柱穴は楕円形がほとんどであるが方形を呈するものも存在する。

コーナーの柱穴2基は底面の柱の部分を一段掘り窪めた痕跡があり、北西隅の杵穴では杵痕も確認されているが、

他の柱穴では当たり等は確認されていない。建物の時期については特定できる要素もなく、重複関係にある遺構

も時期が不明であるが西に近接する住居の時期が6世紀末から 7世紀初頭であるため、総合的に考えると、 7世

紀初頭以後であると推定できるだろうか。

上記のとおり、前橋市内における布掘りが全周する構造の建物跡は、総じて布掘りとともに柱穴が検出されて

おり、 28トレンチ 1号建物とは構造が異なる。

群馬県内では、太田市の新田郡家跡の13号掘立柱建物跡と14号掘立柱建物跡が布掘りの側柱建物として報告さ

れている(太回市教育委員会 2010)。両建物ともに部分的な確認であるため、全容は明らかではないが、 13号掘

立柱建物跡は梁行2問、桁行3間以上の規模で、 4ヶ所で柱痕が検出されている。柱聞は桁行方向で2.1mとなっ

ている。 14号掘立柱建物跡は 2ヶ所で柱痕が検出され、柱聞は2.7mとなっている。やはり柱痕が確認できるとい

う点で、 28トレンチ 1号建物とは構造が異なる。

また、南関東の神奈川県では、 rr溝もち」掘立柱建物」と呼ばれる構造の建物の検出事例が多い。この「溝も
ち」掘立柱建物の構造は布掘りと同様に柱飴を溝状に掘るが、これが比較的浅く狭い構造となっている(中田

1981)。また神奈川県川崎市の橘樹郡街遺跡群で検出事例のある「壁建ち建物」と呼称される建物が存在する()11 

崎市教育委員会 2014)。報告書中の SB0071とSB0087が該当し、 SB0071は布掘りで覆土を付き固めており、地

中梁を有する。また遺構確認面において穴が 2m間隔で、検出されている。SB0087も同様の構造で柱穴が1.8m間隔

で検出されている。 28卜レンチ 1号建物とでは、布掘り状の掘り形を持つことや、覆土が土質の違う互層で突き

固めである点では近似しているが、地中梁をもっ点、では異なると考えられる。

いずれにしても、現状では 1号建物跡の建物については、柱の痕跡が未検出のために柱間等が現状では不明で

ある。仮に柱が遺構確認、面における掘込地業の範囲の中において、各辺の中心軸上に柱が並んでいたという想定

で建物の規模を想定してみた (Fig.37)。あくまでも一試案であるが、 1号建物跡の規模については、桁行は柱間

8尺(約2.4m)で5問、梁行は柱問 7尺(約2.1m)で3聞としてみた。ただし、これらの柱がどのような構造

で建てられていたのかは確証を得ないでいる。まだ南辺は一部のみの調査であることから、未調査部分での調査

を行い今年度の調査結果の再確認を行う必要があろう。

②33・34卜レンチ(蒼海 (99))の建物跡について

平成26年度に実施された元総社蒼海遺跡群 (99) (以下、本文中では蒼海 (99) と呼称する。)の発掘調査で掘

込地業をもっ建物が検出された。この掘込地業は布地業と総地業に分けることができるが、 33トレンチでは布地

業および総地業の西辺がそれぞれ検出された。これにより両掘込地業の西端が確認できた。蒼海 (99)において

は建物廃絶後の遺構により掘込地業はかなり破壊されている状態であったが、両掘込地業の北辺が確認できたこ
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VIlまとめ

とから、北西隅を中心とした建物のプランがおぼろげながら把握できつつある状態である (Fig.25)。

33トレンチにおける布地業の成果であるが、以下のとおりである。

1 .工法的に、まず総社砂層に到達する程度まで掘り込む。その際は必ずしも底部を平坦にしていない。そ

の後に、総社砂層の漸位層のブロックを混ぜ込んだ土を入れ、硬く締めながら上面を平坦にした後に版

築を行い、布地業を構築している。

11 .版築中心部に軸線と同方向でサブトレンチを掘り、土層の堆積状況を確認したが、礎石を据えた痕跡(根

石や、その痕跡。版築のたわみなど。)や柱穴等は検出できなかった。

総地業については、以下のとおりである。

i .工法的には、基本的に布地業と同様で‘あるが、縁に近いところでは、整地面が顕著ではなかった。

ii .版築上位に残されていたであろう建物の痕跡については、後の遺構との重複の影響により明確に確認で

きなかった。

工法的な点については、 28トレンチ 1号建物跡の布地業が掘り形の底面を平坦になるように掘削していたのと

異なる。また、掘込地業に礎石の痕跡や柱穴が検出できなかった状況については、総地業についてはかなりの範

囲が溝状の落ち込みにより削り取られていたことと、布地業については版築層の上面付近で10世紀から11世紀に

かけてと考えられる土器の破片が比較的多く出土していることから、 28トレンチと同様に平安時代後期から中世

にかけての遺物を包含する層の存在や、遺構確認時にプランが把握できなかった遺構が存在していたことが考え

られる。

なお、布地業と総地業との同時性についてであるが、蒼海 (99)の調査担当者と討論の結果をふまえて布地業

と総地業の関係について述べると、以下の事が言える。

1 .布地業と総地業の重複関係や新旧関係については、明確な状態で確認できない。

ii.上記項目に関連して、布地業と総地業は平面的に重なるような状況を呈していない。むしろ総地業の外

周を布地業が巡るようなイメージで、重ならないように造られているとも受け取れる。

上記の点を考慮すると、同ーの建物の掘込地業である可能性が高いが、その場合、総地業(身舎)に対して布

地業(庇)の構造を持つ建物と考えられる。その際に、この建物の性格をどのように位置付けするべきなのか、

またこのような構造の建物の調査事例が全国的には存在するのか、今後類例の有無の確認などをしていく必要が

あろう。

逆に、 28トレンチのような枠形の布地業の建物と、全く別の総地業の建物が重複関係を持って建てられていた

とすれば、遺構の解釈は簡単に済みそうではあるが、重複関係が判然としない状況では、 2棟重複説の確証を得

るまでには至れない。いずれにせよ、現在のところ結論には至れなしユ。乙の問題については、今後とも検討が必

要である。

③国庁推定地C案周辺のまとめ

国庁推定地C案は、総社神社の故地との伝承を持つ宮鍋神社が存在することと、その南側に平坦地が広がって

いたことから、国庁推定地の候補としたものである。この周辺については、平成24年度に上野国府等範囲内容確

認調査で、500m2の範囲を調査している(前橋市教育委員会 2013)。その他の付近の調査履歴としては、平成12年

度に「元総社宅地遺跡」の調査(前橋市埋蔵文化財発掘調査 2000)を実施しているほか、元総社蒼海遺跡群 (29)

1区・ (45)・(65)・(95)・(96)・(99)の調査(前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2010、前橋市教育委員 2013.2015) 

(以下、元総社蒼海遺跡群は蒼海と呼称)など区画整理事業にともなう発掘調査も近年実施されており、調査面

積も着々と広がっている。調査履歴から経過を見てみると、元総社宅地遺跡13トレンチとして宮鍋神社の北側で

発掘調査を行った際に、 2棟の掘立柱建物と、古代の溝が検出されている。平成24年度に実施した上野国府等範

囲内容確認調査では、元総社宅地遺跡で検出された古代の溝を再検出したほかは、国府に直接的に関連する遺構
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の検出には至らなかった。しかしながら、平成26年度に実施した蒼海 (95)で、 2棟の掘立柱建物と 3条の古代

の大溝が検出されたのを皮切りに、上野国府28トレンチと蒼海 (99)で掘込地業をもっ建物跡が検出されるなど、

にわかに官街との関連が推定される遺構の検出が相次いだ。

以下、各調査地点の建物跡と溝跡について概要をみてみたい。

元総社宅地遺跡23トレンチでは 2棟(1・ 2号建物跡)報告されている。 1号建物跡については、未調査であっ

た北側で推定上野国府13トレンチとして再調査を実施したが、明確な柱穴の検出には至らなかったため、詳細は

不明である。また、 2号建物跡についても、報告中では柱穴としたピットが1基のみ存在するだりであるため詳

細は不明と言わざるを得ない。なお、元総社宅地遺跡23トレンチおよび推定上野国府13トレンチでは古代の溝も

検出されている。溝は基本的には南北方向と考えられるが、南へ進むに従い西南西へと傾き始める。その後、ど

こへ連続していくのかは不明であるが、規則的に掘削された溝とは言い難い状況を呈する。ただし、時期的には、

6世紀代の住居跡よりも新しく、覆土上に10世紀代の住居が造られていることから、平安時代後期にはすでに機

能していなかったことが考えられる。なお、元総社宅地遺跡の報告中では暗渠の可能性を指摘している。

宮鍋神社より南では、推定上野国府28トレンチでl棟(1号建物跡)、元総社蒼海遺跡群 (99) (本文中では、

以下蒼海 (99) と表記)で建物跡が1棟(1号建物跡)検出されている。建物の概要については、前述のとおり

である。

また、国庁推定地C案からさらに南になってしまうが、元総社蒼海遺跡群 (99)より南へ約110mの地点の元総

社蒼海遺跡群 (95) (本文中では、以下蒼海 (95)と表記)で2棟の建物跡が重複した状態で検出されている。 1

号建物はプランがほぽ正方形であるが、 2号建物は東西棟と考えられる。また、この 2棟の建物の重複関係は、

1号建物が2号建物に先行する。これらの4棟は正方位ではなく、北から西へ15度前後の傾きをもっという特徴

をもっ。また、蒼海 (95)の調査区内では、調査区北西で古代の大溝(2号・ 3号溝跡)が重複して 2条、東で

1条 (Hオ溝跡)検出されている。 2号・ 3号溝跡は 3号溝跡が古〈相対的に細いが、それよりも 2号満跡が新

しく相対的に広い。 2条ともほぼ東西方向で、 2号溝跡の角度はN-13υ-w、3号満跡はN-15"-Wでほぼ同ー

の走行をもっ。 1号溝跡はほぽ南北方向でN-40-Wの走行をもっ。

これらの建物跡や満跡については、①正方位を意識していると考えられるもの②西へlb。前後ω傾きをもつもの

の2種類に大別できる。

①正方位を意識….....・H ・-…・・元総社宅地1号・ 2号建物跡、 l号溝跡?

蒼海 (95) 1号溝跡

②西へ15
0

程度の傾き ....・ H ・-上野国府28トレ 1号建物跡、蒼海 (99) 1号建物跡

蒼海 (95) 1号・ 2号建物跡、 2号・ 3号潜跡

ただし、元総社宅地遺跡1号溝跡については、途中で西へ曲がるため、厳密には正方位とは言い難い。

国庁推定地C案周辺の建物跡や溝跡は、傾向として西へやや傾きを持つ傾向がある。なお、通称「日高道」を

挟んだ西側に位置する国庁推定地B案の範囲内において、北から西へ約10度の傾きを持つほぽ南北方向の溝が

通っている。この溝に関しては次節で詳細を述べたいが、いささかの問題も含んでいるものの、何かしらの統一

的な基準に基づいて長距離に亘って計画されたことを示唆しているものと考えられないだろうか。さらに国庁推

定地B案の西側の位置(松井屋敷)で検出された元総社蒼海遺跡群 (58) 1号満跡も東西方向の溝であるが、 N

75
0

-Eの走行をもつことから、この溝についても、西へ150程度の傾きをもっ一群に含めることができる。また、

二の丸に位置する蒼海 (102)でも小規模ながら 2号潜跡(確認面での上幅約 1m:N-30-W)、3号溝(確認

面での上幅約2.5m:N-10
0

-W)と2条の溝が検出されている。 2号溝は正方位を意識した溝の範障に含めて考

えることができるであろう。 3号溝については、断面形状や覆土から道路的な性格も考慮する必要があるかもし

れない。
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VII まとめ

なお、これらの建物跡や溝跡の時期についてであるが、建物跡については重複関係から 6世紀以後に建てられ、

10世紀代には廃絶していたと考えられるが、詳細な時期ははっきりとしない。溝跡については、蒼海 (95) 1号

溝跡は10世紀後半には廃絶していると推定され、 3号溝を掘りなおすかのように重複して掘削されている 2号溝

跡は 9世紀後半には廃絶していると推定されている。また、蒼海 (58) 1号溝は、 10世紀か11世紀に廃絶したと

推定され、蒼海 (102)2号溝の時期は不明である。このように溝については廃絶が推定される時期に多少のばら

つきがある。

このように国庁推定地C案周辺には共通する要素を建物や溝が点々と検出され始めているが、これらの遺構の

連続性や同時性も現在では不明で、あり、現段階では近似した方位で2パターンに大別できるという程度のことし

か言えないのが現状である。

なお、国庁推定地C案周辺において、これらの建物や溝が廃絶した後 (10世紀代から)に、住居がかなりの重

複関係を持って造られるが、小鍛冶的な要素をもっ大型の住居跡が数件検出されている点や、これらの遺構の覆

土から、緑軸陶器(段皿・四足壷 7)・白磁(椀)などの高級陶磁器や、土師質の胎土の高杯、切り離しの技法が

静止糸切りの坪など、特徴的な遺物が多く出土している。白磁については、蒼海 (99)から東へ約100mの牛池川

沿いに位置する元総社明神遺跡Zトレンチにおいても破片が比較的多く出土しているほか、土師質の高杯や静止

糸切りの坪は、元総社小学校の保管資料にも存在している(本報告書のVI章参照)。この土師質の高杯については、

前述のとおり胎土が灰白色であること、坪部の中心部に孔が穿かれて脚部と貫通した状態であるという特色があ

る。平安時代後期に平安京で白色土器や無柚陶器と呼ばれる白色で土師質の土器が使用されていたことが知られ

ている。蒼海 (99)や元総社小学校所蔵の土師質の高坪が、平安京で出土する土器と比較した場合、その胎土・

製作技法・杯部底部を穿孔する特殊な器形など、共通する要素を持ち得るかという課題もあり、今後、追究すべ

き課題であろう。まとめとしては、牛池川沿いに高級陶磁器や特殊な土器が出土する地点が点在していることは、

10世紀以後のこの付近の土地利用を考える上で注意すべき点であると考えられる。

(2) 大溝(区画溝)について

古代の大溝については、閑泉樋遺跡におけるその検出以来、上野国府の国府域を区画することが考えられるた

め、その連続性や性格の解明するための調査を継続して行ってきた。平成25年度調査を報告した時点、で、検出さ

れた大溝は21ヶ所にのぼり、地点聞の連続性等から、 9条の大溝の存在を推定した(前橋市教育委員会 2015)0 

平成26年度調査は、このうちの区画溝Bとした西に10
0

傾いたほぽ南北方向の大溝と、平成25年度調査の報告書中

で区画溝Hとした蒼海城本丸南西(元総社蒼海遺跡群 (58))で検出された西に15
0

傾くほぼ東西方向の大溝が蒼海

域本丸付近で交差することが想定されたため、その状況を確認するために調査を実施したものである。

調査結果としては、ほぽ南北方向の溝(推定上野国府29トレンチの 2号溝跡)は検出されたものの、調査範囲

内で明確に区画溝が交差する状況は確認できなかった。なお、東西方向の溝を延長した地点にあたる推定上野国

府28トレンチにおいても区画溝は検出できなかった。※註(2)

ここで、それぞれの大溝の各検出地点における検出状況について述べてみたい。まず、ほぽ南北方向の溝であ

るが、北から元総社蒼海遺跡群 (14)5トレンチと推定上野国府6トレンチの 2地点で検出されている (Fig.38)。

双方の検出地点の距離は20mと近い位置にある。検出された状態で両方とも上幅約5m、下幅約3.5mで断面は逆

台形を呈している。標高的な観点では、南に位置する推定上野国府6トレンチの底面が若干低く、大溝の底面は

非常に緩やかに南に向かつて傾斜していると考えられる。なお、推定上野国府6トレンチでは覆土の中位よりや

や上付近で硬化面が検出されている。詳しく述べると、この硬化面の土は砂層土のブロックを多く含んでおり、

あたかも住居の貼床に近い状態であった。また、両方とも表土もしくはその下層付近で浅間B軽石を含んでいた

ことから、覆土の上位に浅間B軽石層もしくはその混入土が堆積していたものと推定される。出土遺物について

も両地点から10世紀代と考えられる遺物が出土しており、覆土と浅間B軽石の関係もふまえると10世紀代には機
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能しなくなっていたと考えられる。

推定上野国府29トレンチの 2号溝跡は、検出状態で上幅2.75m、下幅2.40mを測り、上記の 2地点よりも幅が

狭い。さらに、断面形状でも逆台形に近いが、溝の中央よりやや西寄りで断面が浅いU字形にさらに深くなって

いるために底部が二段になっている。この浅いU字形の部分は上幅約l.5mで、溝の主軸方向と同軸方向の走行を

持つように見える。また、底部付近で出土した須恵器椀の時期が10世紀前半と考えられることから、少なくとも

その頃の溝は機能していたと考えられる。

推定上野国府29トレンチの南側には、元総社蒼海遺跡群 (23)24地点と元総社蒼海遺跡群 (21)27地点の調査

が行われているが、ここでも古代の構が検出されている。元総社蒼海遺跡群 (23)24地点では 1号溝跡、元総社

蒼海遺跡群 (21)27地点では4号溝跡とされている溝で、検出状態で上幅は2.82mからl.74m、下幅は0.38mか

ら0.12mの規模で、断面形状は浅いU字形(皿状)を呈する。また、北から南に向かつて緩やかに傾斜している。

この溝は、位置関係から推定上野国府29トレンチ 2号溝跡と連続しており、なおかつ29トレンチ 2号溝跡の下段

部分のU字形と規模や断面形状が近い。時期については覆土の状態から 2時期が考えられ、出土遺物から10世紀

から11世紀代と11世紀以降を想定している。

これらのことから、元総社蒼海遺跡群 (14) 5トレンチ32号溝跡・推定上野国府6トレンチ 2号溝跡・推定上

野国府29トレンチ 2号溝跡・元総社青海潰跡群 (23)24土利点 l号溝跡及び元総社青海遺跡群 (21)27地点4与す溝

跡は、時期的にもほぼ一致している点と、同ーの軸上に掘削されているという点で共通している。しかしながら、

推定上野国府29トレンチ付近で規模や形状が変化する点と、その付近が、蒼海 (58) 1号溝の延長線との交点と

なること、さらに蒼海 (58) 1号溝の規模と断面形状は元総社蒼海遺跡群 (14) 5トレンチと推定上野国府6ト

レンチと共通し、時期的にも出土品や覆土の状態から10世紀から11世紀には機能しなくなっていたと推定される

ことから、その関連性も注意が必要である。いずれにせよ、今年度の調査では、南北方向へ溝を繋げることがで

きたが、交点については明らかにできなかった。やや傾きを持つ溝については、国)j:推定地C案のまとめでも述

べたとおり、近似した傾きをもっ建物も含めて、この付近で検出例が増えてきている乙とから、台機的に関連す

るのか解明する必要があろう。

(3) 元総社小学校周辺について

①元総社小学校校庭検出の建物跡と溝について

元総社小学校の校庭における調査も平成26年度で2年目となった。今年度は建物跡1棟、溝1条 (30トレンチ

1号建物跡及び1号溝跡)が新たに検出された。元総社小学校の校庭では、元総杜小学校校庭遺跡と平成25年度

調査を含めて、 3棟目の建物跡と、 2条目の溝が検出されたことになる。

30トレンチ 1号建物跡については、南半分が撹乱を受けていたことと、東側を中世の溝(30トレンチ 2号溝跡)

によって掘り取られていたことにより、柱が建てられていたと考えられるピットは 3か所検出したにとどまった。

これらのピットは東西方向に並んだ状態で検出され、ピットの間隔は第V章に記述したとおりで、 P1・P2の中心

聞で170cm、P2・P3の中心間で、200cmとなっており、平面的にも P1とP2は寄っている印象を受ける。しかし、 1

号建物付近は小さな撹乱により蚕食されるように遺構が壊されていることから、れについても、規模がはっきり

しないのが現状であり、だとするならば、近似値で尺貫法に換算ができる 1間l.8mをひとつの試案として、柱の

並びを想定してみた (Fig.39)0 P 1を基準として数字を当てはめてみても、 P2とP3 (推定)の範囲内にも柱が収

まった。また、調査時は柱穴の可能性がある窪みとしていたものについては、この数字では柱の想定位置から大

幅にずれてしまう。覆土の状態を観察しても、他のピットと様相を異にすることから、柱穴の可能性は低いと考

えられる。なお、 2号溝跡の東側ではピットが検出できなかったことと、試案として当てはめた 1間分の距離か

ら推測して、この建物の桁行は 4間程度と推定される。なお、梁行については推測の域を脱することができない

が、建物が東西棟であるとするならば、 2間とするのが妥当であろうか (Fig.39)。なお、 P2・P3の南側で柱穴
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が検出されなかったことから、 1号建物跡は側柱建物と推定される。

1号建物跡で特徴的なのは、ピットの覆土が層状で硬く締まっていることであり、底部や覆土の観察でも柱痕

等は確認できなかった。この状況から、この建物は壷地業の可能性も考えられる。なお、現存確認できた残存す

るピットの深さについては、一番深いP，であっても確認面から底部までは約20cmである。 30トレンチの遺構確認

面は総社砂層への漸位層(基本層序でのV層:Fig. 5 参照)であったことから、当時の地表面は現在よりも 40~50

cm程度高かったと推測される。また、 P，と重複関係にある10世紀前半と推定される住居跡が検出されているが、

住居の床面は遺構確認面より若干低い程度でほぼ同じレベルであった。蒼海地区で検出される同時期の住居は、

調査時には壁がすっかり削られた状態であるのがほとんどであるが、稀に、保存状態が良く遺構確認面から40cm

程度壁が残っている住居が検出される場合もある。当時の住居の平均的な床までの深さを見出そうとするのは非

常に難しいが、仮に保存状態の良い住居の例を当てはめるとするならば、やはり当時の地表面は30トレンチでの

遺構確認面から 40~50cm以上高い位置と考えることはできないだろうか。

住居との重複関係に触れたついでに 1号建物跡の時期についても触れておきたいが、その下限については、前

述の住居の時期である10世紀前半には建物は廃絶していたことが考えられる。しかし、その上限については、 P1

の覆土から 6世紀後半の土器の小片が数点出土していることから、それ以後であることは考えられるが、確実に

時期が特定で夫あ遺物等がたいので、判断は難しい。

ただし、 1号建物跡は正方位を意識して建てられていた。 1号トレンチの西の 1号溝跡についても南北方向に

掘削された溝である。この溝は、断面が薬研に近い逆台形で、遺構確認、面での幅は約 2m、南半分は撹乱を受け

ていたため遺構確認面でプランを確認することはできなかったが、調査区の南へと続いている様子であった。覆

土の上半に浅間B軽石を包含していたことから古代の溝と考えられるが、断面形状では底面が狭く薬研堀を想起

させるような逆台形であったことや、覆土から出土した遺物からから、古代に掘削された溝でも、校庭の西端で

検出された21a卜レンチよりも新しい溝であることが考えられる。また、群馬λ学が調査した元総社小学校校庭

遺跡の 2棟の建物も止方位を;意識して建てられていると考えられることから、河総社小学校校庭で検出されてい

る建物や溝は、すべて正方位を意識していると考えられる。ただし、先ほどの溝の例のように、すべてが同時に

存在していたのではなく、時期差をもっていたと考えられる。

②31 a卜レンチ検出の溝について

平成26年度調査では、元総社小学校西側周辺においても国府関連遺構の検出を試みて調査を行ったが、 31aト

レンチにおいて古代の溝が検出された(31aトレンチ 2号溝跡)。溝の断固は逆台形を呈しており、遺構確認面で

幅約 4m、深さ約30cmを測り、東西方向の走行を持っていた。また、この大溝は31aトレンチ内で終息すること

が確認されたため、付近で門等の施設の入り口となる施設の痕跡を探したが検出には至らなかった。また、この

溝の終点部分を区画の内部へ入るための土橋であるという想定で、その東側においても同様の溝が確認できるか、

31 aトレンチの東に隣接する31bおよび32トレンチを設定し調査したが、検出することができなかったり両トレ

ンチともに表土下は総社砂層(地山層)に達しており、特に32トレンチは総社砂層が地表へ露出する寸前の状態

であったことや、検出された総社砂層のレベルが、 31aトレンチよりも両トレンチは低かったことから、調査結

果として大溝は検出できなかったもののが、大溝はかつて存在していたのかもしれないが、削られてしまった可

能性も捨てきれない。

現状では、付近の調査もほとんど進んでいないこととあわせて、 31abcトレンチの調査でも、その他の関連遺構

が検出できなかったため、この溝の存在が浮いてしまっている状況であるが、元総社小学校の西側周辺でも官街

関連遺構が検出される可能性が高まった意味では評価できょう。

③元総社小学校周辺の状況について

元総社小学校とその周辺では、これまで実施された元総社小学校校庭遺跡や平成25・26年度の上野国府等範囲
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内容確認調査で、建物跡3棟、古代の溝3条が検出されている。これらの遺構に共通している特徴としては、正

方位を意識していることである。しかしながら、前述のとおりこれらの建物や溝がすべて同時に存在したとは考

えにくく、変遷を経ていると思われる。ただ、現在のところ具体的に変遷をたどれるような要素は少ないため、

もう少し時間と成果が必要であろう。

また、蒼海遺跡群 (95)の1号溝は南北方向の溝であり、蒼海土地区画整理事業の区域では南東端付近に位置

し、元総社小学校に距離的にも近い。この溝も元総社小学校の建物や溝の一群の範晴で捉えることができるのか、

今後の調査を進めていく中で注意が必要であろう。

元総社小学校周辺の古代の 3状の溝のうちの 1条は、小学校の校庭ではなく、校庭から西へ約100mの地点で検

出された。現状の地形を観察すると、小学校の西には丁度総社神社の参道のように県道足門・前橋線が南北方向

に走っているが、この県道の走る位置が低くなっており、その西側の元総社の通称「本村Jと呼ばれる集落は起

伏上に位置しているように見える。この南北方向の低地状の地形は、『群馬県古城塁牡の研究』掲載の山崎氏の蒼

海域の縄張図では空堀状に描かれている。校庭でも校舎寄りにあたる30トレンチでは、表土の下位は総社砂層の

漸位層(基本層序のV層)が面的に広がっていたが、校庭西端の21aトレンチ(平成25年度調査)では、浅間C

軽石を含む黒褐色土(基本層序のIV層)の堆積が確認できた。とのごとから、校庭の中央部分は台地の頂上付近

と推測され、西に向かつてなだらかに谷地形へ向かっていることが考えられる。そうだとするならば、さらに西

の県道足門・前橋線の通る部分は、かつて浅い谷状の地形であった可能性が考えられる。さらに西側の今年度の

調査で古代の溝が検出された地点は、小学校の校庭とは谷を挟んで相対する台地上となる。この谷状の地形が、

本来のどのような地形であったのか現在のところ不明で、あるが、今後、この付近で調査を進めていく中で旧地形

と遺構の分布を考えた際に、谷状の地形がどのように絡んでくるのか注意が必要であろう。また、この地形自体

が本当に谷であったのかについても検証が必要かもしれない。なお、平成25年度に総社神社の境内において発掘

調企を実施したが、総社神社の境内は表土の下位は総社砂層であった。また、境内でも場所によっては総社砂層

が露出しかけている所が見受けられる。総社神社は南から参道に沿って北へ行くと、石段を数段上がって鳥居を

くぐり境内に入る形となっている。こうした地形の観察や発掘調査の結果から総社神社の鎮座する付近は台地状

の地形の上と考えられる。なお、昨年度の調査では、国府関連遺構の検出には至っていない。

元総社小学校の西側における発掘調査については、平成24年度に実施した15・16トレンチと、本報告中の31abc・

32トレンチのみであり、調査はまだ始まったばかりといった状況である。しかし、 31aトレンチでは中世の溝(3 

号溝)の覆土から円面硯の破片が出土したほか、粘土採掘坑と考えられる土坑がいくつも検出されている。その

中には遺構の重複関係や、少ないながらも出土遺物から古代と考えられるものも存在する。採掘された粘土につ

いては、どのような目的に使用していたのかまでは不明であるが、元総社地区でもこの付近の土は粘性が強く地

山近くの粘土質の土は建築資材として利用されていたとの事であったので、今後もこのような粘土採掘坑が検出

されることが考えられることから、粘土が採掘された時期や粘土の利用目的など、留意すべき要素もあるものと

思われる。

2 今後の課題

(1) 28卜レンチ検出の「布地業」を持つ建物と、国庁C案周辺の解明について

平成27年度調査において、蒼海遺跡群の発掘調査も含めて律令期に存在したと推定される建物跡の検出が相次

いだのは大変な成果であった。

28トレンチの調査目的については、元総社蒼海遺跡群 (58) 1号溝の延長を確認するための調査であったが、

予期せず、掘込地業をもっ建物の検出となった。しかし、予期していなかったこともあり、建物跡を理解するた
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めに必要な情報が得難いまま調査を終了せざるを得ない状況となってしまった。なお、枠形の掘込地業の南辺は

未調査であることから、次年度は未調査部分の調査を行うことで、本年度調査の成果の再検討を行いたい。

また、元総社蒼海遺跡群 (99)の掘込地業についても、上面が後世の遺構により壊されていたことなどから、

調査が非常に困難であった。そうしたこともあり、掘込地業の南限については範囲もはっきりと掴むことができ

なかった。そのようなことから、付近の調査可能な地点において掘込地業の範囲確認を行い、建物の規模を把握

するための情報を得ることに努め、この建物の性格を知るための一つの材料としたい。

上記のとおり、国庁推定地C案周辺では、掘込地業をもっ建物が現在のところ少なくとも 2棟分検出されてい

る。この 2棟の建物の軸方向が似ていることから、他にも 2棟と同軸方向の建物跡が検出された場合、例えば、

28トレンチの建物跡を北列、元総社蒼海遺跡群 (99)の建物を南列とするような、正倉院的な空間をこの場所に

想定しなくてはいけない。いず、れにしても、国庁推定地C案付近の解明につながるための情報を得るために、引

き続き調査をする必要があると思われる。

また、国庁推定地C案よりも南となってしまうが、蒼海 (95)で掘立柱建物2棟と、その北側に古代の溝が2

条検出された。この付近の地形を観察すると、後世の造成等で多少変化しているであろうが南から見ると台地状

になっており、この他に建物跡が存在することが推定されることから、これより北の掘込地業建物との関連を考

える上でも、調査が必要と考えられる。

(2) 元総社小学校周辺の解明について

元総社小学校の校庭の調査は、 2年目が終了したところであるが、調査面積的には全体の 5分の 1にも満たな

い範囲の調査ができたにすぎない。校庭は地均しのために土取りをしていると考えられ、元々高かった場所は地

山近くまで削平されている。また、かつての校舎の跡など遺構の確認が難しい状態の地点も多く存在する。しか

しながら、 2年間で溝や建物が新たに検出されており、調査面積が増えることで今後も新たに溝や建物が検出さ

れることが期待される。また、元総社小学校から出土したとされる学校収蔵の遺物など、上野国府解明のヒント

となる要素が多く存在するように思われる。幸いにも大型の柱穴を持つ掘立柱建物であれば、かなり深くまで掘

削されていても、掘立柱建物の柱穴は残る可能性が高いことが今年度の調査で判明したので、今後も根気よく調

査を続けながら資料を蓄積し、研究史的にも長い間、国府関連施設の存在が推定されてきた元総社小学校周辺の

状況を解明することが必要であろう。

なお、 30トレンチの東端付近において、元総社小学校校庭遺跡のトレンチと推定される掘り込みが検出された

ことについては、 V章の官頭で述べた。その掘り込みをヒントに元総社小学校校庭遺跡の調査位置を当てはめて

みたところ、調査推定地点と一致した※註(3)0元総社小学校校庭遺跡、の掘立柱建物跡については、校舎の建て替え

等もあり、正確な位置が不明瞭となってしまったことと、継続的に校庭に存在する国府関連遺構の調査を総括的

にとらえる中で欠かすことのできない要素であることから、平成26年度調査で得た位置を確定させるためのヒン

トを元に推定地点を絞り込みながらその位置を確定させ、今後の調査・研究に寄与したい。

(3) 古代の区画溝について

区画溝については、平成25年度の調査に先んじて想定したライン上では区画溝が確認できなかった上に、想定

していなかった地点で区画溝が検出された。平成26年度の調査では、区画溝の交点となる地点の調査を実施した

が、残念ながら確実な状態で交点を確認することができなかった。しかし、この調査によって溝自体が南へ連続

していくことが判明した。

区画溝関する問題点については、本書に限らず何度か述べているとおりである。その一方、度重なる調査でそ

の連続性が明らかとなり、かなりの距離が一連の溝として扱われてきているほぼ南北方向の溝(平成25年度調査

報告書Fig.35の区画溝Bとしたもの)についてはいくつかの間題が存在する。その概要をまとめると以下のとお

りである。
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し溝の断面形や幅について、調査で確認できている範囲であるが、推定上野国府29トレンチ付近を境にし

て変化する。 29トレンチから南は比較的浅く断面がU字状で幅が狭い。

ii.覆土中に硬化面が確認できた地点が存在する。また覆土の締まりが強い地点も存在する。特に元総社蒼

海遺跡群 (21)・(23)では、覆土が堆積状況と遺物から 2時期に分けることが可能でトある。

iii.元総社蒼海遺跡群 (58) のほぼ東西の区画溝(大溝)との交点(関係)が明確でない。

iv.溝の出土遺物の下限が、 10世紀代であることが多い。総社蒼海遺跡群 (21)・(23)では、 11世紀代まで

時期が下ると推定される。

一つの解釈の例として参考にしたい遺構が存在する。

それは太田市の上野国新田郡家跡のH22-3卜レンチとH23-12トレンチで検出されている 1号・ 2号通路で

ある(太田市教育委員会 2012)が、この 2つの遺構は郡家の南限溝の北と南の肩で検出されたもので、南限溝

の北側が1号溝、同じく南側が2号溝であり、南限溝で分断されているような状態でるが、本来的には同ーの遺

構と考えられる。規模は判明している l 号溝で上幅3.2~3.35m、深さ 95cmで、断面形状は緩やかに立ち上がる溝

状となっており、底面から52cmの厚さで4層に分かれる硬化面が造り出され、そのうちの上位2層には炭化米が

僅かに含まれる状態であった。なお、報告書の記載による去、 1号通路は断両形状が浅いu字状の掘り形の底部
に深いU字状の掘り形を持つような二段になっているが、 2号通路については、通路の西側が調査区外である f

とから全体を確認することはできないが、浅いU字状の掘り形が確認できる。

なお、前橋市元総社地区においても、平成27年度に実施された元総社蒼海遺跡群 (17街区)で道跡(報告中で

はR1 1号道路)が検出された(前橋市教育委員会他 2016)。道跡は南から北へ向かつて緩やかに傾斜してい

るが、これは北側を東西方向に流下する牛池川へ向かつて下ることが推定されている。なお、傾斜する手前は比

較的平坦である。この道の南側に位置する元総社蒼海遺跡群 (30)でも道路跡(報告中ではA-1 1号道路状

遺構)が検出されており(前橋市埋蔵文化財発掘調企団 山lり)、位置関係から連続する道と考えられる。時期と

しては、蒼海 (17街区)の下り込む箇所(切通道の部分)の覆土に浅間B軽石の純層が堆積していたことから、

12世紀頃は道として使用されていなかったことが推定され、蒼海 (30)での遺構の重複関係等からも、上限は7

世紀後半以降と考えられる。この道の軸と、ほほ南北β|旬の大溝の軸が図面上?一致サることから、|司軸に造ら

れた遺構である可能性がある。ちなみに、一番南で道が検出されている地点の蒼海 (30) と、一番北で大溝が検

出されている蒼海 (14) 5トレンチの聞には、平成24年度に調査した推定上野国府12トレンチが存在するが、こ

のトレンチでは大溝・道ともに検出されなかった。調査成果の再検討が必要であろうか。

蒼海地区での発掘調査にお付るこれまでの遺構の認識として、ある程度の幅の硬化面が連続的に長きに亘って

続く場合は「道路状遺構」もしくは「道路jとして認識され、掘り形をもっ場合は「溝跡jと扱われてきた。し

かしながら、新田郡家跡で検出された 1号及び2号通路の事例から、溝状の掘り形を持ちつつも底面付近に硬化

面がある場合は、形状からは溝と判断できても、道路としての機能を想定しなければならない必更性が感じられ

る。こうした視点も交えて、溝の調査・検討を今後も続けていきたい。

(4) おわりに

上野国府等範囲内容確認調査も、平成27年度で調査は5年目、報告書は4冊目となった。事業を進める中で調

査地の地権者の方の協力や、近隣にお住まいの皆様の声援に励まされながら発掘調査を進めている。特に、元総

社小学校の発掘調査は、夏休み期間に実施するとはいえ、校庭の使用が一時的に制限されることになるため、学

校関係者や地域の方へ多大な迷惑をかけている反面、多大なる思恵を感じずにはいられない。こうした状況を踏

まえ、一日でも早く上野国府を解明へと導きたいと強く感じる今日この頃である。

末筆ではありますが、地元の方々や関係者の皆様へ、厚く感謝申し上げます。
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VII まとめ

註

( 1) 報告書中では建物の傾きはN-660-Wとなっている。

(2) 28トレンチでは区画溝の範囲確認を目的としてトレンチが設定されたが、予期せず掘込地業をもっ版築が検出された。なお、区画溝の想定

延長上に建物跡の北辺が位置するような状況であった。

(3 ) 上野国府等調査委員会の松島委員長のご教示による。

[主要参考文献】

伊勢崎市教育委員会 2016 

大分市歴史資料館 2000 

太田市教育委員会 2010 

太田市教育委員会 2012 

川崎市教育委員会 2014 

働かながわ考古学財団他 1998

側かながわ考古学財団 1999 

かみつけの里博物館 2005 

川崎市教育委員会 2014 

制古代皐協会 1994 

小森俊寛監修・著 2005

群馬県教育委員会 1988 

群馬県教育委員会 1999 

群馬県教育委員会他 1987

群馬県 1991 

高崎市教育委員会 1998 

中田英 1981

千々和到 2007

文化庁文化財部記念物課監修 2010

文化庁文化財部記念物課監修 2013

前橋市 1971 

前橋市教育委員会 2011 

前橋市教育委員会 2013 

前橋市教育委員会 2013 

前橋市教育委員会 2013 

前橋市教育委員会 2014 

前橋市教育委員会 20日

前橋市教育委員会 2015 

『発掘された古代の役所~最新の発掘成果からみた上野・北武蔵の律令社会~J 合同遺跡報告会資料集

『豊後国の眺め 古代の役所とくらし1第19回特別展図録

『天良七堂遺跡2 上野国新田郡衡の範囲確認調査 』

『天良七堂遺跡3 平成21~23年度 新田郡街の確認調査報告書ー』

I橘樹官街遺跡群の調査一橘樹郡街跡・影向寺遺跡総括報告書〔古代編1-j 

『古代の大型建物跡 役所か邸宅か 』平成9年度発掘調査成果発表会発表要旨

I古代の大型建物跡一役所か邸宅か-J公開セミナ← 記録集

『釜の登場』パンフレツト

I橘樹官街遺跡群の調査 橘樹郡街跡・影向寺遺跡総括報告書[古代編]ー』

『平安京出土土器の研究』古代皐研究所研究報告第4輯

『京から出土する土器の編年的研究 日本律令的土器様式の成立と展開、 7~19世紀一』 京都編集工房

『史跡上野国分寺跡』

『上西原遺跡』

I西今井遺跡早川河川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書I

I群馬県史j通史編2

『豊岡後原 I・II遺跡』

「東国古代集落における掘立柱建物の一考察一「溝もち」掘立柱建物遺構の壁構造の復元について 」

『神奈川考古J12 

『板碑と石塔の祈り』日本史リブレツト31 山川出版社

I発掘調査のてびき 集落遺跡発掘編I同成社

『発掘調査のてびき 各種遺跡調査編j同成社

『前橋市史』第1巻

『元総社蒼海遺跡群 (35)J 

I推定上野国府~平成23年度調査報告~J 上野国府等範囲内容確認調査報告書 I

f推定上野国府~平成24年度調査報告~J 上野国府等範囲内容確認調査報告書 II

I元総社蒼海遺跡群 (44)、元総社蒼海遺跡群 (45)J 

『元総社蒼海遺跡群 (57)、元総社蒼海遺跡群 (58)、元総社蒼海遺跡群 (59)J 

『推定上野国府~平成25年度調査報告~J 上野国府等範囲内容確認調査報告書III

I元総社蒼海遺跡群 (85)・(88) ~(90) ・ (96) ~(98) J 

前橋市教育委員会 2015 『元総社蒼海遺跡群 (91)、元総社蒼海遺跡群 (95)、元総社蒼海遺跡群 (102)J 

前橋市教育委員会・ ]X日鉄日石エネルギー株式会社・技研コンサルタント株式会社

2016 r元総社蒼海遺跡群 (17街区)J
前橋市埋蔵文化財発掘調査団 1991 r元総社明神遺跡IXJ
前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2000 r元総社宅地遺跡・上野国分尼寺寺域確認調査IIJ

前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2001 r荻窪鰯塚遺跡・荻窪東爪遺跡』

前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2007 r元総社蒼海遺跡群 (9)、元総社蒼海遺跡群 (10)J 

前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2008 r元総社蒼海遺跡群 (14)、元総社蒼海遺跡群 (19)J 

前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2009 r元総社蒼海遺跡群 (21)J 

前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2009 r元総社蒼海遺跡群 (23)j 

前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2010 r元総社蒼海遺跡群 (29)J 

前橋市埋蔵文化財発掘調査団 2010 r元総社蒼海遺跡群 (30)J 

前橋市立元総社小学校 2014 r前橋市立元総社小学校 創立140周年記念誌』

松島栄治 1986 I元総社小校庭遺跡Jr群馬県史』資料編2 群馬県

山崎一 1971 r群馬県古城塁祉の研究』上巻群馬県文化事業振興会

81 





写真図版





P L. 1 

1 27卜レンチ全景(北西から) 2 27卜レンチ1号住居跡全景(北から)

4 27卜レンチ 1号溝覆土堆積状態(東から)

3 27卜レンチ1号溝跡全景(西から)

5 27卜レンチ南側拡張部付近(東力、ら) 6 27卜レンチ3号溝跡全景(西から)



P L. 2 

1 28トレンチ全景(北半)(東から)

3 28卜レンチ1号住居跡全景(南西から)

2 28トレンチ全景(南半)(南から) 4 28卜レンチ1号住居跡全景(南から)



P L. 3 

28卜レンチ3号住居跡全景(南西から) 2 28卜レンチ3号土坑全景(北から)

A 

3 28卜レンチ1号建物跡全景(南東から)

4 1号建物跡掘込地業土層状況(西から) 5 28卜レンチ1号住居跡付近士層(北から)



P L. 4 

2 29卜レンチ 1号溝跡全景(南力、ら)

1 29トレンチ全景(南から) 3 29卜レンチ2号溝跡全景(北東から)

4 30卜レンチ全景(東から)



P L. 5 

1 30卜レンチ1号住居跡全景(北西から) 2 30トレンチ2号住居跡全景(南から)

3 30卜レンチ3号住居跡全景(南から)

4 30卜レンチ4・5号住居跡付近全景(西力、ら)

5 30卜レンチ1号溝跡全景(南から) 6 30トレンチ3号溝跡全景(東から)



P L. 6 

1 31 a卜レンチ全景①(西力、ら)

2 31 aトレンチ全景②(北から)

Iを.~';:. ，):~~~; .. ，:-，..~，-:.._?~\%(:~~i 

!ii?j i 
4 31 b卜レンチ全景(北から)

6 31 a卜レンチ2号溝跡全景(東から)

3 31 a卜レンチ全景③(西から)

5 31 c卜レンチ全景(西から)



P L. 7 

1 31 a卜レンチ1号士坑全景(南力、ら) 2 31 a卜レンチ7号土坑 .3号溝跡全景(西から)

3 31 aトレンチ9号土坑付近全景(西から) 4 32トレンチ全景(東から)

5 33卜レンチ付近調査風景(南から)

6 33卜レンチ1号住居跡全景(西から) 7 34トレンチ付近完掘状況(西から)



P L. 8 

2 33卜レンチ1号建物跡布地業土層状況(北から)

1 33トレンチ1号溝跡全景(南から) 3 33トレンチ1号落ち込み遺物出土状況(西から)

4 1号落ち込み全景(西から)

6 1号建物跡総地業検出状態(南から) 5 1号落ち込み付近土層堆積状態(北から)
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